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平成 2 年度富山大学卒業証書、 修了証書並 び に 修士
学位記授与式 が、 平成 3 年 3 月 25 日 （月 ） 午前 10時30
分か ら 富 山市公会堂 に お い て挙行 さ れ ま し た。
式 で は 、 先 ず大井学長か ら 、 学部卒業生1,334名 、 専
攻科 修了生 5 名 、 大学院研 究科修了生 1 1 5 名 、 合 計
1,4 54 名 に卒業 （修了） 証書が授与 さ れ ま した 。 引 き 続
き 、 学長告辞で大井学長 は 、 「来るべ き 21世紀 に お け
る新し い社会 の建設に当た り 、 1 ） エ ネ ルギ ー 問 題 に
真剣 に 留意し、 2 ） 地球環境の 保全 に対処し、 3 ） グ
ロ ー パ ル な 変化 に柔軟 に対応し、 対外摩擦 を で き る限
り 避 ける こ と を 目 標 にして 、 今後十分努力して ほしい。
」 と は な む け の言葉を述べ ま した。
ま た 、 式 に先立 ち 、 本学 フ ィ ルハ ー モ ニー 管弦楽団
に よ るオ ー ケ ス ト ラ 演奏で卒業生の晴れ の 門 出 を祝福
する と と も に 、 式終了後 は 、 会場の富山市公 会 堂 ホ ー
ル前で待 ち 構 え て い た サ ー ク ル学生 な ど の在学生 が、
思 い 思 い の趣 向 を 凝 ら して卒業生の洋々 たる前途を お
祝いして い ま した 。
卒業式学長告辞（全文）
ただい ま 、 卒業証書、 修了証書 あるい は修士学位記
を授与され ま し た 1,454 名 に の ぼる諸君 は 、 本 学 に お
ける所定 の課程を終 え 、 本 日 こ こ に め で た く 卒業 の 日
を迎 え られ た 方々 で あ り ま して 、 教職員一同心か ら 祝
福を 申し上げ ま す 。 諸君の喜 び も さ る こ と な が ら 、 御
家族の方々 の お喜 び はさぞかし と 推察 い たし ま す 。
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企 大井学長から 卒業証書を授与される 人文学部代表
諸君の う ち 、 ほ と ん ど の 人が16年以上 に 及ぶ学校 生
活 に 別れを告げる時が来たわけ で あ り ま す 。 本学 に お
ける勉学 や学生生活 は 、 そ の締め く く り に ふさわし い
充実感 と 将来の展望に大 き な 自 身を諸君に与え た も の
と 確信して お り ま す 。 しかし な が ら 、 本格的情報化社
会の到来 と と も に 、 産業構造 は転換し生活様式が変貌
するな ど、 人々 の価値観や考 え方が多様化する中 で 、
社会 シ ス テ ム の変化や知識の陳腐化が速い今 日 、 社 会
人 又 は職業人として第一線で活躍するた め に は 、 さ ら
に今後一層 の研鎖が必要で あ り ま す 。 学窓を去る に 当
たって新 た なる 目 標 と 不退転 の 決意を持 っ て生涯学習
の社会へ出発して く ださ い 。
と こ ろ で、 21世紀 ま で あ と 10年 と い う 節 目 を迎 え 、
新し い 時代への期待感を抱かせ ま す が、 先行 き 不透明
さ か ら来る も と 、か し さ も ま たぬ ぐ え な い と 思 い ま す。
冷戦構造 の消滅 と 同 時 に一気に噴 き 出した東欧改革 の
波、 世界経済の地域 プ ロ ッ ク 化、 東南ア ジ ア を 初 め と
する新経済圏の台頭 な ど、 い ずれ も世界が確実 に 変わ
り 始 め た こ と を物 語 っ て お り ま す 。 さ ら に 、 ハイ テ ク 、
ハ イ タ ッ チ な 科学技術 の進歩や ボ ー ダー レ ス 時代 と い
われる多民族社会 の進展 な ど を考える と 、 人聞 を 物 心
両面で開放する新文明時代の到来か と 思わせる一方、
逆行する流れ も 少 く な い の が現実で あ り ま す 。
そ の一つ は 、 毎 月 数百万単位で増え続 ける世界人口
を抑制する効果的 な てだて が今 の と こ ろ 見付か ら な い
こ と で あ り ま す 。 西暦2000年 ま で に 世界人口 は 、 今の
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中 国 の 人 口 に ほ ぼ相当する10億人 を 新 た に 上積みする
と いわれて お り 、 しか も それが貧困 に苦しむ開発途上
国 に 集中し、 南北経済格差を一層、 拡大する結果に な っ
て お り ま す 。
つぎ に 、 東西緊張緩 和 がか な ら ずし も 世界的平和環
境作 り に役立 た ず 、 むし ろ 米 ・ ソ対立 の副次的効 果 で
あ っ た地域紛争抑止力 を弱め た こ と は 、 湾岸戦 争の引
き 金 に な っ た イ ラ ク の ク ウ ェ ー ト 侵攻が如実 に 物語 っ
て いる と 思 い ま す 。 そ の ほ か 、 経済問題や、 人種、 宗
教、 思想の対立など戦争の火種 は まだ世界中 の あ ち こ
ち に 転が っ て いる の が現状で あ り ま す 。
さ ら に 、 地球環境の悪化 は 、 一刻 の 猶予 も 許され な
い ほど深刻 に なって いる こ と は周知 の事実であ り ま す。
資源浪費型産業文明 に酔 っ て き た当然、 の帰結で あ り ま
すが、 環境保全や改善の き め 手を欠い て いるのが現 状
で あ り ま す 。
.式に先立ち本学フィルハーモニー管弦楽団による
オーケストラ演奏が行われる
こ れ ら の 、 さし迫 っ た 問題 を 考 える と き 、 我 々 人類
が と も に協力して 、 英知を搾 り 、 こ れ ら の課題 を 解 決
するの が 、 自 然 と 調和した 平和共存を可能 に する唯一
の道 で も あ り 、 我 々 日 本人 と して 、 個有 の問題 も 含 め
てど う 対処すべ き か考え て い か ね ば な り ま せ ん。
そ の第一 は 、 エ ネ Jレギー の 問題 で あ り ま す 。 エ ネ Jレ
ギ ー 資源を ほ と んど持 た な い我が国が、 中東地域 の 石
油に頼 り 過ぎる状況か ら 一 日 も 早 く 脱却せ ね ば な り ま
せ ん 。 こ の た び の 湾岸戦 争への貢献策 を巡る内 外 の 厳
し い 世論 か ら 考 え て 、 今後は容易 な らぬ事態が予想さ
れ ま す 。 第一次 オ イ ル シ ョ ッ ク 以来、 産業界 に お け る
消 エ ネ 対策、 利 用 効率の 向上、 エ ネ ／レギ ー低消 費型 へ
の産業構造の転換 など に よ り 、 ま た 天然 ガ ス や 原 子 力
の利用 も 増 え た結果、 今 日 で は石油への依存度 は 60 %
以下 に下が り ま し た 。 も ち ろ ん 、科学技術の 発展に負 う
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と こ ろ が極 め て大 き い こ と は言 う ま で も あ り ま せ ん 。
こ れ に対して、 家庭や 日 常生活 に お ける節約効果 に は
ほ と んど見るべ き も の は な く 、 むしろ消費増加 の 傾 向
がある こ と は厳し く 反省しな ければな り ま せ ん。 石油
に替わる エ ネ jレギー と して 、 太陽や風力 あるい は 地熱
など の エ ネ ルギー の利用 や開発が考 え ら れ ま すが、 伺
時 ま で に 、 どの位の量を、 どの佐の コ ス ト で供給 で き
るか と い う 条件を満して、初 め て 石油 に 大幅に置 き 換
え得るか否か がわかるの で あ っ て 、 科学技術の貢献 と
諸君の真剣 な努力 を待つ 最大の課題であ り ま す 。
企 学長告辞に聴き入 る卒業生
次 に 、 エ ネ jレギー の供給や消費 と 絡 ん で忘れて な ら
な い 問題 は地球環境の保全 で あ り ま す。 先進工業 国 の
みな ら ず、 新興工業国や発展途上国 と いわれる国 々 ま
で も 経済発展を 目 指して工業化 に遁進して お り 、 人口
の無計画 な 増加 と あ い ま っ て地球環境への負荷を ま す
ま す増大させ て お り ま す 。 しか も こ れ ら 第三世界 の 貧
困 は環境改善 などの余裕などあ り ませ ん 。 経済大国 と
いわれる国 々 は、 自 国の対策の ほ か に 、 こ れ ら の 国 々
の環境対策 に積極的 に 、 経済的 、 技術的支援 を 行 い 問
題解決 に 協力 す べ き 責務が あ り ま しょ う 。
企 あでやかな着物姿で入 場す る女子卒業生
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第三の問題 は世界の趨勢 に 対応して他国 と の 摩擦 を
で き るかぎ り 避ける こ と で あ り ま す。
E C 統合 や 米国・ カ ナ ダ・メキ シ コ の北米国の形成
な ど に 見 ら れるよ う な 共通 の 文化圏を統合し よ う と い
う 動 き が活発 に なって い ま す。国家の境界線が低 く なっ
て 、 文化や民族や地域主義の垣根が相対的 に 高 く な っ
て き たわ け で あ り ま す。 そ の 中で我が国 は相 変わ ら ず
純粋な 民族国 家 と して 、 純粋な近代工業社会を形成し、
それを助長する政策 を と り 続 け て いるわけであ り ま す。
し た がって世界の趨勢 と 我が国の純粋さ のギャ ッ プ は
広がるばか り で あ り ま す。 戦後40年の問、 極めて 均質
な 国 民の エ ネ ルギ ー が、 効率、 平等、 安全 と い っ た狭
い倫理観 に立って経済復興を 成し遂げて き たわ け で 民
族の 生 き 残 り の ために はや む を 得 な い命題で あった と
思い ま す。 そ の結果、 今日の 繁栄を見たわけ で あ り ま
す が 、 そ れ と引換え に 、 諸君の先輩た ち は 、 個人の 自
由 や 選択 の幅、 人生の楽しみ な ど多くの大切な も の を
ほ と ん ど犠牲 に して き た こ と に な り ま す。豊か に な っ
て も 幸せ が実感で き な い社会、 す なわ ち我が国 の 戦 後
文化が他の文明国 と 異質だ と い う こ と で あ り ま す。 経
済成長 と引換え に 自 由や幸せ を犠牲 に する こ れ ま で の
考 え 方 は 、 欧米諸国 に は な か な か理解し難 い も の が あ
り 、 文化の特異性 を 不公正 な 対外政策の言 い 訳 に する
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我が国 に対し、 今後 ま す ま す“日本 た た き ”が強 ま る
こ と が予想 さ れ ま す。 こ れか ら は 、 積極的 に グ ロ ーパ
ル な 変化 に柔軟に 対応し、 う ま く 折 り 合って摩擦を起
こ さ な い よ う 心掛け ね ば な り ま せ ん 。 来るべ き 21世紀
に お ける新し い社会の建設 に 当 た り 、 よ り 広 い倫理観
に立って力一杯努力して ほしい と 思 い ま す。
A 式終了後、 在学生が花束などを プレゼ ン 卜し先輩
の門出を 祝福し、 ホール前は大混雑となる
以上三つ の 大 き な 課題 を諸君の今後の 目 標 と して い
ただければ幸 い で あ り ま す。
最 後 に な り ま し た が、 ど う ぞ く れ ぐれ も 健康 に 留 意
さ れ、 大 い に活躍されん こ と を祈念して 門 出 に 当 たっ
て の鵠け の言葉 と い たし ま す 。
F同u
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平成 3 年度富 山 大 学 入 学 式 が 、 平成 3 年 4 月 10 日
（水） 午前10時30分か ら 富 山 市 公 会 堂 に お い て 挙 行 さ
れ ま し た 。
式 で は 、 大井学長か ら 、 学部入学生1 ,537名 、 専攻科
入学生 1 名 、 大学院入学生116名 、 合計 1 , 654名 （ う ち
外国人留学生34名 を含 む 。 ） に 入学許可宣言 が あ っ た
後、 学長告辞で 「受験勉強で やれ な か っ た 、 多 様 な 視
点 に 立った学問の探究や人間形成 に全力 を傾注せ よ 。 」
と 諭 さ れ ま し た 。
こ れ に 対し、 新入生を代表して 教育学部小学校 教員
養成課程橋本恵子 さ ん が、 「学則 を 遵守し、 学 問 を
修 め 、 心 と 体を鍛えると と も に 、 国 際化時代 に 生 き る
者 と して 、 他国の文化を 尊重し相 互 に 理解し合 う 、 し
な や か で豊か な 国 際感覚 を身につ け た人間 に なる よ う
努力し ま す 。 J と 力強 く 宣誓し ま し た 。
引 き 続 き 、 各部局長が紹介 さ れ閉式の後、 本学合唱
団、 ギ タ ーマ ン ド リ ン ク ラ ブ 、 フ ィ ルハー モニー 管弦
楽団が そ れぞれ合唱、 演奏 を 行 い 、 新入生 を 歓迎し ま
し た 。
｜入学式学長告辞（全文）｜
た だ い ま 、 入学を許可 さ れ ま し た 1,654名 に の ぼる
皆 さ ん は 、 本学 の 各学部 、 大学院及 び専攻科へ、 め で
た く 入学 さ れ た方々 で あ り 、 本学の教職員一向、 心か
ら祝福する と と も に 歓迎 の 意 を 表し ま す。難関 を 突破
して め で た く 入学 さ れ た 諸君や御家族 の 方々 の お 慶 び
は さ ぞかし と 思 い ま す 。 選 ばれ た 者の幸せ と 誇 り を 自
覚する と と も に 、 本 日 の 感激を忘れる こ と な く 、 こ れ
か ら 4 年間の充実した悔い の な い大学生活を送って ほ
し い と 思 い ま す 。
さ て 、 大学は こ れ ま で 、 学術や文化の 向上 は言 う ま
で も な く 、 豊かで活力 ある社会の形式に様々 な 寄与 を
して き ま し た 。 今後 の流動的かっ不透明 な 時代 に お い
て も 、 学術や文化の継承 に 努 める と と も に 、 技術革新、
国際化 ・ 情報化 の 進展、 産業構造 の変化等 に適切 に 対
処し、 社会 の各方面で活躍し得る人材 の養成 に努 め て
い か な く て は な り ま せ ん 。
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しかしなが ら 、 今 日 「未来投資」型の 高 学 歴 が進展
するなか で、 教育の量的拡大 に よ る大学の 大衆化 と と
も に 、 学生の質の低下や大学のレジ ャ ー ラ ン ド化が社
会 の 批判 を 浴 びて お り ま す 。 今 日 の高 等教育が直面し
て いる問題 の一面 は、 一方で は科学技術文 明 の 急 速 な
展開 に 伴 う 高 度の専門性の要求 に対して 、 他方で は 、
いわゆる大学 の大衆化、 学生層 の増大 と そ の 質 の 多 極
化への対応 と い う 、 現実 に矛盾し た要素 を 含ん で いる
こ と で あ り ま す 。
企 新入生を代表して宣害する教育学部橋本恵子さん
大学教育は本来、 個々の学生諸君が それぞれ 目 的 と す
る専門知識や 自己 の人格を完 成するた め の 広 い知識の習
得を 願 う 本質的な学習意欲に こ た え、 こ れを 助 ける も の
でなく て はなり ま せん。 しかしなが ら 、 最近 の学生諸君
の 中 に は 、 自分で考え、 行動し学習 に 取 り 組 む積極性 に
欠 ける嫌いがあ り 、 教え られるだ けで満足する受 け身の
勉強 に終始する傾向が強いの は残念に思 い ま す 。 高 校 と
大学の教育水準を 日 米間で比較する と 正 に逆転の構図が
あると 言われてお り ま す。我が国に比べ米国のハイ ス ク ー
ルの教育内容に は問題が多 い と言われて い ま す 。 教育の
個性化の行 き 過ぎか ら 、 数学や外国語な ど基礎学力 に か
かわる科 目 を ほ と ん ど履修せずに卒業してしま う 生徒 も
少な く な い よ う であ り ま す。 しかし、 大学や大学院の 高
等教育部門 と なると、 米国の国際競争力 は圧倒的 に優れ、
高等教育の水準の高 さ がはっき り してお り ま す 。 我が国
の大学が受験勉強に明 け く れた後の息抜 き や、 厳しい社
平成 3 年 5 月 発行 品同ザー
会へ送 り 出 さ れる前の モ ラ ト リ ア ム の場 と よ く 言われ
るの に対して、 米国で は大学 は本格的 な教育体験 が始
ま る場 と して 、 ま た 平板 な教育しか受 け て来な かっ た
高校卒の普通 の若者が世界 の エ リ ートへ と 自 ら の 力 量
を開拓し て い く 魔法の世界 と して機能して い る と ま で
高 く 評価 さ れ て お り ま す 。 こ う して、 高校卒業 時 に は
世界的 な 学力 を誇る我が国の 学生 も 、 大学卒業時 と な
る と 米国の学生に圧倒 さ れる逆転現象が見 ら れる こ と
は誠に残念 で あ り ま す 。 大学 に 入る こ と だ け を 目 的 に
し た激し い受験競争に 疲れ た我が国の高校卒業生 は 大
学 に 入る と 活力 を失 う と と も に 、 繁栄 と 安定 の 中 で 経
済的豊か さ に馴れて、 環境変 化 に 対する耐性の欠乏や、
家庭や学校 に お ける過保護 や干渉 に よ る 自 立 の遅れ な
ど若者の 聞 に 疲労感や無気力感が広が っ て いるよ う に
感じ ま す 。 同じ世代の う ち 4害I] に 満 た な い 諸君だ け が
4 年間 の大学生活を送る機会 を つ か ん だ幸運 に 感謝 す
る と と も に 「何 と な く 過ごす 」 に は 、 あ ま り に も 貴重
な 学生時代を 、 受験勉強でやれな か っ た多様 な視点 に
立 っ た学問の探究や人間形成 に全力 を傾注して ほ し い
と 思 い ま す。
... 学 長告辞に 真剣な表情の新入生
明 日 か ら 始 ま る富山大学 に お ける諸君 の勉学 に お い
て 、 こ れか ら1 年半の教養課程を知何 に有意義 に 、 実
り 多 い履 修 に 終わ ら せるか が さ し当 たって諸君 と 教官
と の共同作業 の最大の 目 標で あ り ま す 。 こ の 問 、 諸君
は学聞を通じて広 い知識を 身 に 付 ける と と も に 、 も の
を見る 目 や 自 主的 、 総合的 に考 える力 を養 っ て 、 幅広
い良識を持 っ た 、 そ して独立した 人間 と し て 自 分 に 責
任を負 う よ う な 、 新しい 価値観、 倫理観を持 っ た社会
人 と して の基礎を確立しな ければな り ま せ ん 。 特 に 戦
後教育 に欠落して いる と 言われる我が国 の歴史、 文化、
社会 な ど に つ い て改 め て 問 い 直し、 国際化時代 に対
報 第324号
応して異文化 と の交流 に深い理解を示す た め に も 、 自
国の ア イ デン テ ィ テ ィ ー を 明確 に す べ き だ と 思 い ま す。
ま た活発 な課外活動を通じて体を鍛え 、 心を聞 き 、 先
輩や同輩 と の交流 に よ っ て 多 く の人間関係を作 り 自己
の人間形成 に 努 め て ほしい と 思 い ま す 。 心身 と も に 充
実した教養課程を終え 、 全員 そ ろ っ て専門へ移行 する
こ と を期待して い ま す 。
企 意も新たに入学の受付をする新入生
さ て 次 に 、 大学院や専攻科 に進学し た 諸君に一言 申
し添 え ま す 。 諸君 は それぞれの専攻分野 に お い て研績
を積み、 各 自 の個性 と 創造性 を伸 ばして ほしい と 思い
ま す 。 今 日 の科学技術文明 の急速な展開 に伴 う 高度 の
専門性の要求 に対して 、 学部教育 のみ で は充分 な 対応
は 困難で あ り ま す。 与え られ た選択肢の 中 か ら 答 え を
選ぶの は 得意か も 知れ ま せ ん が 、 既製品の 答 え が あ る
か ど う かわか ら な い 応用問題だ と 、 果 たして ど う でしょ
う か 。 研究 と な る と 応用 問題 よ り も 更 に先であ り ま す。
研究 と は 、 何が問題 な の か を 自 分で 見つ け 、 切 り 開 い
て 答 え を 見っ け な ければな り ま せ ん 。 高度 の専門職業
人 と して他 日 を期 す た め に 、 一層 の学識 と 広 い視野 を
身 に 付 け る こ と を期待し ま す 。 申 す ま で も な く 、 経済
的豊か さ の追求のみが い た ず ら に先行して いる今 日 の
我が国の状況 は必ずし も 好 ま し い環境で はあ り ま せん。
特 に 、 科学 ・ 技術 の独 り 歩 き か ら 発生しや す い社 会 的
諸問題が今後 ま す ま す 増大する傾 向 が あ り ま す 。 こ う
した事態に対応する た め に は、 人文、社会科学 及 び芸
術 な ど の研 究や創造を活発 にし、 バ ラ ンス の と れ た 住
みよ い社会 の 創設 と 豊か な 人間性の 回復を図るこ と が、
21 世紀 を 目 指す諸君 に期待さ れて お り ま す 。 ど う ぞ一
層 の 努力 を お 願 いし ま す。
簡単で あ り ま す が、 こ れを も っ て お祝い の言葉 と い
たしま す。
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、言；；：；；：i大学院経済学研究科の第1回入学式：：；l;tll:il.:: ！タ〆
一－ 4月24目、 事務局会議室で
平成 3 年 度 に 新 設 な っ た 本学 大 学院経済学研究科
（修士課程 ） の第 1 回入学式が、 去る 4 月 24 日 （水 ）
午前1 0時30分 か ら 事務局会議室 に お い て挙行 さ れ ま し
さ れ ま し た 。
こ れ に 対 し 、 新入生を代表 し て 、 地域・経済政策専
攻雨宮洋司 さ ん が、 「社会 人 を も 対 象 に し た 昼夜 間
講制 と い う 特色 あ る大学院 に寄せ られる大 き な期待 に
応えるよう全力投球 い た し ま す 。 」 と 力強 く 宣誓 し て
式を閉じ ま し た 。
fこ。
式では 、 大井学長か ら 、 地域・経済政策専攻 6 名 、
企業経営専攻14名 、 計20名（う ち 外 国人留学生 3 名 ）
の入学許可が宣言 さ れ た 後、学長告辞で新入生を激励






各省庁、 各機関が災害 の根絶を期す ために、 安全管理に 関 す る 施 策 の充実、 安全意識 の高
揚及び安全活動 の 定 着を 図 り、 職員の安全を確保す る ことによって、 公務能率 の向上に資す
る ことを目的として行うも のである 。
安全は いつでも どこでも 最優先
安全週間中 の 実 施事項
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1 . 交通安全に対す る 意識 の高揚
2. 序舎内外 の 整理、 整とん
3 . 危険設備、 危険物、 機械設備等 の点検整備
4 . 放射性 物質取扱い施設 の点検整備




部教授 1 名 の ため、 同 氏の適任、 不適任 を問 う 形式 と
な っ た本選挙 は、去る 4 月 16 日 （火） 午前 10時 か ら 同
12時 ま で 黒 田 講堂会議室 に お い て実施 さ れ 、 選 挙 結 果
が次 の と お り 公示 さ れ ま し た 。
公 刀ミ
富山大学学長選考規則第1 7条の規定に基づき、学長候補
者選挙 （本 選挙 ） の結果について、下記のと お り 公示し
ま す 。
平成 3 年 4 月 16 日
富山大学学長候補 者 選挙管理委員会 回
言己
選挙資格 者 数 423名
投 票 者 数 361名（不在者投票18名を含む。 ）
有効投 票 数 344 票
無効投 票 数 1 7票 （ うち白票 16票）
適任と す る 投票数 327票
不適任とす る 投票数 1 7票
以上
こ れ に基 づ き 、同 日 開催 の 平成 3 年度第 1 回評議会
に お い て 、 小黒教授 を次期学長候補者 に決定 し ま し た 。
同 氏 の 略歴等 は、次の と お り で す。
（ 現 職 ） 富山大動k素同位桝鮪崩究センター長
（ 本 籍 ） 富山県
（ 現 住 所 ） 富山県上新川郡大山町津羽見225
（ 生 年 月 日 ） 昭和 5 年 5 月 28 日 （満61才 ）
（ 学 歴 ）
昭和28 年 3 月 北海道大学理学部生物学科卒業
28 ・ 4 北海道大学大学院理学研究科入学
29 ・ 8 II 退学
（ 職 歴 ）
昭和29年8 月 北海道大学助 手 （理学部）
41 ・ 4 富山大学 助 手 （文理学部）





教 授 （ II ) 
（理学部）
富山大学評議員併任 （昭62 .3ま で）
富山大学理学部長併任 （平3.3 ま で）
62 ・ 4 富lJ;惇ト1）チウ4倖センタで融旺（暫3まで）
平成 2 ・ 6 富跡制胡司掛鮪田院センタ寸訪妊（羽.6まで）
（学位 ・ 称号）
昭和 28 年 3 月 理学士
35 ・ 12 理学博士 （北海道大学）
（専門 分 野 ）
比較内 分泌学、動物系統分類学
（ 賞 罰 ）
昭和60年10月 日 本動物学会論文賞 （ 日 本動物学会 ）
61 ・ 10 日 本動物学会賞 （ 日 本動物学会）
62 ・ 3 富山新聞文化賞 （富山新聞社）
（学会 ・ 社会 に お ける 活動）
昭和36年 9 月 期諸砂慨損（端謹チューレけ議開9まで）
52 ・ 1 テキサステック購俳句客蟻般（晴臨時で）
54 ・ 1 II （瞬間.2まて3
50 ・ 1 ～ 日 本比較分泌学会 幹事
57 ・ 1 ～ 日 本分類学会 評議員
58 ・ 1 ～ 日 本動物学会 評議員（臨1-63.1撒く。）
59 ・ 1 ～ 日本生物地理学会 評議員及び編集委員
62 ・ 1 ～ アジア・オセアニア比較内分法学会評議員
62 ・ 1 ～ 国際比較分泌学会連合 評議員
64 ・ 1 ～ 日本掛端告匡議包oological Science編葉韻
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」平成3年度入学試験合格者の発表J
一一3月20日（水） 13時学生部前特設掲示板にて 一一
去る 3 月 3 日 （ 日 ） 、 4 日 （ 月 ） の 両 日 に 実施 さ れ
た平成 3 年度富山大学入学者選抜試験の合格者発表が、
3 月 20日 （水） 午後 1 時本学で行わ れ ま し た 。
合格者2,240名（理学部第 2 次募集を 除 く 。 ） の 内 訳
を み る と 、 県内高等学校出身者 は661名（男子28 6名 、
女子375名 ） で 全体の32 % で あ り 、 昨 年 の 38 % を 6 ポ
イ ン ト 下回 り ま し た 。
ま た 、 理学部 の物理学科 と 地球科学科で は定員一部
留保第 2 次募 集 （ 定 員 17名 ） が 実施 さ れ 、 3 月 30 日
（土） 午後 I 時本学で合格発表が行 わ れ ま し た 。
選抜実施状況 は 別 表 の と お り です。
な お 、 一般選抜合格者 の入学手続 き は 3 月 25日（月 ）
か ら 3 月 27 日 （ 水 ） ま で行 わ れ、 入学定員に満 た な か っ
た学科 ・ 課程 に つ い て は 、 3 月 28 日 （木） か ら 追加 合
格 に よ る 欠員補充が行わ れ 1 , 5 10名 の 入 学者数 が決定
し ま し た 。








.A 小雨も 関係なく 合格 の喜びを胴上げで祝福
nu －－ 









合 格 者 数








人 文 ヲ，.，.，ニ予． 科 9と 74ナ 63小 19法 合 ※l 10:会
B 人文学部 語 学 文 学 科 95 5 93 5 06 205 4 ※ 2  95 







程 100 5 05 475 194 30 100 
安 員 J成 課 霊 5 0  393 366 109 13 5 0  













程 30 205 192 49 14 30 
情 報 教 育 課 程 40 230 214 8 0  9 40 
計 240 1 45 9 1 366 468 73 240 
経済学科 15 9 8 31 727 243 14 ※ 3  15 9 
昼間主 経 営 学 科 124 749 670 175 。 ※11 128 
コ ー ス 経営法学科 102 55 1 498 15 1 。 106 
B 経済学部 言十 385 2 131 1 8 95 5 69 14 ※14 393 
経済学科 20 63 63 36 8 20 
夜間主 経 営 学 科 20 63 63 35 5 20 
コ ー ス 経営法学科 20 5 7  5 7  32 。 21 
計 60 18 3 18 3 103 13 61 
メi:"'コ 計 445 2 314 2 ,078 672 27 ※14 45 4 
数 守，.，.，二， 科 5 3  449 404 8 6  3 5 3  
物 理 � 科 47 28 0 260 69 8 4 7  
B 理学部 イヒ A守Aι二 キヰ 43 15 4 138 68 2 43 
生 物 守A主t 科 35 241 213 46 3 35 
地 球 科 学 科 32 309 279 5 6  1 33 
計 210 1 433 1 294 325 17 211  
電 子情 報 工 学 科 132 900 78 7 190 33 ※ 4  132 
機械シス テム工学科 101 692 605 145 13 ※ 4  101 
B 工学部 物 質工 学 科 8 3  678 5 70 1 1 1  7 ※ 2  8 3  
化 学生 物 工 学 科 8 6  745 611  131 1 3  8 6  
計 402 3 015 2 ,5 73 5 77 66 ※10 402 
総、 計 1 ,48 7  9 ,55 7 8 447 2, 446 18 7 ※27 1 ,5 10 
（注） ※印 は、 私費外国人留学生及び外国政府派遣留学生で外数で あ る 。
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平 成 2 年度 に定年（停 年） 又 は勧奨 に よ り 本学 を 退 な お 、 退職 さ れ た 方 々 は 次の と お り で す。
職 さ れ た 方 々 を 囲 ん で 、 去る 3 月 13日 （水） 事務局会
議室 に お い て懇談会が開催 さ れ ま し た 。 事 務 局 文部事務 官 結 城 進
懇談会 で は 、 学長か ら 退職者一人一 人 に 記念品が贈 保健管理センター 文部技官 大野 三代
呈さ れ、 引 き 続 き 、 学長か ら 、 永年に わ た っ て 本学 に 人文学 ・ 理学部 文部事務官 永森 俊夫
尽 く さ れ た こ と への 労 を ねぎ ら う 挨拶があ り 、 次いで、 ，， ノノ 石黒 勝夫
退職者を 代表 し て 、 有津一男教養部教授か ら本学 の 発 教 育 学 部 文部教 官 永野 弘
展を祈念 す る と と も に永年勤続で き た こ と に 謝意が述 ，， ，， 舘森 照明
べ ら れ ま し た 。 ，， 文部事務 官 石野 倶行
記念撮影の後、 懇親パー テ ィ ー に移 り 、 出席さ れ た （平 成 3 年 12月 31日退職）
各部局長 ら と 終始和や か な雰囲気の う ち に 懇談が行 わ ノ／ 文部技官 福村 一男
れ ま し た 。 経 済 学 部 文部教 官 山 崎 t青
理 ザA以ー． 部 ，， 川 井 清保
工 ふヲ以ニ． 部 ／／ 宮尾 嘉寿
ノ／ ，， 高辻 雄三
，， 文部事務官 小林 武
／／ ，， 田 嶋 ス ミ
教 養 部 文部教官 有津 一男
，， ，， 須山 幸男
以上16名
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次期人文学部長に平田教授を選出
三賓政美人文学部長の任期が、 平成 3 年 5 月 1 日 に
満了 す る こ と に 伴 い 、 人文学部教授会 は 3 月 1 3日 （水）
に次期学部長候補の選挙 を行 い ま し た。
そ の結果、 平 田 純教授が選出 さ れ ま し た 。 任期は、
平成 3 年 5 月 2 日 か ら 2 年間 。
平 田教授 は 、 昭和27年 3 月 東京大学文学部 を 卒 業 の
後、 昭和27年 3 月 か ら 富山 県公立学校教員 と し て勤務、
昭和31年4 月 に 富山大学文理学部講師 と し て採用 さ れ、
昭和39年 3 月 間助教授、 昭和4 6年 5 月 同教授に昇任 し 、
昭和52年 5 月 文理学部改組 に より人文学部教授 と なり、
現在 に至 っ て い ま す。
な お 、 こ の 間、 昭和52年 5 月 か ら 2 年間 富 山 大学評
議員、 昭和59年 2 月 か ら 4 年間富山大学附属 図 書 館 長
を 勤 め ら れて い ま す。
専 門 は 英語学、 富 山 県 出身。
な お、平 田教授 は 、 学部長就任を迎 え る に 当 た り 、
次 の ように抱負を 語 っ て お ら れ ま す 。
0 人文科学 ー す な わ ち 「応用科学」 を支える 純粋 な
基礎学問 と し て の人文科学 ー を学ぶ こ と の意味 は 、
い わゆる 国際化時代 に 入 っ た現在、 き わ め て大 き い
と 言 え ま す。地球上 の多様な 世界観・価値観を学び、
異質の生活習 俗 に 触れ て 、 互 い に 認 め 合う こ と が、
こ れか ら の国際社会 に 生 き て行 く 上で不可欠 な 重要
項 目 で ありま す。 こ う し た学問・ 学習 を推進 し てゆ
く 学的環境の形成 に 力 を尽 く し たい と 思って い ま す。
次期学生部長に経済学部増田教授を選出
瀧津 弘学生部長 の任期が平成 3 年 5 月 8 日 に 満 了
す る こ と に 伴う、 次期学生部長候補者の選考 は 、 去 る
3 月 15 日 （金 ） 開催の平成 2 年度第 17回評 議 会 に お い
て、 教務委員会及 び補導協議会の合同委員会か ら 推 薦
さ れた 3 名 の本学教授のう ち か ら選考 さ れ、 経済学部
増 田 信彦教授が選出 さ れ ま し た 。 任期 は、 平成 3 年 5
月 9 日 か ら 2 年間。
増 田教授 は 、 昭和39年 3 月 大阪大学経済学部経済学
科 を卒業、 同4 1 年 3 月 大 阪大学大学院経済学研究科
（修士課程） を修了後、 ア メ リ カ 合衆国 、 ケ ー ス ・ ウ
エ ス タ ン・ リ ザ ープ大学大学院 に在学す る な ど し て 、
昭和49年 5 月 富 山大学経済学部講師 に 採用 と なり 、 同
51年4 月 富山大学経済学部助教授、 同 60年 9 月 富 山 大
学経済学部教授 に 昇格 さ れ、 現在 に至 っ て い ま す。
な お、 こ の 間昭和63年 3 月 か ら 評議員を併任 さ れ て
い ま す。
専 門 は 、 資源経済学、 経済学博士、 広島県 出身。
な お 、 増 田 教授 は 、 学生部長就任 に 際 し て 、 次 の よ
う に 語 っ て お ら れ ま す。
0い ろ い ろ な 問題があ っ て 、 進展 は なかなか難 し いが、
全学的協力 の も と に 、 富山大学の 学生が も っ と 魅力
を感 じ る と と も に 、 意欲的 な 学生生活を 送 れ る よ う
な 大学環境の整備に 少 し で も 役立 つ こ と がで き れ ば
と 考え て おりま す。
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水素同位体機能研究センター長に松本教授を選出
小黒千足水素同位体機能研究 セ ンター 長の辞任 に 伴
い 、 水素同 位体機能研究 セ ン ター 運営委員会 は 3 月 20
日 （水 ） に 次期 セ ンター長候補者 の選考を行いま した。
そ の 結果、 松本賢一理学部教授が選出 さ れ ま した。 任
期 は 、 平成 3 年 6 月 8 日 か ら 2 年 問。 松本教授 は 、
昭和28年 3 月 名 古匡大学理学部を卒業、 同30年 3 月 名
古屋大学大学院理学研究科修士課程 を修了、 同33年 同
大学院博士課程 を修了の後、 周 年 4 月 京都大学基礎物
理学研究所助手、 同39年 7 月 金沢大学理学部助教授を
経て、 同46年4 月 富山大学文理学部教授 に 昇任 し 、 同
52 年 5 月 文理学部改組 に より理学部教授 と なり、 昭 和
62年4 月 か ら 富山大学評議員を併任 さ れ、 平成 3 年 4
月 か ら 理学部長 と なり現在 に至 っ て い ま す。
専門は素粒子論 、 理学博士、 愛知県出身。
な お 、 松本教授 は 、 セ ン ター 長就任に 際 し て 次 の よ
うに語って お ら れ ま す。
0本セ ン ター は竹内名 誉教授のパイ オ ニ ア 的 ト リ チ ウ
ム 研究の結実 で あ っ た ト リ チ ウ ム科学セ ン ター の発
展的解消 に伴 い 、 昨 年 6 月 に 設立 さ れ ま し た。 そ し
て 、 学内共同利用施設で あ る と と も に こ の 分野の 全
国唯一 の専門的研究機関 と し て 、 基礎か ら 応用 に わ
た る 幅広 い研究が、 共同利用者 と 専任 ス タ ッ フ の 協
力の も と で 、 活発 に 行わ れて い ま す。本 セ ン タ ー の
今後 の 発展のため に 、 微力 な が ら 、 責を 果た し た い
と 存 じ ま す。
今後 と も 、 皆様の 御理解 と 関係各位 の お力添え を
お 願 い 申 し 上 げ ま す。
地域共同研究センター長に龍山教授を選出
宮下和雄地域共 同 セ ンター長 の 任期が、 平成 3 年 5
月 20 日 に満了す る こ と に伴 い 、 地域共同研究 セ ン タ ー
運営委員 会 は 、 平成 3 年4 月 8 日 （ 月 ） に 次期地域共
同開発セ ンター長候補者の選挙 を行 い ま した。
そ の結果、 龍山智築工学部教授 が選出 さ れ ま した。
任期 は 、 平成 3 年 5 月 21 日 か ら 2 年間。
龍山教授 は 、 昭和4 1年 3 月 静岡大学工学部を卒業後、
昭和43年 3 月 静岡大学大学院工学研究科修士課程修了、
昭和47年 3 月 大阪大学院工学研究科博士課程修了、 同
46年4 月 富山大学工学部講師、 同47年 6 月 同助教授、
同57年 4 月 同教授 と なり、 現在 に至 っ て い ま す。
専門は 、 半導体薄膜工学、 工学博士。
な お 、 龍山教授 は 、 新 任 に 際 し て 、 次 の よ う に抱負
を語っ て お ら れ ま す。
0本学の 地域共同研究 セ ンター は 、 産官学聞の 共 同 研
究を 目 的 に全国に先駆けて設立 さ れた も の で あり、
宮 下 セ ンター長の努力に より大 き く 発展 し 、 全国的
に も そ の成果が注 目 さ れて い る 。各学部 の 協力 を 得
て 、 さ ら に 発展す る よう に 努 めたい。
0現在の セ ン ター の建物 は 、 当 初 の計画の半分 の 面積
しかな く 、 十分で は な い の で残りの研究棟の完成 に
努 めたい。
0昨 今 の 技術革新 に は 目覚 し い も の が あり、 大学 に 対
す る 期待 も ま す ま す大 き く な っ て来 て い る 。外部 と
の研究交流を通 じ て地域社会 に貢献す る と と も に 、
大学の一層の活性化 に 寄与 したい。
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新たに5人の名誉教授が誕生
本 日 3 月 末 日 を も っ て本学を退職 さ れ ま し た次 の 5
氏 に 、 平成 3 年4 月 1 9 日 付 け で本学名誉教授 の 称号 の
授与が決定 し 、 去る 5 月 7 日 （火） 大井学長か ら 称号
記が伝達 さ れ ま し た。






昭和36 年4 月富山大学講師文理学部 に 採用とな り、
同40年10月同教授、 同51年 8 月同教授、 同 52年 5 月 文
理学部改組 に より富山大学教授人文学部、 平成 3 年 4
月 1 日 新潟大学教授人文学部へ配置換に な ら れ ま し た。
こ の 間 、 本 学 に おいて30年 に 永き に わ た り 、 厳正な る
教育姿勢の なかに も 、 終始懇 篤 な 温情を も っ て 、 学 生
の教育 ・ 指導 に 当 たり、 多数の優秀 な る 教育者 ・ 研 究
者の育成 に貢献さ れ ま し た。
学 内 に おいて は富山大学評議員を務 め 、 大学 の 整 備
充実 に尽力 す る と と も に 人文学部の発展に寄与 さ れ ま
し た。
一方、 研究面で は 、 『王朝歌壇の研究』 等 の 日 本 の
古代文学を 中心 と す る 多 く の著書 ・ 論文を著わ し 、 高
く 評価 さ れ ま し た。
学会活動 に おいて は 、 永年、 中古文学会 ・ 和歌文 学
会 ・ 和漢比較文学会 ・ 日 本文学風土学会等の理事 ・ 委
員 を 務 め 、 学会の運営に参加 し 、 学会の発展や地域社
会で の 日 本文学研究の 発展 に 寄与 さ れ ま し た。
国際交流基金 ・ 日 本学術振興会等 の派遣研究者 と し
企 称号記を授与された後、 新名誉教授を囲んで懇談
てた びた び中国を訪問、 中国 にお け る日本文学研究教
育 に貢献 さ れ ま し た。 ま た 、 日 本政府に よ る 対 中 国特
別計画に参加、 昭和6 0年4 月 か ら 1 年間 に わ た り 日 本
学研究 セ ン タ ー の創設 と 指導の た め 中 国 に派遣 さ れ、
帰国後 は そ の 経験 を生か し て 、 留学生 の受入れ と 指導
に 多大の貢献を さ れ ま し た。
社会への貢献 は 、 富山 県総合計画審議会を は じ め 、
行政 ・ 文化の各種委員 を 務 め 、 特 に 国土庁国土審 議会
委員 と し て 、 高等教育機関の将来計画 の審議を通 じ て 、




川 井 清 保
大阪専門学校物理科卒業
理学博士
昭和38年 9 月 富山大学助教授文理学部、 同44 年 3 月
同教授、 同52年 5 月富山大学文理学部改組 に よ り 富 山
大学教授理学部 と な り 、 27年有余の 永 き に わ た り 、 化
学（ 構造化学） を 担当 し 、 常 に厳正 な る 教育姿勢 の な
かに も 、 終始懇 篤 な 温情 を も っ て 、 学生の教育・ 指 導
に 当 た り 、 多数の優秀 な る 教育者・技術者・研究 者 の
育成に貢献さ れ ま し た。
こ の 間、 学内 に おいて は 、 本学計算機 セ ン タ ー 長、
本学情報処理 セ ン タ ー長を務 め 、 情報処理 セ ン タ ー の
開設・ 管理運営 に 参画 し 、 大学の 発展 に尽力す る と と
も に 理学部 の 発展、 充実 に 寄与 さ れ ま し た。
一方、 研究面 で は、 金属 カ ル ボ ニ ル等着色物質 の ラ
名誉教授
宮 尾 嘉 寿
東北帝 国大学工学部機械工学科卒業
工学博士
昭和22年10月 富山青 年師範学校授業嘱託、 金 沢 大 学
講師工学部を経て 、 昭和32年 5 月 富 山大学助教授工学
部、 同39年 2 月 富 山大学教授工学部 に 昇任 さ れ 、 平 成
3 年 3 月 31 日 に限 り 停年 に よ り 退職 さ れ ま し た 。 こ の
間本学 に おいて33年有余 に わ た り 教育・研究 に 従 事 さ
れ、 工業技術者、 教育研究者等多数の人材育成 に 貢献
さ れ ま し た 。
同 氏 は 、 平板 の応力集中問題 の 弾性解析や円孔 を 有
す る 平板 の定常熱応力 の解析、 さ ら に は種 々 の加熱 条
件下 に お け る 各種構造部材の非定常熱応力解析 に 関 す
る 理論的研究を行わ れ、 ま た 、 高温高圧下や加工材料
の腐食疲労強度等の環境強度、複数 き 裂の進展 と 分 布
特性及 び疲労寿 命 に 関 す る 実験的研究を行わ れ、 多 く
の成果を あ げ ら れ ま し た。 こ の 間 、 群円座標や 双 極 座
標を用いた弾性解析手法を考案 さ れ、 ま た 、 移動熱源
や ク ラ ッ ド 複合材料の非定常熱応力 な ど の工業的 に も
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マ ン 分 光や着色物質 と の関連か ら の多 く の酸・塩基付
加化合物や C 0 (ill） 錯体等の振動分光、 共 鳴 ラ マ ン
分 光に よ る 電子遷移の帰属等振電相互作用 の解明等振
動分光学 の 創世期 に お け る も のであ り 、 ま た、 レ ー ザー
ラ マ ン スペ ク ト ル に容易 に観測 さ れ る 格子振動 に興味
を持 ち 、 多 く の化合物の解析を行 っ て 、 結合性 や 分 子
間相互作用 等 を 明 ら かに さ れ ま し た。 こ れ ら の研 究 は
構造化学 の分野の発展 に 大 き く 寄与 し 、 国 際的 に 高 く
評価 さ れていま す 。
ま た 、 日 本化学会代議員、 同学会賞選考委員 を 務 め
る な ど 、 学会の発展に寄与 さ れ ま し た。
有用 な 実機 に 関連 し た 強度設計資料を提供さ れ、 さ ら
に は 塩水 中 や 高温高圧下の渡労実験手法を確立 し て 腐
食疲労強度 の評価等 に も 寄与 さ れ ま し た。同氏 は 、 こ
れ ら の 研究成果 を92編 の 論文 と し て発表 さ れ 、 学 会 及
び関係者か ら 高い評価を 得 ら れ ま し た 。
学内 に おいて は 、 附属 図書館分館長、 工学部工場長
を勤め ら れ、 長年 に わ た り 入学試験関係 の 各委員を兼
任 さ れ、 特 に入試方法改善、 工学部学科改組、 大 学 院
博士課程設置検討 の各委員会 に 当初 よ り 参画 し 、 富 山
大学 の 発展に貢献 さ れ ま し た。
学外 に あ っ て は 、 日 本機械学会 の編修理事、 同 学 会
北陸信越支部長、 同学会全国大会委員長、 同学会評議
員を歴任 さ れ、 学会の発展 と 学術 の新興に寄与 さ れ る
と と も に 、 富山技術開発財団専門委員 と し て地域社会
に お け る 科学技術振興 に も 尽力 さ れ ま し た 。
P0 4EEゐ
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昭和21年 3 月 高岡工業専門学校講師、同38年 8 月 富
山大学助教授工学部を経て、同52年11月 富 山大学教授
工学部 に 昇任 さ れ、平成 3 年 3 月 31 日 限り停年 に よ り
退職 さ れ ました。 こ の 間本学 に お い て4 5年の永 き に わ
たり教育・研究 に 従事 さ れ、工業技術者、教育研究者
等多数の 人材育成 に貢献さ れ ま し た。
両氏 は、各種金属材料の被削性 の評価、切 削工具 の
摩耗、切削及 び研削加工層の 残留応力 の発生 に 関 す る
研究を行われ ま し た。 こ と に、鋳造用 ア ル ミ ニ ウ ムー
シ リ コ ン 合金 の 切 削 に お け る 工具摩耗 に つ い て は、工
具組成 と 被削材成分 と の相 互拡散・ 置換 に伴う工具 の
脆弱化 に 関す る 研究 は、切 削工具 の摩耗機構 の 解 析 に
新 た な視点 を与え る も の と なりま し た。
名 誉教授
有 漂 一 男
東京体育専門学校卒業
昭和24 年 3 月 東京体育専門学校 を卒業後、同 年 5 月
富山大学富山 師範学校文部教官、昭和25年4 月 兼富 山
大学教育学部助手、昭和26年 3 月 富山大学教育学部助
手 （富 山大学富山 師範学校の課程廃止） 、同 年 4 月 富
山大学教育学部講師、昭和42年4 月 富山大学教 養 部 の
設置 に 伴 い 講 師 に 配置換 と なり、周 年 9 月 富山大学教
養部助教授、昭和4 5年10月 富 山大学教養部教授 に 昇 任
に な り、平成 3 年 3 月 31 日 限り停年 に より退職 さ れ ま
し た。
同氏 は、本学教育学部及び教養部 に お い て、 保 健 体
育の教官 と し て 県下保健体育教員の育成 に ひ た す ら 情
熱 を 傾 け、今 日 の 県内保健体育の有能 な 指導者を輩出
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同氏 は こ れ ら の 研究成果 を51編の論文 と し て 発 表 さ
れ、学会及 び関係者 より高 い 評価を得 ら れ ま し た。
学 内 に お い て は、本学評議員、実習工場長を 勤 め ら
れ、富山大学の 管理運営 に参画 し、富山大学 の 発 展 に
貢献 さ れ ま し た。
一方学外 に あ っ て は、 日 本機械学会評議員、精密工
学会理事、同学会北陸信越支部長 を歴任 さ れ、学会 の
発展 と 学術振興に寄与 さ れ る と と も に、地域社会 に お
い て も、富山県技術 ア ドバイ ザ ー を は じ め、富 山 県 の
主催す る 数種の産業振興に 関す る 審議委員を歴任 さ れ、
地域産業 の発展に尽力 さ れ ま し た。
さ れ ま し た。
一方、全国 に誇る 県山岳関係指導者 と の親交 も厚 く 、
富山大学の歴史 に 残 る赤谷 山道難事件で は率先 し て そ
の救助隊員 と なり、身命を賭 し て捜索活動 に 当 た ら れ
た こ と は余りに も 有名 で ありま す。 さ ら に、今 日 隆
盛を極め て い るサ ッ カ ー 競技 に 早 く か ら 着 目 し、特 に
本学教育学部附属 中学校のサ ッ カ 一 部 を は じ め数多 く
の 中学校 に同部 を 創設 し、今 日 の基盤を作 っ た功績 は
多大の評価が な さ れて い る と こ ろ で す。
大学の教官 と し て は、常 に厳正 な姿勢を も っ て 教育
に専念す る と と も に、授業、部活動、 指導者 養成 に は
常 に 温顔に笑み を浮べ慈愛を も っ て指導 に傾注 さ れ有
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為 な 人材の育成 に尽力 さ れ ま し た 。
学術研究面 で は 、 運動生理学 と し て 水泳 ・ 登山 実習
に お け る 運動強度 を心樽数、 呼吸、 体温等か らその 実
習 の 及 ぼす運動負荷に ついて研究 を 続 け る か た わ ら 、
10数年 に わ た っ て富山湾 に お け る 海水温度や潮流 の 変
化を調査研究 し 、 遠泳に お け る 低水温が運動機能 に 及
ぼす影響や筋力 発揮か ら そ の痕労 の程度 に ついて 、 ま
た、 高地 （高山 ） に お け る 気象条件 が脈博、 呼 吸 、 血
中 ヘ モ グ ロ ビ ン に与え る 影響に ついて も 研究を重ね、
こ れ ら の研究成果 は多 く の学会に おいて発表 さ れてい
ま す 。
報 第324号
管理運営面 に おいて は 、 昭和50年保健管理 セ ン タ ー
の創設 に 係 わり、 初代所長 と し て 昭和50年 7 月 か ら 昭
和56年 6 月 ま で持前 の情熱 と 忍耐力を も っ て全学 の 保
健管理 に 関す る 業務の一本化、 有機的 か っ 効率的 な 業
務運営を 目 指 し 、 学生の 健康管理面 に 多大 の貢献 を 果
た さ れ ま し た 。
さ ら に 、 昭和56年4 月 か ら 平成元年 4 月 ま で評議員
を務 め 、 大学の 管理運営 に寄与す る と と も に 、 大学 と
りわ け教養部 の 発展、 充実に多大の 足跡を残 さ れ ま し
fこ。
学術講演会の開催（理学部）
去る 4 月 12 日 （金） 、 理学部 2 号館雪氷 学第 2 実験
室 （202室 〉 で科学技術 庁 防 災 科学技術研究 所新庄雪
氷防災研究支所 佐藤篤司 主任研究官 に よ る 講演 会 が
「新庄雪氷防災研究支所の研究概要 」 の 題 目 で 開 催 さ
れ ま し た 。
講演 は 、 日 本 の 国土の半分以上を含 む豪雪地域 に 共
通 し た さ ま ざ ま な 雪氷問題 に対す る 研究上のアプロー
チ に 関す る も の で 、 約20名 の教官 ・ 学生が出席 し ま し
た。
＠岨抽＠岨泥泡＂＂＂目指定泡岨市.
特 に 、 地 吹雪 ・ 屋根 雪 に 関 す る 研究 に ついて は 、 最
新の測器 を導入 し た 野外観察や モ デ ノレ実験 ・ 低温室 内
実験 の重要性を強調 さ れ ま し た 。 ま た 、 最 近 の 新 し い
研究分野 と し て 、 地球環境変動の研究の た め の 、 氷床
コ ア の連続 自 動解析装置の開発や、 圏内 を は じ め 諸外
国 と の 国 際共同研究 な と、に ついて も 意欲 的 に 計画を進
め てい る こ と が紹介 さ れ 、 出席者一同 に と っ て極 め て
有意義な 講演会 と なり ま し た 。
人 事 異 動
異動区分 発令年月 日 氏 名 異動削の所属官職 異 動 内 t台マ
昇 任 3 .  3 .  16 加賀見 実 庶務部庶務課専門職員（研究協力担当） 庶務部庶務課課長補佐
休職更新 3 .  3 .  13 大杉 A安1当包． 文部事務官 （教養部） 休職の期聞を平成3年9月12日まで更新する
辞 職 3. 3 .  3� 石黒 勝夫 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 辞職を承認す る
// 田嶋 ス ミ 工学部用度係用度主任 ノノ
，， 大野 ＝代 保健管理セ ン タ ー看護婦 // 
退 職 3. 3 .  31  永森 俊夫 人文学部 ・ 理学部事務長 凶m家n'Y1主」伍、町q 民日� ・回酬、 ιJ:.り
，， 小林 武 工学部事務長 // 
// 結 城 進 経理部主計課課長補佐 ノノ
，， 福村 一男 教育学部営繕工 ，， 
併 任 3 .  3 .  16 加賀見 実 庶務部庶務課専門職員（研究協力担当） 経理部主計課総務係長の併任を解除す る
死 亡 3. 3. 6 瀬川 慶之 死 亡 （公務外）
採 用 3 .  4 .  1 鍋島 美希 文部事務官 （庶務部庶務課）
// 川成 淳也 // （人文学部 ・ 理学部）
ノノ 市橋希代子 ，， （教育学部）
ノノ 青 木 茂徳 // （工学部）





異動区分 発令年月 日 氏 名 異動剛の所属官職 異 動 内 ，谷τ.＿. 
昇 任 3 . 4 .  1 加賀見 実 庶務部庶務課課長補佐 国立若狭湾少年自 然の家庶務課長
，， 長津 義男 庶務部人事課課長補佐 教養部事務長
ノノ 奥村喜代志 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 附属図書館事務長
，， 筒井輿志雄 厚生課専門職員 （進路指導担当） 庶務部人事課課長補佐
II 奥田 真一 教育学部会計係長 経理部主計課課長補佐
ノノ 近岡 忠夫 庶務部庶務課庶務係長 人文学部 ・ 理学部事務長補佐
II 村中 一男 庶務部人事課給与係長 II ／／ 
ノノ 山 田 知訓 厚生課奨学係奨学主任 教養部学生係長
，， 清水良太郎 経理部経理課用度係物品管理主任 富山工業高等専門学校会計課出納係長
II 大西 光男 学生課学生係学生主任 富山商船高等専門学校学生課寮務係長
II 桜井 雅和 人文学部 ・ 理学部学務係学生主任 富山工業高等専門学校学生課学生係長
，， 門前 剛二 教育学部附属学校第二係庶務主任 高岡短期大学事業課資料調査係長
II 能手 哲治 経済学部会計係会計主任 国立立山少年自然、の家庶務課会計係長
ノノ 向 雅己 教養部庶務係庶務主任 富山工業高等専門学校庶務課庶務係長
／／ 鹿島 光雄 教養部会計係会計主任 体育局生涯スポーツ課登山研修所庶務係長
Fノ 前馬 紫津 文部事務官 （庶務部庶務課） 庶務部庶務課庶務係秘書主任
，， 石坂 淳子 ，， （庶務部人事課〉 庶務部人事課任用係総務主任
，， 武 久美子 ノ／ （人文学部 ・ 理学部） 人文学部 ・ 理学部学務係学生主任
II 多村 節子 ノノ （経済学部） 経済学部学生係学生主任
II 森田美喜子 ，， （工学部） 工学部学務係厚生主任
，， 高尾 貢 ノ，， （教養部） 教養部学生係厚生主任
転 任 3. 4 .  1 堀口 勲 富山工業高等専門学校庶務課庶務係長 庶務部人事課給与係長
，， 河上 孝 高岡短期大学会計課出納係長 経理部経理課給与係長
ノノ 江藤 憲和 富山工業高等専門学校会計課総務係長 施設課企画係長
II 泉田 享一 富山商船高等専門学校学生課教務係長 学生課学生係長
，， 杉森 伸平 富山医科薬科大学教務部学生課教務第二係長 入学主幹付入学試験係長
ノノ 牧野 秀臆 富山商船高等専門学校会計課総務係長 教育学部附属学校第一係長
II 地崎 昇 国立立山少年 自 然の家庶務課会計係長 教養部会計係長
λr 庄司 正文 文部事務官 （高岡短期大学事業課） 文部事務官 （経理部経理課）
II 田中 輝和 ノ／ （高岡短期大学庶務課） ，， （教育学部）
ノノ 杉本 祐文 ノノ （富厨i関時教蹄醇出群出羽 ，， （工学部）
ノノ 山端 憲子 富山医科薬科大学附属病院看護部看護婦 保鶴舞セ ンター看護婦
ノノ 加藤久美子 文部事務官 （庶務部人事課） 文部事務官 （金沢大学庶務部人事課）
／ノ 加藤 尚弘 文部事務官 （工学部） 文部事務官 （高岡短期大学庶務課）
，， 藤田 一吉 ／／ ( II ) ，， （高岡短期大学事業課）
配 置 換 3 .  4 .  1 井原 紀男 旭川医科大学業務部施設課長 施設課長
，， 瀬口 博巳 学生部次長 九州大学学生部次長
／ノ 須藤 一靖 施設課長 東京学芸大学施設部施設課長
，， 本津 健二 教養部事務長 人文学部 ・ 理学部事務長
ノノ 森 慶二 附属図書館事務長 工学部事務長
II 中木 清治 教育学部附属学校第一係長 庶務部庶務課専門職員 （研究協力担 当 ）
，， 高森 �j回正 学生課学生係長 厚生課専門職員 （進路指導担当）
ノノ 羽根 俊 教養部会計係長 工学部専門職員 （研究協力担当）
II 能登 功 教育学部庶務係長 庶務部庶務課庶務係長
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異動則の所属官職 指 導 内 容
配 置 換 3 .  4 .  1 新田 昌六 経理部主計課司計係長 経理部主計課総務係長
，， 桶 号τ卓�一 経理部主計課管財係長 経理部主計課司計係長
，， 松本 進 経理部経理課給与係長 経理部主計課管財係長
／／ 三井 進 人文学部 ・ 理学部学務係長 厚生課保健係長
，， 奥村 行夫 教養部教務係長 人文学部 ・ 理学部学務係長
ノノ 鹿田 浩 入学主幹付入学試験係長 教育学部庶務係長
ノノ 田 中 祥男 施設課企画係長 教育学部会計係長
ノノ 黒田 芳雄 教養部学生係長 教養部教務係長
ノノ 北川 敬信 工学部庶務係研究協力主任 庶務部庶務課学事調査係研究協力主任
，， 宮原 進 庶務部人事課職員係職員主任 庶務部人事課任用係任用主任
ノ／ 松本 修一 庶務部庶務課学事調査係法規主任 教養部庶務係庶務主任
，， 中村 義浩 文部事務官（庶務部人事課） 文部事務官（庶務部庶務課）
，， 宮尾 幸一 ，， （教養部） ，， （庶務部人事課）
，， 田村 修一 ，， （工学部） II （経理部主計課）
，， 丸本理恵子 II （教育学部） ，， （経理部経理課）
II 松田 義弘 ，， II ，， ノノ
，， 田中 正博 ノノ ぐ経理部主計課） ノノ ／ノ
ノノ 杉田 昇 ，， （庶務部庶務課） II （学生課）
／ノ 伏喜 理香 ノノ （経理部経理課） II （厚生課）
，， 高橋 春男 ノノ （経済学部） ，， （人文学部 ・ 理学部）
〆ノ 長崎 宏美 ，， （人文学部・理学部） II （教育学部）
／／ 永井 昭光 ノ／ ，， ，， II 
II 畠山 節子 ，， （経済学部） II ／／ 
ノノ 竹田 美紀 ，， ノノ ，， ，， 
／／ 池田真紀美 ，， （経理部経理課） ，， （経済学部）
II 1七 治夫 ，， （教育学部） ，， ，， 
〆ノ 永田 義則 ノノ （工学部） ，， ，， 
II 竹内 由利 文部事務官（教育学部） 文部事務宮（経済学部）
ノ〆 岩永 晴雄 ノ／ （庶務部庶務課） ，， （工学部）
，， 山 田 勇一 ／ノ （経理部経理課） 〆／ ( II ) 
ノ〆 高橋 知裕 〆ノ （経済学部） ，， ( II ) 
II 島田 勝弘 ，， （教育学部） ，， （教養部）
，， 下回 誠一 ，， （経理部経理課） II ( II ) 
職務命令 3 .  4 .  1 岩永 晴雄 文部事務官（庶務部庶務課） 府務部頼審請洋事調薗荊琉究協力主任を免ずる
，， 岩永 晴雄 〆〆 （工学部） 工学部用度係用度主任を命ずる
苦手 職 3 .  3 .  3 1  松岡 潔 教 授（経済学部） 辞職を承認す る
II 田村 典明 助 手（理学部） ，， 
〆ノ 稲田 篤信 助教授（教養部） II 
II 橋本十代一 教 頭（副校長）（教育学部附属小学校） ，， 
ノ〆 松浦 清志 教 諭 II II II 
ノノ 小津 湖 ／／ 附属中学校） 〆ノ
II 丹保 f谷 ，， ，， ノ／ 〆／
ノノ 布尾 英二 ，， 附属養護学校） ，， 
ノノ 安居 登 ，， II II ／ノ
nu 円〆い－
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辞 職 II 前津 清美 教 諭 （教育学部附属養護学校） ／ノ
退 職 3 .  3 .  31  舘森 照明 教 頭（副校長）（ ／／ II I凶E家r.1: 公3年務3員R 法31 第日f恩1 条師定の 2年1事退l 項暇の 鋭定に よ り
併 任 3 .  3 .  31  山地 啓司 教 授 （教育学部） 教育学部長 ・ 評議員 （～5.3 .30ま で ）
採 用 3 .  4 .  1 田村 俊介 講 師 （人文学部）
，， 内藤 亮一 ，， （教育学部）
，， 小田 島仁司 助 手 （理学部）
，， 小出 異路 講 師 （工学部）
，， 塚田 章 助 手 （
／／ 星野 一宏 〆〆
，， 二村 文人 助教授 （教養部）
，， 宮内 伸子 講 師 （
II 平井 宗書 教 頭（冨lj校長）（教育諮問l付属宇j学校）
，， 田 中 一昭 教 諭 ，， ，， 
II 鎌仲 徹也 ，， 附属ヰ埠校）
II 田 中 広光 II ，， ，， 
II 小柴 徹彦 教 頭（副校長）（ 附属養護学校）
，， 泉渓 正十 教 諭 〆〆 ／／ 
II 山本富士子 II ，， II 
，， 七津 邦彦 ，， ，， ／／ 
昇 任 3 .  4 .  1 清水 健次 助教授 （教育学部） 教 授 （教育学部）
II 荻原 洋 講 師 （ ，， 助教授 （ II 
，， 向後 千春 助 手 （ ，， 講 師 （ ，， 
II 松井 隆幸 講 師 （経済学部） 助教授 （経済学部）
，， 山本 弘 ，， ，， II ，， 
II 白石 俊輔 助 手 （ ，， 講 師 （ ，， 
II 瀧 敦弘 ノ ノ （名古屋大学経済学部） ，， ノノ
，， 樫井 醇児 助教授 （広島大学理学部） 教 授 （理学部）
II 平井 美朗 助 手 （富山医科薬科大学薬学部） 助教授 （
II 村井 忠邦 助教授 （工学部） 教 授 （工学部）
II 五嶋 孝仁 ノノ ，， 
ノノ 能登谷久公 ，， II 
，， 岩城 敏博 ，， ，， 
，， 長谷川 淳 ノノ II ，， ( II ) 
II 井上 正美 ，， II 
II 高瀬 均 講 師 （ ，， 助教授 （ II ) 
，， 宮本 真敏 ノノ II 
II 北野 博巳 II （京都大学工学部） h’ 
II 石原 外美 助 手 （工学部） II 
／／ 山田 茂 ノノ II II 
ノr 小平 憲一 ，， （福井医科大学医学部） ，， 
／ノ 丹保 豊和 ，， （工学部） 講 師 （
ノノ 西野 精一 助 手 （工学部） 講 師 （工学部）
ノノ 酒井 充 文部技官 （ 助 手 （ II ) 
転 ｛壬 3 .  4 .  1 大森 克史 助教授 （富山商船高等専門学校情報工学科） 助教授 （教育学部）
1i qノ】
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異動削 の所属官職 異 動 内 ，谷τそ・
転 任 3 .  4 .  1 黒田 英世 助教授（名古屋大学理学調l付属臨海鶏銅r) 助教授 （理学部）
II 道端 費 ／／ （理学部） ノノ （広島大学理学割耐震器摘鶏銃庁）
ノノ 桑原 道夫 講 師 （工学部） 講 師 （富山工業品等専門学校金属工学科）
II 佐山三千雄 助 手 （富山医科薬科大学医学部） 助 手 （工学部）
，， 藤田 正春 国技矯研好成捌較開蹄晋rm説情研究室 助教授 （教養部）
配 置 換 3 .  4 .  1 山 口 博 教 授 （人文学部） 教 授 （新潟大学人文学部）
，， 佐藤 清雄 ／／ （理学部） ノノ （横浜国立大学工学部）
，， 米山 嘉治 文部技官 （工学部） 助 手 〈工学部）
退 職 3 .  4 .  1 永野 弘 教 授 （教育学部） 平成3年3月31日限 り 停年によ り 退職 し た
II 山崎 清 ，， （経済学部〉 ，， 
／ノ 川井 清保 ，， （理学部） ノノ
ノノ 宮尾 嘉書 ，， （工学部） ／／ 
，， 高辻 雄ニ ，， II 
，， 有沢 一男 ，， （教養部） ／／ 
，， 須山 幸男 ，， ( II ) ノノ
併 任 3 .  4 .  1 松本 賢一 教 授 （理学部） 理学部長 ・ 評議員 （～5.3 .3 1 )
II 松本 賢一 ，， （ ／〆 ） 評議員の併任を解除す る
II 風巻 紀彦 ，， ，， （～3. 5 . 1 )  
II 吉田 和夫 ノ／ （教養部） ，， （～5.3 .31)  
採 用 3 .  4 .  1 山本 弘美 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部）
ノノ 上野 美幸 ノノ ノ／
II 柴田千賀子 II （工学部）
，， 金津 智子 教務補佐員 （教養部）
退 職 3 .  4 .  1 北川 順子 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 平成 3 年 3 月 31 日 限 り 退職 し た
ノノ 福島 久恵 ，， （工学部） ノノ
，， 品 田 智子 ノ／ ノノ ，， 
，， 荒井恵美子 教務補佐員 （教養部） II 
，， 河崎多紀子 事務補佐員 （附属図書館） ，， 
辞 職 3 .  3 .  20 西田 d刃白、 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 辞職を承認す る
採 用 3 .  4 .  8 福村 一男 臨時用務員 （教育学部作業員）
3 .  4 .  1 1  伊藤 克江 事務補佐員 （附属図書館〉
ノノ 太田 茂徳 ，， II 
ノノ 中本 敏和 ，， ノノ
3 .  4 .  22 竹井 公子 臨時用務員 （教育学部作業員）
ノノ 福島 春代 ／／ II 
，， 中村 繁之 事務補佐員 （附属図書館）
昇 任 3 .  4 .  16 品安 紀 助 手 （理学部） 助教授 （理学部）
配 置 換 3 .  4 .  12 武田 一夫 入学主幹 入試課長
ノノ 杉森 仲平 入学主幹付入学試験係長 入試課入学試験係長
II 湯浅 健一 入学主幹付入学試験係入学試験主任 入試課入学試験係入学試験主任
fノ 石塚 久博 文部事務官 （入学主幹付） 文部事務官 （入試課）
／ノ 酒井美代子 事務補佐員 （入学主幹付） 事務補佐員 （入試課）
併 任 3 .  4 .  2 多々 静夫 教 授 （工学部） 工学部長 ・ 評議員 （～5.4 . 1 )
，， 多々 静夫 ノノ ノノ 評議員の併任を解除す る
，， 宮下 和雄 ／ノ ，， 評議員 （～3.5 .31)
3 .  4 .  25 駒域 鎮一 ノノ （教養部） II （～5.4 .24) 
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平成3年度か ら 発足
か ね て設置が計画 さ れ、 本年 2 月 に 大学設置 ・ 学校
法人審議会大学設置分科会 の 実地審査を受 け た 富 山 大
学大学院経済学研究科 （修士課程〉 が、 計画 ど お り に
平成 3 年度か ら ス タ ー ト し た 。
同経済学研究科 は 、 地域 ・ 経済政策専攻 と 企業経営
専攻 の 2 専攻か ら 成 り 、 入学定員 は各 4 名 、 計 8 名 と
な っ て い る 。 ま た 、 地域 ・ 経済政策専攻 は経済 学 部 の
経済学科 を基礎 と し た 4 大講座、 企業経営専攻 は 学 部
の経営学科及 び経営法学科 を基礎 と し た 6 大講座、 合
計 10大講座の 構成で あ り 、 教官組織 は、 専任教員37名、
非常勤講師 3 名 、 合計40名 で 発足 し た 。
本研究科 は 、 こ の よ う に 多 く の 担当教官を擁 し 、 経
済学、 経営学、 法学 と い う 社会科学 の主要 な 分 野 を 広
範囲 に 、 か っ 、 学際的 に教育 ・ 研究す る こ と が で き る
と い う 他 に 余 り 類を 見 な い特徴を備 え て い る 。 （ 別 表
の と お り ）
設置の 目 的 と し て あ げ ら れ た の は 、 （1）職場の第一線
で働 い て い る 企業人や 公務員 な どが専門的能力 ・ 知 識
を修得す る た め の再教育 を す る こ と 、 （2）地域の 中学校、
高等学校、 専修学校 な ど の教 員 に 対 し て 、 教員 免許法
の改正 に よ っ て修士課程修了者に専修免許が授与 さ れ
る の に 伴 い 、 商業な い し 社会 （地理歴史 と 公 民 に 分 か
れ る 予定 ） の 教科 に 関す る 専門的 な 学識を修得 さ せ る
こ と 、 （3）大学 の 新卒者 に 対 し て 、 科学技術の進歩、 経
済の 国際化、 社会の 複雑化な ど に 伴 い 要求 さ れ る 高 度
の専門的能力 を有す る 人材を養成す る こ と 、 な ど で あ
る 。
本研究科 の特色 の 第一 は 、 昼夜間講制を と っ て い る
こ と で あ り 、 大学院設置基準第14条 に よ る 教育 方 法 の
特例を 2 年聞 に わ た っ て 行 う こ と に な っ て い る 。 地域
の 企業人 ・ 公務員 ・ 教員な どの有職者が、 夜間 に 講義
や研究指導を受け て修士課程を修了 で き る よ う な 制度
で あ る が、 こ の よ う な 昼夜間講制 は、 学部 ・ 大 学 院 修
士課程 と も に全国で増え て お り 、 大学審議会の 答 申 の
中 で も こ れを推進す べ き で あ る と 提言 さ れて い る 。
特色の 第二 は 、 昼夜間講制 を利用 し て高度の専門教
育を受 け る 社会人 を積極的 に 受 け 入 れ る た め 、 入試方
法 に 社会人特別選抜制度を定め て い る こ と で あ る 。
（経済学部 ）
経済学研究科の第 1 回入学式
- 20名 が意欲に燃えて入学 －
本学経済学研究科 （修士課程） の第 1 回入学試 験 が
平成 3 年 4 月 15 日 （月 ） に実施 さ れ、 一般選抜に 6 名、
社会人特別選抜 に 19名 、 外国人留学生特別選抜 に 4 名
の計29名 が受験 し た 。
選考の結果、 合格者 は 一般選抜で 3 名 、 社会 人 特 別
選抜で 14名 、 外国人留学生特別選抜で 3 名 の 合 計20名
に な っ た 。 専攻別の 内訳 は 、 地域 ・ 経済政策専攻 に 9
名 （ う ち 留学生 1 名 ） 、 企業経営専攻 は 1 1 名 （ う ち 留
学生 2 名 ） と な っ て い る 。 社会人特別選抜合格者の 内
訳 は 、 国家公務員 4 名、 地方公務員 3 名 、 会社員 4 名、
自 営 2 名 、 私大教員 1 名 、 ま た 、 年令別で は 、 20代 が
8 名 、 30代が 5 名 、 40代が 1 名 。 外国人留学生 は 、 台
湾 2 名 、 中 国 1 名 で あ る 。
4 月 22、 23 日 に 合格者全員 が入学手続 き を行 っ て 、
4 月 24日 午前10時30分か ら 事務局大会議室 で 入 学 式 が
行わ れ た 。
（経済学部 ）
qu ワ臼
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（別表）
(1 ）地域 ・ 経済政策専攻
授業課目及び担当者一覧
授 業 科 目 担当教官 授 業 科 目 担 当 教官
現 代 経 済 の モ デ lレ 分 析 教授 東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 榊 津 晃 三 特 殊 研 究 及 び 演 習 藤 森 英 男
経 済 変 動 と 安 定 化 助教授 金 融 自 由 化 と 金 融 政 策 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 佐 藤 良 一 特 殊 研 究 及 び 演 習 丹 羽 昇
経 済 社 会 構 造 分 析 助教授 財 政 の 理 論 と 政 策 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 小 倉 利 丸 特 殊 研 究 及 び 演 習 古 田 俊 吉
経 済 計 画 理 壬l'·問 助教授 応 用 計 量 経 済 分 析 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 長 久 良 一 特 殊 研 究 及 び 演 習 和 合 肇
西 欧 経 済 史 教授 労 働 の マ ク ロ 経 済 分 析 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 武 暢 夫 特 殊 研 究 及 び 演 習 松 川 滋
日 本 経 済 史 教授 労 働 政 策 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 小 松 和 生 特 殊 研 究 及 び 演 習 竹 川 慎 吾
経 済 政 策 と 地 域 産 業 構 造 論 教授 労 働 者 生 活 と 政 策 四 日市大学教授
特 殊 研 究 及 び 漬 習 小 原 久 治 特 殊 研 弓7廿t. 山 崎 清
資 源 計 画 教授 比 較 社 士よE』三 子悼且． 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 増 田 信 彦 特 殊 研 究 及 び 演 習 飯 田 剛 史
農 業 構 造 と 地 域 開 発 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 中 藤 康 俊
(2）企業経営専攻
授 業 科 目 担 当 教 官 授 業 科 目 担 当 教 官
人 事 戦 略 助教授 財 務 ム::z:;ζ． 計 壬品a開. 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 津 野 雅 彦 特 殊 研 究 及 び 演 習 榊 原 英 夫
経 営 管 理 史 助教授 存国立 理 よヨミ』 計 雪��n旬 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 水谷内 徹 也 特 殊 研 究 及 び 演 習 武 脇 誠
サ ー ビ ス 経 営 教 育 論 教授 士止E弘;;: 言十 監 査 壬品d開I. 金沢大学教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 津 田 利 夫 特 殊 研 究 及 び 演 習 大 野 Y＇止0 
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 教授 現 代 不 動 産 関 係 法 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 武 井 要友 特 殊 研 究 及 び 演 習 吉 原 節 夫
目オ 務 管 理 吾両ム岡 教授 金 融 取 ヲ ！ 法 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 田 中 祥 子 特 殊 研 究 及 び 演 習 大 西 武 土
国 際 経 営 二員A同 教授 金 融 来且 織 法 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 森 園 英 輔 特 殊 研 究 及 び 演 習 泉 田 栄 一
て＜ 一 ケ ア イ ン ゲ 教授 商 取 ヲ ｜ 法 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 小 島 満 特 殊 研 究 及 び 演 習 志津田 一 彦
労 務 F邑"" 理 ニ品辺開、 教授 経 済 法 教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 伊 藤 格 夫 特 殊 研 究 及 び 演 習 滝 川 敏 明
生 産 管 理 吾面ム開 助教授 税 法 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 太 田 雅 晴 特 殊 研 究 及 び 演 習 岩 崎 政 明
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ 教授 労 使 関 係 の 変 化 と 法 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 菊 田 健 作 特 殊 研 究 及 び 演 習 小 鳥 典 明
情 報 管 理 ニ員A間 教授 雇 用 形 態 の 多 様 化 と 法 助教授
特 殊 研 究 及 び 演 習 中 島 信 之 特 殊 研 究 及 び 演 習 唐 津 博
経 戸昌ふA弘 情 報 処 理 高岡短大助教授
特 殊 研 'lf.. 小 郷 直 言
AHτ つ』
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平成3年度科学研究費補助金交付内定者一覧
研究種目 研 究 代 表 者 研 ヴプ回し 課 題 配分予定額 （千円）
所属 職 氏 名 平成3年度 平成4年度 平成5年度
重点結l域研究(1) 理学部 助 手 飯田 敏 タ ン グス テ ン 及びモ リ ブデ ン単結晶の結晶完 2 200 全性評価 と X線用モ ノ ク ロ メ ー タ ーへの応用
重点領域研究（2) ，， ，， 吉田 尚弘 生物 と 環境水の酸素同位体比の相関 と 変動 1 200 
" 工学部 助教授 北野 博巳 エパネセ ン ト 波法によ る脂質臨界面における抗原 2,000 
抗体反応の速度論的研究
，， 理学部 教 授 桜井 醇児 金属人工格子の膜面内伝導現象 （熱電能 と そ 1 200 
の磁場効果）
，， II 教 授 高木光司郎 高励起状態におけ る 星間分子の分光学的研究 32 200 
総合研究ω ，， ，， 広岡 公夫 新第三紀にお け る 日 本 島の古地理的変遷 5,400 7,300 
，， 教養部 助教授 l民田 正春 外国人子女用 日本語教材開発 の た め の基礎的 3 000 
研究
一般研究＠） 水素研 助教授 松山 政夫 広範囲 ト リ チ ウ ム圧の非破壊測定に対す る 制 1 400 
動X線計測法の適用性
，， 理学部 II 笹山 雄一 両生類の カ ル シ ト ニ ン の生化学的、 生理学的 1 , 100 900 
解明
，， 工学部 助教授 佐々 木和男 繊維芽細胞成長因子に よ る 本能及び情動 行動、 2,000 1 , 200 
学習、 老化制御機構
II 工学部 助 手 高橋 隆一 新 し い磁気記録媒体の試作 と 特性 3800 2 000 
，， I/ 助教授 北野 博巳 コ ロ イ ド粒子の認識応答過 程 に 対 す る 粒子 表 4 600 
面水和層の影響に関す る ラ マ ン 分光学的研究
一般研究｛C) 経済学部 助教授 飯田 剛史 在 日 韓国・朝鮮人社会の諸宗教 と エ ス ニ シ テ ィ 600 
に関す る 統合的研究
，， 理学部 教 授 尾島 イ 良Ii 父差お よ び三環性大環状共役約化合物 の 合 成 600 
と 性質に関す る 研究
II ，， ，， 菅井 道三 ア ン セ リ ジオ ー ゲ ン に よ り 誘導 さ れ る シ ダ造 500 
精器分化の解析
〆ノ ，，，， 助教授 氏家 治 中部地方の玄武岩類のSr.Nd同位体組成の研究 600 
，， 工学部 講 師 山崎登志成 スパ ッ タ リ ン グ湾臨の 組成均一性 に 及 ぼ す 原 200 
子の放出角度分布の影響
II I/ 教 授 小泉 邦雄 超薄箔・微細部品の加工 ・ 供 給 の シ ス テ ム の 開 400 
発に関す る研究
II 経済学部 助教授 西村 秀二 「早ま っ た結果惹起」 900 
II 理学部 教 授 吉田 範夫 関数方程式の定性的理論 1 ,900 
，， 教養部 助教授 小林久寿雄 確率論 と そ の応用 的側面の研究 900 
，， 工学部 教 授 坂井 純一 太陽 フ レ ア に伴 う 晶エ ネ ル ギ ー 粒子加速機構 1 700 200 
の解明
，， 理学部 教 授 桜井 醇児 電気抵抗の発散型温度変化を持つCe及 び；＇Sm化 1 ,500 300 
合物の熱電能 と そ の磁場変化
II 教育学部 助教授 原 稔 可逆免疫 セ ン サ ー の製作と そ の特性 1 600 
，，，， 理学部 助 手 中村 省吾 ク ラ ミ ド モ ナ ス の鞭毛形態形成が異常 な 突然 1 100 600 
変異株の解析
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研究種目 研 究 代 表 者 研 ’プ回L 課 題 配分予定額 （千円）
所属 職 氏 名 平成 3 年度 平成 4 年度 平成 5 年度
理学部 黒田 英世
ウ ニ卵イ ノ シ ト ー ル三 リ ン 酸受容体 の 精 製 と" 助教授 2,000 そ の カ ル シ ウ ム チ ャ ネ ル と しての性質
ヒ ト デに お け る 固体発生 と 系統 と の関係
，， II 助 手 小松美英子 1 ,600 500 － 下等な群、 ス ナ ヒ ト デ属を用 いての解析一
セ ラ ミ ッ ク ス 被覆膜の 密着性及 び強度 評 価 に
II 工学部 教 授 塩沢 和章 1 ,600 400 
関す る 破壊力学的研究
熱衝撃環境下 にお け る き 裂進展挙動 の 定 量 的
II ，， 教 授 五嶋 孝仁 1 ,300 評価
側鎖に芳香環を有す る 共役 ジ イ ン ポ リ マ ー の
，， 教育学部 教 授 竹内 茂禰 2,000 合成 と 物性に関す る 研究
主観的心拍数の運動処方へ の 応 用 の 可 否 に 関
／／ ，， 教 授 山地 啓司 1 700 す る 研究
ト般研究（Cl（萌） 工学部 教 授 作道 栄一 ス ル フ ェ ン酸類の合成 と 反応 2 000 
奨励研究凶 人文学部 講 師 根津由喜夫 9 - 12世紀にお け る ビザ ン ツ貴族 と 地域社会 800 
，， 理学部 助 手 古田 高士
概エ ル ミ ー ト 多様体の諸機造 と リ ー マ ン 幾何
900 
学的性質
II ，， ，， 菊池 万里




メ タ ン と 一酸化二窒素 の 循 環 に 関す る 同位体，， II 900 
地球化学
〆ノ 工学部 山田 昌樹
2.2 ＇ ー ビ ピ リ ジ ン の性質の 七 員 環 の 縮環 に よII 700 
る 制 御
II 教育学部 助教授 堀田 朋基
飛び出 し 角度の異な る 跳躍 が下肢関 節 の 働 き
900 
に及ぼす影響
院励研究ω（萌） 講 師 河本 肇
ソ ー シ ャ ルス キ ル ト レ ー ニ ン グ に よ る 登校拒，， 800 
否児の行動変容プ ロ グ ラ ム の開発
，， 教養部 助教授 大川 信行
近代学校創始期に お け る 小学校の運動場設置
800 
基準 に つ いて
，， 教育学部 講 師 吉田 雅巳 精神遅滞児授業分析 シ ス テ ムの開発 600 
試験研究侶） 工学部 助 手 高橋 隆一 高品質薄膜形成用 ト ロ イ ダ ルプ ラ ズマ式スパ ッ 8 900 3,000 
タ 装置の開発
辞退者 （在外研究のた め）
慢励研究ω（萌） 理学部 助 手 笹原 一世 フ ィ ル タ ー捕集法 と 色彩色差計 に よ る 水 中 の 900 
微量成分の迅速分析に関す る 研究
転出者 （福岡女子大学）
一般研究（C）（萌） 理学部 助 手 田村 典明 光合成水分解複合体に お け る マ ン ガ ン ク ラ ス 1 600 300 
タ ー の形成
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平成 3 年度国 際交流事業基金によ る 各種事業の採択一覧
平成 3 年度本学国際交流事業 の う ち 第 1 種海外派遣事業（聞 に 次 の 5 件が採択 さ れ た 。
0 第 1 種海外派遣事業侶）
部局名 氏名 職名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題 備考
人文学部 矢津 英一 教 授 3.9. 13～3.9.26 モ ス ク ワ 大学 （ ソ 連） ロ シ ア にお け る 農奴劇場の研究
( 1 4 日 間）
経済学部 和合 肇 教 授 3.4. 14～3.4.21 パパルナ ホ テ ル （ ス ペ イ ン ） ベイ ズ統計学の計量経済分析への応用
(8 日間）
理 学 部 川崎 一朗 助教授 3.8. 12～3.8.25 ウ ィ ー ン工科大学（オ ー ス ト リ ア） 日本列島近辺のサイ レ ン ト ／ス ロ ー ア ー ス
( 14 日 間） ク ェ イ ク 検出の試み
ア ルパ カ ー キ文化セ ン タ ー
工 学 部 長谷川 淳 助教授 3.9.28～3. 10.9 ロ ス ア ラ モ ス 国立研究所 酸素雰囲気下 にお け る紫外線照射HT酸化反応
( 12 日 間） （ ア メ リ カ 合衆国）
水素同位体 ドイ ツ原手鞠昭子丹、カールスルー 核融合炉燃料 （ ト リ チ ウ ム ） の貯蔵 ・ 供給 ・機 能 研 究 渡辺 国昭 教 授 3.5.3 1～3.6. 13 へ ・ コ ン グ レス セ ン タ ー（ ド イ ツ）
セ ン タ ー ( 14 日間） オラ ンダエネJi.4=ー碗矩Yiオラ ンタ7 回収材に関す る 研究
な お 、 富 山大学国際交流事業後援会 は 、 昭和63年 9 月 30日 に 解散 し ま し た が、 そ の後 も 引 き 続 き 、 国際交流事業
基金への寄附を受 け 付 け て い ま す の で 、 御寄附 く だ さ る 方 は 、 お 申 し 出 く だ さ い 。 （担当 ： 庶務課庶務係 ）
｜ 平成 2 年度富山大学大学院修了者一覧 ｜
［人文科学研究科 （修士課程） ］
専 攻 入学年度 氏 名
平成元年度 春 日 真実
ノノ 田中 道子
日本・東全文化専攻 ノノ 西野 広子
( 5 名 ） ，， 播摩 美穂
，， 渡逼 哲
平成元年度 梅木 聡
西 洋 文 化 専 攻 ノノ 岡崎 京子
( 3 名 ） ノノ 玉寄 清二
ユ日ι 間 文 題
佐渡小泊窯に お け る 須恵器の生産 と 流通
北陸の古代須恵器生産
一生産体制か ら みた社会的背景につ い て 一
『暗夜行路』 論
一母 と の一体感 一 「溶け る私」 を め ぐ っ て 一
西漢演義の成立 と性格
一 剣瞬間批評 『西漢通俗演義』 を 中心 と し て 一
律令太政官機構の研究
一古代に お け る 「議」 を通 じ て 一
萩原朔太郎 期太郎 と 西洋一
目
真宗の遊行仏一富山県の勧喜光院 「御影様渡 し」 を中心に し て 一
意義素の特性に関す る 一考察
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［理学研究科 （ 修士課程） ］
専 攻 入学年度 氏 名 Z日A間 文 題 目
平成元年度 狐塚 政幸 (; n 内の領域上の双正則不変距離につ いて
ノノ 堂平 良一 Point symmetries and r巴flcctions in compact symmetric spaces 
数 学 専 攻
II 西山 伸午 Homogeneous structu res on naturally reductive homogeneous spaces 
( 5 名 ）
，， 飛騨喜代志 A probabilistic version of Sarason’s theorem on VMO 
ノノ 盛本 茂 有界領域のBergman計量につ い て
ノノ 上田 和浩 結晶傾斜法に よ る 半導体結晶の完全性の研究
，， 牛島修一郎 R C u z l  n 単結晶の物性
，， 小木曽祥明 酸化物高温超伝導体の熱伝導
，， 開発 武邦 繰 り 込み群方程式の固定点及び ヒ ッ グス質量 と ク オ ー ク 質量 と の関係
物 理 学 専 攻 ，， 笠置 延生 X線高次反射 ト ボ グ ラ フ 法に よ る シ リ コ ン結晶の微小欠陥の研究
(1 1名） ノノ 後藤 真宏 マ イ ク
ロ 波分光に よ る 分子分光学 （ メ チ ル ア ル コ ー Jレ分子の C O伸
縮振動の研究）
，， 粛藤 滋 ア モ ノレ フ ァ ス ・ 結晶聞の構造変化
，， 田和 文博 炭酸ガ ス レ ー ザー を用 い た シ ュ タ ル ク 分光
ノノ 干野 義明 星間分子の実験室分光
，， 前田 昭弘
パルス マ グネ ッ ト の開発 と R N i 系化合物への応用
c c  e を含む三元系化合物の電気的磁気的性質の研究）
，， 米山 真一 高階微分を含む重力場の量子論のユ ニ タ リ ー性回復の試み
II 池田 JIB L、 結合分極率に よ る ラ マ ン強度の解析
，， 大谷内 健 複合系酸化物触媒の メ タ ン酸化カ ッ プ リ ン グ機能
化 学 専 攻 II 金谷 泰和 重合ケ イ 酸 と ア ル
ミ ニ ウ ム塩を主成分 と す る 凝集剤の開発
一重合ケ イ 酸の キ ャ ラ ク タ リ ゼー シ ョ ン ー
( 6 名） II 喜多 勇人 掻動ス ペ ク 卜 lレ に よ る ロ ッ シ ェ ル塩の相転移の研究
II 
富沢庫司朗
メ ン ブラ ン フ ィ ルタ ーを用いる水中の微量成分の前濃縮 ・ 定量法の開発
ノノ 松本 義則 ジ ヒ ド ロ フ ラ ン誘導体の反応研究
ノノ 浅野 悟 無尾両生類の肝臓に対す る カ Jレ シ ト ニ ン の作用
ノノ 池上 洋美 孔辺細胞に お け る 原形質の流動性
，， 岩田 幸也 電子
ス ピ ン共鳴法に よ る ホ ヤ のパ ナ ジ ウ ム濃縮細胞 （vanadocyte) 
のpHの測定
ノノ 字山 太郎 モ ノ ク ロ ー ナ lレ抗体法 と放射化分析法 に よ る ホ ヤ の発生過程に お け るパナ ジ ウ ム 濃縮機構の研究
生 物 学 専 攻 ノ／ 岡本 賢一 ゾ ウ リ ム シ繊毛運動の制御機構
( 10名） ノノ 蒲池 浩之 葉緑体 に お け る 酸素発生系の再構成
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専 攻 入学年度 氏 名 モ百ユι冊 文 題 目
平成元年度 藤岡 昭宏 コ。マ フ。 ロ ト プ ラ ス ト か ら の体細胞雑種作出に関す る 基礎的研究
ノノ 松葉 俊宏 無尾両生類の血清塩イ オ ン濃度の調節
，， 
森田 朱美
ホ ヤ の血球細胞か ら抽出 し た パ ナ ジ ウ ム結合物質 （vanadobin） の
パナ ジ ウ ム還元能に関す る生理化学的研究
II 守田 禎一 ゴ‘ マ属の葉緑体D N Aの構造 と そ の変異の解析
ノ／ 飯塚 義之 子持火山の地質 と岩石
地球科学 専 攻 ノノ 河相 祐子 餌釣黒鉱拡床の地質及び拡石鉱物
( 4 名） ，， 佐藤 知紀 復氷過程 に お け る 水膜の研究
昭和63年度 堀 ノ 内 央 御飯火山の地質 と 岩石
［工学研究科（修士課程） ］
専 攻 入学年度 氏 名 音.l(ij 文 題 目
平成元年度 大野 弘 ス イ ッ チ ン グ電源の R C ス ナ パ回路の サ ー ジ電圧波形 と 品周波出力ト ラ ン ス の等価直列抵抗に関す る 研究
II 大野木重夫 境界要素モ デ ル に よ る頭部ま わ り 音場の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
II 下野 晃裕 簡易尿検査装置開発の た め の基礎的研究
，， 武田 靖之 有限要素モ デ ル に よ る 声帯振動応答 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
電気工学 専 攻 ，， 西嶋 康人 パ ッ ク ・ プ ロ パゲー シ ョ ン法を用 い た連想記憶モ デjレに関す る研究
( 10名 ） II 広島 紀彦 人間の基礎代謝系誤調節に対す る 計算機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
，， 福田 正仁 境界要素法に よ る 2 次元非定常音場解析
，， 藤井 茂雄 3 次元関空間 に お け る 電磁界問題の有限要素解析
／／ 山 口 晃史 睡眠時に お け る 呼吸 リ ズム の乱れに関す る研究
ノノ 山屋 1告 植物細胞の融合 と培養過程に及ぼす電気的効果




岡 田 篤司 塩素電極反応に関す る研究
，， 喜多 理 石炭の化学構造特性
工業化学 専 攻 ，， 坂 雅之 フ ェ ナ レ ノ ン類に縮環 し た七員環
ア ル コ ー lレの硫酸に よ る 転位反応
に関す る研究
( 13名） ，， 杉山 泰久 ア ル コ キ シ チ ア ザイ ン の合成 と 反応






ト リ チ ウ ム ガス の貯蔵 一 供給 一回収用合金の探索
- Z  r - N i 系合金の水素化物生成熱測定一
Gu nι 
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専 攻 入学年度 氏 名 三ロ企岡. 文 題 目
平成元年度 中山 覧章 1 .  3 ,  5 － ト リ ア ジ ン誘導体の熱分解反応に関す る研究
，， 伏間江 弘 環境中 に お け る ト リ チ ウ ム ガス の酸化一紫外線効果反応の反応機構の解明 一
ノノ 宮 口三千代 七員環を含む新規な金属配位子の合成に関す る研究
，， 武藤 吉則 Thermal Decomposition and 
Mass Spectra of 
Phosphoramidate Esters 
〆／ 村瀬 正紀 大気粒状物 に吸着 し た ア ミ ノ 芳香族化合物の光分解反応
II 吉本 修一 ア ルキ ル化に よ る 石炭の溶解一可溶化物中の飽和成分 に就いて ー
，， 新家 伸一 Ni-15Cr・ 8 Fe合金に お け る 超格子相及び δ相の析出 と 成長




ノノ 小池 直樹 塩化物水溶液か ら の金の湿式回収に関す る 電気化学的研究
II 酒井 宏明 Ti及びTi- 6 Al- 4 V合金の相変態
ノノ 笹谷 和男 Ti,Ti-0. 2 Pd及ひ’Ti- 5 Ta合金のdepassivation PH 
金 属 工 学 専 攻 II 杉原 俊英 純チ タ ン の高温酸化
(13名） ノ〆 杉本 利一 局硬度鋼の熱キ レ ツ の成因 と レ ー ザ ー に よ る








ノノ 長松 信也 CVD法に よ る 酸化物超伝導薄膜の作製
ノf 名切 清人 溶接性高張力鋼WT80の相変態微視組織
II 
向島 靖典 金の高純度化フ。 ロ セ ス の開発に関す る 研究
，， 矢野 雅彦 超硬材料の熱分析に関す る研究
ノノ 井上 正人 炭素鋼のね じ り 腐食疲労過程に お け る 腐食疲労損傷の発生・成長挙動に関す る 研究
ノノ 井尻 良 レ ー ザ ー フ ラ ッ シ ュ 法に よ る超伝導材料の熱定数に関す る研究
/I キ自 雅ー 平板 と垂直で隙聞を も っ並列 2 円柱の後流に関す る研究
機械工学 専 攻 ，， 
神島 裕児
こ ろ が り すべ り 接触を受 け る半無限体表面の近接 き裂聞の応力拡大
係数相互干渉
( 7 名 ） ，， 中林 保則 非定常熱線法に よ る 品温域にお け る 繊維状断熱材の有効熱伝導率に関す る研究
ノノ 松尾 純 伝熱促進体を含んだ固液混合物質の有効熱伝導率に関す る研究
II 
吉川 竜一
発泡金属複合 ア ル ミ ニ ウ ム合金の強度特性に及ぼす化合物層の影響
に関す る研究
生産機械工学専攻 II 伊東 雅洋 工業用純チ タ ン の研削残留応力 に及ぼす研削条件の影響
( 4 名 ） II 海野 豊 ド リ ル寿命に及ぼす穴明 け条件の影響
nu qd 
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平成元年度 佐藤 全佳 ね じ れ押出 し 成形法に関す る 基礎研究
，， 高畑 昌利 画像処理によ る 物体の位置認識
〆〆 明瀬 哲治 コ バル ト ［ II J 錯体に よ る 酸素の吸脱着特性
，， 荒永 知幸 同体摩擦法に よ る ぜい性砕料の温度上昇
，， 近藤 恭史 種々 の乱流促進体 に よ る 伝熱促進
II 佐藤 一 も み乾燥に お け る も みが ら の物質移動抵抗
／ノ 杉原 昌樹 連続回転円錐型容器に よ る造粒 と 粉砕 と 分粒 と の同時操作 一 粒子偏析特性に も と づ く 造粒プ ロ セ ス の解析 一
化学工学 専 攻 ノノ 藤原 昌樹 二成分系の凝固過程にお け る 移動現象
( 12名） ，， 牧 晃生 j夜相反応に お け る チ タ ン酸バ リ ウ ム超微粉末の調製
／ノ 三宅 弘 回転式再生熱交換器に関す る研究
／／ 宮崎 修治 低粘度脱灰 C O M に関す る研究
，， 山 口 賢一 玄米粒の熱的性質
ノノ 山田 雅英 ゲlレ ・ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に お け る 各成分濃度曲線 と分離度（ ト ヨ パ ー ルHW -40系）
II 山本 平 回転円板法に お け る 粒子形状分離特性におよ ぼす操作条件の影響
ノノ 井道 義博 強誘電性液晶のハ イ ブ リ ッ ド配向 セ ノレに お け る メ モ リ ー特性
II 尾塩 l' 生c 文字の変動評価 に関す る研究
〆ノ 岸田 裕司 分子線エ ピ タ キ シ 一法に よ る BiSrCaCuO系高温超伝導薄膜の作製
／ノ 蔵町 照彦 層状半導体GaSe と InSeの聞の
へ ア ロ エ ピ タ キ シ ャ lレ成長 と 界面形
成
II 篠崎 賢次 Si基板上へのInSb薄膜の成長 と そ の評価
電子工学 専 攻 ノノ 玉川 勤 Si (001 ) ー2Xl基板上へのSinGem歪層超格子のMBE成長
( 12名 ） ，， 寺崎 正 Si (001)  -2Xl基板上へのGe超薄膜のMBE成長 と そ の界面
ノノ
寺沢 孝志 強誘電性ス メ ク チ ッ ク 液晶の層傾斜制御 と そ の電気光学的特性
II 名倉 武之 誘電体円筒の近傍に あ る ア ン テ ナ に よ る電磁界に関す る研究
ノ〆 稗田 琢文 文書画像理解支援 シ ス テ ム の開発
ノノ 山本 正 効率的かな 漢字変換方式に関す る 研究
，， 由雄 隆徳 有機薄膜EL素子の製作
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オ ッ ク ス フ ォ ー ド大学 に 滞在 し て
理学部助手 西村克彦
平成 2 年 6 月 よ り 10 カ 月 間、 文部省在外研究員 と し
て連合王国 オ ッ ク ス フ ォ ー ド に 滞在 し ま し た 。 オ ッ ク
ス フ ォ ー ド 市 は 、 ロ ン ド ン の北 西 約 lOOkm に 位 置 し 、
人 口 約 12万人 の 学 園都市です。 「大学の 中 に街があ る」
と い う 形容 が よ く さ れ る よ う に 、 商店街を大学 の 施 設
が取 り 囲 む よ う な 配置 に な っ て い ま す 。 こ の配置 は 、
大学 の 創立時 （ 13世紀） か ら あ ま り 変わ っ て い な い よ
う で す。 そ の 当 時 の建築物 は も ち ろ ん の こ と 、 そ れ を
p り 囲 む道や壁 に も 中世の雰囲気が漂 っ て い ま す 。 市
に対す る 大学 の 発言権 は か な り 強 い よ う で、 商店 や 住
宅等 の 新 た な 建設 は 、 大学側 の 意 向 に よ り 抑制 さ れ て
い る と 聞 き ま し た 。 こ れ は街の景観を保存す る た め だ
け で は な く 、 日 常的学生生活の様式ま で も 保存す る た
め の よ う で す 。 副作用 と し て 、 深刻な 住宅不足 が 持 ち
上が っ て い ま す 。 約 1 万人 の ホ ー ム レ ス が い る と 聞 き
ま し た し 、 私の 借 り た ア パ ー ト の 家賃 も 東京の家賃 と
さ ほ ど変 わ り ま せ ん で し た 。
企 ユ ニ パ ー シ テ ィ ・ チ ャ ー チ
裁判所などにも 使用された
j 
企 ラ ド ク リ フ ・ カ メ ラ
図書館 の一部
オ ッ ク ス ブ リ ッ ジ と い う 言葉が あ り ま す 。 こ れ は 、
オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大学 と ケ ン ブ リ ッ ジ大学を意味 し ま
す。 こ の 2 つ の大学 は歴史的 に カ レ ッ ジ 制 度を と っ て
い て 、 い ま だ に そ れが存続 し て い ま す 。 各 カ レ ッ ジ の
権限 は大 き く 、 入学者の 選抜、 進級、 卒業等 に 関 し 自
主的裁判権を 持 っ て い る よ う で す 。 そ の た め オ ッ ク ス
フ ォ ー ド 大学 と い う の は 、 35 の カ レ ッ ジ の 総称 と い え
ま す 。
カ レ ッ ジ の機能 は 、 勉学、 生活、 社交 と す べ て に 関
与 し て い ま す 。 A レ ベ ノレ試験 と い う 日 本の 共通一次試
験 に相 当 す る 試験 の後 に 、 各 カ レ ッ ジ が独 自 に 面 接 や
論文試験 に よ っ て入学者を選抜 し ま す 。 教育 は チ ュ ー
タ ー 制度 と い わ れ る 個人教授が中心です 。 先生 と 学生
が カ レ ッ ジ で寝食 を 共 に す る と い う 中世以来の制度が
原則 の よ う で す が、 現在 は学生だ け が カ レ ッ ジ に 住 ん
で お り 、 多 く の先生方 は 郊外 の 住宅地か ら 通勤 し て い
る よ う で す 。 ま た カ レ ッ ジ は 、 食事 と 住居を提供す る
だ け で な く 社交 の 場 に も な っ て お り 、 パ ー （酒場 ） 、
芝生 の グ ラ ン ド 、 ボ ー ト 小屋等の 遊技施設 も 持 っ て い
ま す 。 こ の カ レ ッ ジ の社交で培 っ た人間関係 が卒業後
仕事の 上で役立つ よ う で、 エ リ ー ト 育成の一役 を 担 っ
て い る よ う で す。 私 の 周 り に い た学生 に も エ リ ー ト 意
識があ り 、 勉学 よ り も 友人関係を大切 に し て い る よ う
で し た 。 一年中緑色の芝生の グ ラ ン ド や立派 な ボ ー ト
円Ln‘u 
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て い た と 思 い ま す 。小屋を見て い る と 、 こ の 国 が い か に 多 く の 費 用 を教育
に 費 や し て い る か が わ か り ま す 。
階級意識が薄れて き て い る と 言 わ れ て い ま す が 、 他
の ヨ ー ロ ッ パ諸国 に 比較す る と ま だ ま だ残 っ て い る よ
う です 。 例 え ば、 カ レ ッ ジ の メ ン バ ー と い う の は 、 先
生 と 学生を意味 し 、 事務や食堂で働 い て い る 人 々 を 含
み ま せん 。 こ の メ ン バ ー 権 は 生涯有効 で、 卒業後 も カ
レ ッ ジ の 宿泊施設 や遊技施設を利用 で き る よ う で す。
レ ン タ jレ テ レ ビや レ ン タ カ ー を 借 り る 場合 も 、 カ レ ッ
ジ メ ン バ ー だ と 手 続 き が簡単 な よ う です 。 つ ま り 、 カ
レ ッ ジ の メ ン ノイ ー で あ る こ と が ス テ ー タ ス シ ン ボ Jレ に
な っ て い ま す 。
一度、 ス ト ー ン博士が所属 す る St.Edmund Hall カ
レ ッ ジ で先生方 と 夕 食 を 食 べ た こ と が あ り ま す 。 食堂
の 中 に 、 ハ イ テ ー ブ ノレ と 呼 ばれ る 先生方の食卓があ り 、
給仕がつ い て フ ル コ ー ス の 食事を味 わ え る の は い い の
で す が、 ネ ク タ イ を し め た正装を し な く て は な ら ず 、
そ の 後 は遠慮 し て学生 と 一緒 に 食べ る こ と に し ま し た。
ハ イ テ ー ブ ル の先生方 は、 黒 い ガ ウ ン を ま と っ て い ま
す 。
私 は 、 ス ト ー ン 博士の お世話で、 ク ラ ー レ ン ド ン 研
究所の超低温核整列装置を 用 い て希土類金属 間化合物
の磁性を研究 し ま し た 。 こ の研究所 は 、 ラ イ デ ン 研 究
所 （ オ ラ ン ダ） と 同時期 に 、 ヘ リ ュ ウ ム 液化に成功 し 、
世界で初 め て 低温核整列 に 成功 し て い ま す。 ですか ら、
低温 に 関 し て 歴史 的 に 世界 の 中心的役割を果 た し て い
ま す 。 大学内 に お け る 研究所 の 役割 は 、 物理学科 の 固
体物理学部門 の教育 と 研究 で す 。 教授や講師陣 は 40 名
程、 大学院生が50名位、 技術者や秘書が80名 住 だ っ た
と 思 い ま す。 先生 と 大学院生 は、 各 カ レ ッ ジ か ら の 出
向 の よ う な形式を と っ て い て 、 研究所専任の先生 は い
な い よ う で し た 。 講義室で は 、 一般の学生の た め に 講
義が行わ れて い ま し た 。 チ ュ ー タ ー制度が中心で す か
ら 、 講義の 受講義務 は な い の です が、 卒業試験 の 問 題
が こ れ ら の講義か ら 出題 さ れ る の で受講す る 学生が多
い と 私の周 り の大学院生が言 っ て い ま し た 。
研究所 で の 生活 は快適で し た 。 世界各国か ら 研 究者
や学生が き て い る た め 、 秘書陣や技術者陣 は外国 人 に
な れ て お り 協力的 な 人 々 が多 い と 感 じ ま し た 。 組織的
に も 外国 人 を受 け 入れ る 体制が整 っ て お り 、 私 で も 自
由 に 物品を購入す る こ と が出 来 ま し た 。 更 に 、 物理学
科 は 日 本人 を 含 め て 多 く の 外国人講師を採用 し て お り 、
ユ ニ パ ー シ テ ィ の 名 にふ さ わ し い教育 ・ 研究体制が整 っ
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企 右 か ら ニ ッ ク ・ ス ト ー ン 博士 、
イ レ ー ナ ・ ス ト ー ン 博士 、 筆者
午前11 時 と 午後 4 時 に20分位 の お 茶 の 時間 が あ り ま
す。 こ の お茶の時間 と い う 習慣 の た め 、 日 本 に は 英 国
人 は働 か な い と い う イ メ ー ジ が あ り ま す が、 私が会 っ
た研究所 の 人 々 は よ く 働 い て い ま し た 。 特 に 朝 が 非 常
に 早 く 、 8 時 く ら い に 出勤 し て い て 、 お 茶 の 時 間 の 聞
は休 ま ず働 く よ う で し た 。 更 に 、 お 茶 の 時間 に は 研 究
所 の ほ と ん ど の 人 が集 ま っ て来 る の で情報交換 に 大 変
便利で し た 。
研究所 の建物 は 、 既 に 百年以上 た っ て お り ま す 。 し
か し 、 そ の 内部 に は冷却水管、 圧縮空気管、 ヘ リ ュ ウ
ム 回収管等が張 り 巡 ら さ れ て お り 、 最新の研究所 の 建
物 と 同等の機能を備え て い ま す 。 こ の よ う に 外観 を 保
存す る た め、 大学で は 多 く の配慮 と 費用 を払 っ て い る
よ う です O 私の 周 囲 に い た若 い大学院生 も 、 異 口 同 音
に 古 い建築物 の 良 さ を述べて い ま し た 。
A ク ラ ー レ ン ド ン 研究所の
タ ウ ン ゼ ン ト ビ ル デ ィ ン グ
円。円。
平成 3 年 5 月 発行 品.... 寸』
:=:=:1 現在、 オ ッ ク ス フ ォ ー ド の東 側 の 郊外 に ロ パ ー と い
う 国産車の工場 が あ り ま す 。 大学 は 、 こ の工場建 設 に
に反対 し た よ う で す 。 自 動車産業の高 い賃金 に
り 、 大学 は 、 オ ッ ク ス フ ォ ー ド に お け る 最大 の 雇 用 者
で な く な る た め です 。 全 て を 中世 の ま ま 保存 し た い と
考 え て い る 大学 に と っ て 、 時代 と と も に 変 わ っ て い く
街 の 景観 や 人 々 の 生活様式 は 嘆 き の対象の よ う で す 。
関 イ系
法 律
。 恩給法等の一部を改正す る 法 律 （ 6 )  3 .30 
。 国立学校設置法及 び学校教育法の一部を
・ 改正す る 法律 （23) 4 . 2 
。 学校教育法等の 一部 を改正す る 法律 （25) 4 2 
政 令
。 旅券法施行令の一部 を改正す る 政令 （22) 3 . 8 
。 国立学校設置法施行令 の 一部 を改正す る
政令 （80) 3 . 30 
。 国立学校設置法施行令の 一部 を改正す る
政令 （ 116) 4 . 12 
。 日 本体育 ・ 学校健康 セ ン タ 一 法施行令 の
一部を改正す る 政令 （151) 4 . 26 
省 令
。 学校教育法施行規則 の一部を改正す る 省
令 （文部 1 ) 3 . 15 
。 国家公務員等共済組合法施行規則 の一部
を改正す る 省令 （大蔵 9 ) 3 .25 
。 旅券法施行規則 の一部 を 改正す る 省令
（外務 5 ) 3 .28 
。 国立学校設置法施行規則 の一部 を 改正す
る 省令 （文部 7 ) 3 .29 
。 国立大学の 学科及 び課程並 び に 講座及 び
学 科 目 に 関す る 省令 の 一部 を 改正す る 省
令 （同 8 ) 3 . 29 
。 文部省設置法施行規則の一部 を改正す る
省令 （同 10) 3 .30 
。 国立大学の 大学附置の 研究所 の研究部門
に関す る 省令の一部を 改正す る 省令
（同 11 ) 3 . 30 
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彼の地 に 10か月 間滞在 し 、 速 い テ ン ポ で建設 と 破壊
繰 り 返 し 変化 し て い く 日 本の社会現
歩 と い え る の だ ろ う か と い う 疑問 を 持 ち ま し た 。
筆者は、 平成 2 年度文部省在外研究員 （ 若手教 官） と し 、（ 日成 2 年 6 月 1 日 か ら平成 3 年 4 月 1 日 ま で の 問 、 ）
「超低温核整列の核磁気共鳴法に よ る希土類金属間化合物 j
の磁性の研究」 の た め 、 連合王国へ外国出張さ れ ま し た 。 J
法 A-.. ．ロ
。 文部省定員規則 の一部 を改正す る 省令
（ 同 13)
。 文部省設置法施行規則の一部 を改正す る
省令 （同 14)
。 国立大学 の大学附置 の研究所の研究部門
に 関 す る 省令等の一部を改正す る 省令
（同 16)
。 大学共 同利用機関組織運営規則の一部を
改正す る 省令 （同 17)
。 国立学校設置法施行規則 の一部を改正す
る 省令 （同19)
。 教育公務員特例法施行令第 1 条 の 規定 に
基づ き 大学院に置か れ る 研究科の長を定
め る 省令の 一部を 改正す る 省令 （同20)
。 国立大学の 学科及 び課程並 び に講座及 び
学科 目 に 関す る 省令 の一部を改正す る 省
令 （ 同21)
。 日 本体育 ・ 学校健康 セ ン タ 一 法施行規則
の 一部を 改正す る 省令 （同22)
規 則
。 人事院規則 10- 4 （職員の 保健及 び安全
保持） の一部を 改正す る 人事院規則
（人事院 10- 4- 2)
。 人事院規則 9 - 1 （非常勤職員 の給与）
の一部を改正す る 人事院規則 （同 9- 1
- 7) 
。 人事院規則 9 - 2 （俸給表 の適用範囲）
の 一部 を改正す る 人事院規則lj （同 9 - 2
- 11 )  
。 人事院規則 9 - 6 （俸給の調整額） の ー
部 を 改正す る 人事院規則 （同 9- 6- 18)
4 . 12 
4 . 12 
4 . 12 
4 . 12 
4 . 12 
4 . 12 
4 . 12 
4 . 30 
3 . 15 
4 .  1 
4 1 
4 . 1  
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。 人事院規則 9 - 8 （初任給 、 昇格、 昇 。 人事院規則 16 - 4 （補償及 び福祉施設の
給等の 基準 ） の一部 を 改正 す る 人事院規 実施） の一部を改正す る 人事院規則
fttJ （ 同 9 - 8- 15) 4 . 1  （同 16 4 - 8) 4 . 12 
。 人事院規則 9 17 （俸給 の特別調整額）
の一部 を改正す る 人事院規則 （同 9- 告 示
17 - 29 )  4 . 1  。 平成 4 年度科学研究費補助金の研究課題
。 民間派遣研修 （ 同 10- 9 )  4 . 1  を公募す る 件 （文部18) 3 .20 
。 人事院規則16- 3 （災害を受 け た 職員 の 。 平成 3 年度大学入学資格検定 の施行期 日
福祉施設） の一部 を改正す る 人事院規則 等 を告示 （同21) 3 .26 
（同 16 - 3- 14) 4 . 12 。 教員 の 免許状授与 の所要資格 を得 さ せ る




第 3 回 学長候補者選挙管理委員会 （ 3 月 4 日 ）
（課 題 ）
(1) 前回記録の 確認 に つ い て
(2) 学長候補適任者推薦書 の 確認 に つ い て
(3) 予備選挙候補者 の公示 に つ い て
(4) 予備選挙不在者投票 の 取扱 い に つ い て
(5) 予備選挙の実施方法 に つ い て
(6) そ の 他
第 1 回放射性 同位元素委員会 （ 3 月 11 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  委員長 の 選 出 に つ い て
(2) 富 山大学廃液処理施設放射線障害予防規則 （案）
に つ い て
(3) 富 山大学廃液処理施設の 放射線取扱主任者の 指
名 に つ い て
第 3 回放射性 同 位元素総合 実験室運 営 委員会
( 3 月 11 日 ）
（審議事項 ）
(1) 平成 3 年度放射性同位元素総合実験室使用許可
申 請 に つ い て
(2) 放射線防護設備 に つ い て
第 6 回大学院委員会 （ 3 月 15 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  富山大学大学院学則 の 一部改正 に つ い て
(2) 富山大学学位規則の一部改正 に つ い て
(3) 富山大学大学院経済学研究科規則 の制定 に つ い
て
(4) 富山大学大学院経済学研究科委員会規則 の 制 定
に つ い て
(5) 平成 3 年度富山大学大学院経済学研究科 （ 修 士
課程 ） 学生募集要項 に つ い て
(6) 平成 3 年 3 月 富 山 大学大学院人 文科学研究科
（修士課程 ） ， 理学研究科 （ 修 士 課 程 ） 及 び工 学
研究科 （修士課程） 修了者の認定 に つ い て
第 1 7 回評議会 （ 3 月 15 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  富 山大学学則の一部改正 に つ い て
(2) 富山大学大学院学則 の一部改正 に つ い て
(3) 富山大学学位規則の一部改正 に つ い て
(4) 富山大学大学院経済学研究科規則 の制定に つ い
て
(5) 富山大学大学院経済学研究科委員会規則の制定
に つ い て
(6) 富山大学専攻科規則 の一部改正 に つ い て
(7) 富山大学教育学部規則の一部改正 に つ い て
(8) 富山大学経済学部規則の一部改正 に つ い て
(9) 富山大学大学教育改善検討専門委員会規則 の 制
定 に つ い て
閥 次期学長候補者選挙 に つ い て
日1) 次期学生部長候補者の選考 に つ いて
tu 円d
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間 平成 3 年 3 月 卒業者及 ひ．修了者の認定 に つ い て
第 4 回 学長候補者選挙管理委員会 （ 3 月 15 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  前回記録 の 確認 に つ い て
(2) 本選挙の実施方法 に つ い て
(3) 本選挙の 公示 に つ い て
(4) 本選挙候補者の経歴書の配付 に つ いて
(5) そ の他
第 1 8 回 評議会 （ 臨 時 ） ( 3 月 19 日 〉
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度富山大学入学者選抜試験合格者 の 判
定 に つ い て
第 4 回 国 際交流委員会 （ 3 月 19 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 2 年度富山大学国際交流事業基金決算 に つ
い て
(2) 平成 3 年度富山大学国際交流事業基金予算 （案）
に つ い て
(3) 平成 3 年度富山大学国際交流事業基金 に よ る 各
種事業 の 選択 に つ い て
第 3 回 水 素 同 位体機能研究セ ン タ ー運営委員会
( 3 月 20 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 4 年度歳出概算要求 に つ い て
(2) 研究報告投稿規定 に つ い て
(3) 専門委員会 に つ い て
(4) セ ン タ ー長 の 選考 に つ い て
(5) そ の 他
第 4 回情報処理 セ ン タ ー運営委員会 （ 3 月 26 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 4 年度歳出概算要求 に つ い て
(2) そ の 他
第 5 回 学長候補者選挙管理委員会 （ 3 月 29 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  前回記録 の 確認 に つ い て
(2) 本選挙資格者名 簿 の 確認 に つ い て
(3) 本選挙 の 実施方法 に つ い て
1 . 本選挙 の 実施案内 に つ い て
2 . 本選挙投票所の 管理者， 投票 （開票 ） 立 会 人
及 び投票所事務担 当 者 に つ い て
3 . 投票所 の設置 に つ い て
(4) そ の 他
第 1 回事務協議会 （ 4 月 12 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  当 面 の 諸問題 に つ い て
第 6 回 学長候補者選挙管理委員会 （ 4 月 15 日 ）
（議 題 ）
(1)  前回記録 の確認 に つ いて
(2) 本選挙不在者投票の実施状況 に つ い て
(3) 本選挙 の実施 に つ い て
1 . 本選挙資格者の確定 に つ い て
2 . 投票用 紙の確認 に つ い て
3 . 本選挙投票所の 管理者， 投票 （開票 ） 立 会 人
及 ひ．投票所事務担 当者 の 確認 に つ い て
4 . 投票時閣 の 確認 に つ い て
5 . 投票所の確認 に つ い て
(4) そ の他
第 7 回学長候補者選挙管理委員会 （ 4 月 16 日 ）
（議 題 ）
(1 )  本選挙 の 投票結果の確認 に つ い て
(2) 本選挙結果 の 公示 に つ い て
(3) そ の他
第 1 回評議会 （ 臨 時 ） ( 4 月 16 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  次期学長候補者 に つ い て
(2) そ の他
第 1 回 大学院委員会 （ 4 月 19 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度富山大学大学院経済学研究科 （ 修 士
課程） 入学試験合格者の判定 に つ い て
(2) 富 山大学大学院学則 の一部改正 （案〉 に つ い て
第 2 回評議会 （ 4 月 19 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度富山大学理学部定員一部留保第 2 次
no qu 
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募 集 の合格者の判定 に つ い て
(2) 富山大学名 誉教授称号授与 に つ い て
(3) 富山大学学則の 一部改正 に つ い て
(4) 富山大学大学院学則 の 一部改正 に つ い て
(5) 富山大学教育学部規則 の 一部改正に つ い て
(6) 富山大学専攻科規則 の 一部改正 に つ い て
(7) 富山大学放射性同位元素委員会規則 の 一部改正
に つ い て
(8) 富 山 大学水素同位体機能研究 セ ン タ 一 規 則 の ー
部改正 に つ い て
(9) 富山大学廃液処理施設放射線障害予防規則 の 制
定に つ い て
側 富山大学大学教育改善検討専門委員会規則 の 制
定 に つ い て （継続）
Ull そ の 他
第 1 回放射性同位元素総合実験室運営委員会
( 4 月 23 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平成 3 年度総合実験室使用 許可申 請 に つ い て
(2) 平成 2 年度運営費決算及 び平成 3 年度運営費予
算 （案 ） に つ い て
(3) そ の ｛也
第 1 回 入学試験管理委員会 ・ 第 1 回 入学者選抜方 法 研
究委員会 の 合 同 委員会 （ 4 月 23 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  平成 4 年度第10回入学試験管理委員会 （持 ち 回
り ） に つ い て
報 第324号
(2) 平成 4 年度入学者選抜に お け る 大学入試セ ン タ ー
試験 の教科 ・ 科 目 等の利用方法 に つ い て
第 1 回授業料等減免選考委員会 （ 4 月 25 日 ）
（議 題 ）
( 1) 平成 3 年度学部入学生の 入学料免除者の選考 に
つ い て
第 1 回 補導協議会 （ 4 月 25 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  第36回大学祭 に つ い て
(2) 第 16団体育祭 に つ い て
(3) そ の他
第 1 回 附 属 図 書館商議会 （ 4 月 25 日 ）
（報告事項 ）
( 1 )  第42回北信越地区国立大学図書館協議会 に つ い
て
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度附属図書館運営費 に つ い て
(2) C D - R O  M に つ い て
第 1 回 低温液化室運営委員会 （ 4 月 26 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  運営委員長の 選 出 に つ い て
(2) 平成 2 年度低温液化室運営費決算 に つ いて




学 内 規 則
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富山大学学則の一部改正
富 山大学学則の一部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 15 日
富 山大学長 大井信一
富 山 大学学則 の一部 を 改正す る 学 則
富山大学学則 （昭和59年 3 月 12 日 制定） の一部を次のよ う に 改正す る 。
別表第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。 rn11添 1 の と お り ）
別表第 3 を 次の よ う に 改 め る 。 （別添 2 の と お り ）
円I円。
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別表第 4 中 「18,900円 」 を 「20 ,900円」 に ， 「9 ,500円」 を 「10,500円 」 に 改 め る 。
附 則
1 こ の学則 は， 平 成 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。 た だ し ， 別表第 3 の 改正 に つ い て は， 平成 2 年 4 月 1 日 か ら 適
用 し ， 平成元年度以前の 入学者 に つ い て は， な お， 従前 の 例 に よ る 。
2 �IJ表第 2 に定 め る 総定員は， 同表の規定に か か わ ら ず， 平成 3 年度か ら 平成 5 年度 ま で は， 次の と お り と す る 。
弓.ut 部 且寸zニ．・ 科 等 平成 3 年度 平成 4 年度 平成 5 年度
人 文 ふ弓且与， 科 380人 380人 380人
人 文 》す込皐与． 部 雪ロ五ロ 弓ム孟ゐ:. 文 弓AふL4与 科 380 380 380 
計 760 760 760 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 400 400 400 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 200 200 200 
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 80 80 80 
教 育 子ぷ比 部
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 120 120 120 
情 報 教 育 課 程 160 160 160 
計 960 960 960 
経 済 弓A斗二4 科
昼 間 主 コ 一 ス 591 606 621 
夜 間 主 コ 一 ス 80 80 80 
経 営 Aす孟4ーー 科
昼 問 主 コ 一 ス 496 496 496 
経 済 弓＂＂＇＂一 部
夜 間 主 コ 一 ス 80 80 80 
経 営 法 弓ぷ且与． 科
昼 間 主 コ ス 408 408 408 
夜 間 主 コ 一 ス 80 80 80 
計 1 735 1 , 750 1 765 
数 �主4与－ 科 182 192 202 
物 理 Aヲ以L． 科 188 188 188 
化 弓,u.ん二 科 172 172 172 
理 A弓U与， 部
生 物 A子主ι 科 140 140 140 
地 球 科 品－子... 科 128 128 128 
5十 810 820 830 
電 子 情 報 工 学 科 396 528 528 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 202 303 404 
工 子A孟t 部 物 質 工 弓J品ユ4 科 166 249 332 
化 学 生 物 工 学 科 172 258 344 
計 936 1 338 1 , 608 
{'-コ 5十 5 ,201 5 ,628 5 , 923 
3 平成 3 年 3 月 31 日 以後引 き 続 き 在学 し て い る 研究生， 聴講生及 び特別聴講学生 に 係 る 授業料 の 額 は， 学則そ の
他の規則 に 定 め ら れ た在学期 間 （在学期間 が延長 さ れ た場合で， 当 該延長期間 の始期が平成 3 年 4 月 1 日 以後で
あ る も の を 除 く 。 ） が満了す る ま で の 聞 は， 従前の額 と す る 。
no n4U 




でムふ子tー 部 Aすd与ら 科 等 入学定員 総 定 員
人 文 子A以． 科 95人 380人
人 文 学 部 雪関玄CJ A弓以二， 文 号A以与， 科 95 380 
計 190 760 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 400 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 200 
教 育 学 部
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 20 80 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 120 
情 報 教 育 課 程 40 160 
言十 240 960 
経 済 品7左－． 科
昼 間 主 コ ス 159 636 
夜 間 主 コ 一 ス 20 80 
経 営 A守ふt 科
昼 間 主 コ 一 ス 124 496 
経 済 学 部
夜 間 主 コ 一 ス 20 80 
経 戸邑,.... 法 ヲ品ムー 科
昼 間 主 コ 一 ス 102 408 
夜 間 主 コ 一 ス 20 80 
言十 445 1 780 
数 ザ""t 科 53 212 
物 理 ザ，.，，ー． 科 47 188 
A守U与， 
化 守A且L， 科 43 172 
理 部 ー一一 一’ー由
生 物 寸ム以:C 科 35 140 
地 球 科 守""t 科 32 128 
計 210 840 
電 子 ↑青 報 工 且子-4 科 132 528 
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 101 404 
工 A寸H与， 部 物 質 工 A子ム4二． 科 83 332 
化 守Aふん二 生 4tl 工 A弓以L． 科 86 344 
計 402 1 , 608 
fj- 計 1 ,487 5 ,948 
備考 経済学部の 「昼間主 コ ー ス 」 と は， 主 と し て 昼間 に授業 を 行 う コ ー ス を， 「夜間主 コ ー ス 」 と は， 主 と し て
夜間 に授業を行 う コ ー ス を い う 。
QU 円4U
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別表第 3
学 部 名 学 科 等 名
人文学部 人 文 守＂ー＂＇. 科
語 学 文 学 科
教育学部 小 学 校 教 員
養 成 課 程
中 学 校 教 員
養 成 課 程
養 護 学 校 教 員
養 成 課 程
幼 稚 園 教 員
養 成 課 程
経済学部 経 済 且子4 科














教 諭 一 種
高 等 学 校 教 否；；＂目hリ 一 種
中 守;u-<与． 校 教 5命 一 種
中 子ふ孟ゐ:.. 校 教 5命 種
中 ふ子孟ι 校 教 三回b目リ' 一 種
中 ぷラM与』 校 教 f面；，／.目、リ 一 種
高 等 学 校 教 5命 一 種
高 等 学 校 教 5命 一 種
高 等 学 校 教 �，＜目hIJ 一 種
高 等 学 校 教 ラ;ilfij 一 種
ヲ,u.ι 校 教 吾；；＂目Lリ 一 種
中 ふす込！＿与 校 教 号日2目リ' 種
中 A弓"t 校 教 ラ日A目日、 種
中 号""t 校 教 主日主左目h日 一 種
中 A弓t 校 教 三；；＂目hリ 種
中 弓A以与， 校 教 5命 種
中 且-Tι－ 校 教 自命 種
中 A弓以L． 校 教 三回ι目リ 種
中 弓；＞；.＇－二． 校 教 一言jjiJ 種
中 点守且二． 校 教 首命 一 種
中 子»'- 校 教 E命 一 種
高 等 学 校 教 号面t目hリ 一 種
高 等 学 校 教 5命 種
高 等 学 校 教 5日4目li、 一 種
高 等 学 校 教 自命 種
高 等 学 校 教 日嗣j 一 種
高 等 学 校 教 一目前 一 種
高 等 学 校 教 5命 一 種
高 等 学 校 教 百合 一 種
高 等 学 校 教 E命 一 種


































高 等 学 校 教 号日d目hリ 一 種 免 許 状
養 護 学 校 教 E命 種 免 許 状
幼 椎 圏 教 �·必HU 種 免 許 状
中 子－ー 校 教 ユ日i目JJ、 種 免 許 状
高 等 学 校 教 f回eA目 一一 種 免 許 状
高 等 学 校 教 －面2目誌リ 一 種 免 許 状
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経 済 弓，»ゐ乙 科 中 守＂＂！： 校 教 号•＇－目hlj 一 種 免 許 状 社 メ3』:;; 
（ 夜 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 諭 種 免 許 状 地 理 歴 史
高 等 学 校 教 5命 種 免 許 状 公 民
高 等 学 校 教 諭 種 免 許 状 商 業
経 戸昌孟4弘 寸ムιー 科 中 子A主ゐ 校 教 5命 種 免 5午 状 社 メz』＝ 
（ 昼 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 諭 種 免 許 状 地 理 歴 史
高 等 学 校 教 諭 種 免 許 状 公 民
高 等 学 校 教 5命 一 種 免 言午 状 商 業
経 営 ふ弓且L． 科 中 み弓且与． 校 教 i命 一 種 免 許 状 社 ムコ三
（ 夜 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 �前A 一 種 免 許 状 地 理 歴 史
高 等 学 校 教 山首目u 一 種 免 許 状 公 民
高 等 学 校 教 a員＞A削 一 種 免 言午 状 商 業
経 営 法 学 科 中 ふ弓注t 校 教 Z首山剛j 種 免 許 状 社 止コ玉,. 
（ 昼 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 三U品ti 一 種 免 許 状 地 理 歴 史
高 等 学 校 教 Z首山即リ 一 種 免 許 状 公 民
経 営 法 学 科 中 A子主l与弘 校 教 号日必目hリ 種 免 許 状 社 」z』:;; 
（ 夜 間 主 コ ー ス 〉 高 等 学 校 教 5命 種 免 言午 状 地 理 歴 史
高 等 学 校 教 自由 一 種 免 許 状 公 民
理 学 部 数 守A主ι二 キヰ 中 ぶ寸主主ー． 校 教 主ロ主 ι目。 種 免 許 状 数 子ム主t
高 等 学 校 教 告日辺目、lj 種 免 許 状 数 A子>4 
物 理 弓A主4二． 科 中 ヲA斗t 校 教 E命 種 免 許 状 理 キヰ
高 等 学 校 教 諭 種 免 言午 状 理 科
化 A弓以二， 科 中 A弓以L， 校 教 �剛Aリ 種 免 言午 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 理 科
生 物 予A主4 キヰ 中 ザA以ー． 校 教 �1目hリ 種 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 吾cilii 種 免 言午 状 理 科
地 球 科 学 科 中 A寸以L， 校 教 号日A目。' 種 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 5命 種 免 許 状 理 科
工 学 部 電 子 情 報 工 学 科 高 等 学 校 教 ユ面i目li、 種 免 言午 状 工 業
機械 シ ス テ ム 工 学 科 高 等 学 校 教 gfij 種 免 E午 状 工 業
物 質 工 学 科 高 等 学 校 教 さa子i目hリ 種 免 言午 状 工 業
化 学 生 物 工 学 科 高 等 学 校 教 ラtiilii 一 種 免 許 状 工 業
砂 富 山 大学 学 則 の 改正理由
1 平成 3 年 度 に 経済学部 及 び理学部 の 学生定員増が図 ら れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
2 教育職員 免許法 （昭和24年法律第 147号 ） に 基 づ き ， 教 員 の 免許状授 与 の 所要 資格 を 得 さ せ る た め の 課 程 と し
て 認定 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
3 平成 2 年 1 1 月 1 日 付 け 文高学第232号 ・ 文部 事務 次官通達 に 基 づ き ， 研究生， 聴講生及 び 特 別 聴 講 学 生 に 係 る
授業料 を 改 訂す る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
A喧
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富 山 大学教育学部規則 の一部改正
富 山大学教育学部規則 の一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 15 日
富 山大学長 大井信一
富 山 大学教育学部規則 の一部 を 改正す る 規則
富 山 大学教育学部規則 （昭和27年 4 月 18 日 制 定 ） の
一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 Il （ ロ ） ， 別 表 ill （ ロ ） 社会専攻 及 び 別 表 立 を
次 の よ う に 改 め る 。 （別添 1 か ら 別添 3 の と お り 〕
附 則
こ の規則 は ， 平成 3 年 3 月 15 日 か ら 施行 し ， 平 成 2
年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。 た だ し ， 平成元年度 以 前 の
入学生に つ い て は， な お 従前 の 例 に よ る 。
別 表 Il （ ロ ） 別添 1
教科教育法 に 関す る 授業科 目
小 学 校 教 員 養 成 課 程 中 学 校 教 員 養 成 課 程
養護学校教員養成課程（第一類） 養護学校教員養成課程（第二類）
授 業 科 目
開設
授 業 科 目
開設
単位 単位
国 語 科 教 育 法 （小） 2 国 語 科 教 育 法 （中） 2 
社 会 科 教 育 法 （小） 2 社 会 科 教 育 法 （ 中 ） 2 
算 数 科 教 育 法 （小） 2 数 学 科 教 育 法 （中） 2 
理 科 教 育 法 （小） 2 理 科 教 育 法 （ 中） 2 
生 活 科 教 育 法 （小） 2 音 楽 科 教 育 法 （ 中） 2 
音 楽 科 教 育 法 （小） 2 美 術 科 教 育 法 （中） 2 
図画工作科教育 法 （小）
2 
保健体育科教育 法 （ 中 ）
2 
家 庭 科 教 育 法 （小） 2 技 術 科 教 育 法 （ 中 ） 2 
体 育 科 教 育 法 （小） 2 家 庭 科 教 育 法 （ 中 ） 2 
英 語 科 教 育 法 （ 中 ） 2 
地理歴史科教育 法
2 
公 民 科 教 育 法 2 
書 道 科 教 育 法 2 
工 業 科 教 育 法 2 
商 業 科 教 育 法 2 
計 18 計 30 
備考 指定以 外 の も の は， 選択単位 と し て 認定す る 。
円48生




ネ上 メコ2、Z、 専 攻
学 専 門 教 育 l苅 小学校教員 中 学 校 教 員 養 成 課 程 養護学校教員
科 科 目 授 業 科 目 設 設 成 課 程 共 通 歴 史 地 理 法律 ・ 社会 ・ 経済 養 成 課 程w. 第 一 類目 ｜ヌ 分 等 位 必 選 必 必修 必 選 必 選 必 選 �、 選 必 選 必 選 必 選 必
日 本 史 学 概 論 2 2 2 2 
日 本 史 学 各 論 I 2 2 2 2 2 2 
歴 日 本 史 日 本 史 学 各 論 E 2 2 2 2 2 2 
日 本 史 学 演 習 4 4 * 2 2 4 4 
東 i羊 史 学 2 2 2 2 2 
史 及 び 西 洋 史 学 概 論 2 2 2 2 
西 洋 史 学 各 論 I 2 2 2 2 2 2 
西 洋 史 学 各 論 E 2 2 2 2 2 2 
学 外 国 史 西 洋 史 学 演 習 4 * 2 2 4 4 
史 学 概 去画ι問 2 2 2 2 2 
考 古 学 2 2 2 2 
地 理 学 総 論 I 2 2 2 
地 理 学 総 論 II 2 2 2 
地 誌 学 I 4 2 2 2 2 2 
I也 地 誌 学 II 4 2 2 2 2 4 2 
人 文 地 理 学 各 論 I 2 2 2 2 2 
人 文 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 2 2 
理 地 理 学 人 文 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 
人 文 地 理 学 各 論 N 2 2 2 2 
自 然 地 理 学 各 論 I 2 2 2 2 2 平.�， 自 然 地 理 学 各 論 E 2 2 2 2 
地理学演習 I （ 巡検を含む。） 5 5 * 3 2 5 
地理学演習 II （ 巡検を含む。） 5 5 * 3 2 5 
地 図 持寸aー． 2 2 2 2 
法学概論（国際法を含む 。 ） 2 2 2 2 
法 法律学、 憲 法 2 2 2 2 2 
律 法 f翠 学 各 毛｛＇附' 2 2 2 2 
学 政 治 学 法 律 学 i!li 三ヒ割』 4 4 4 * 2 2 
政治学（国際政治を含む。） 2 2 2 2 2 2 
社 会 学 概 論 2 2 2 2 
社 社 会 学 概 論 II 2 2 4 2 2 2 2 
ぷ三三泳 社 会 学 各 論 I 2 2 2 2 
社 会 学 各 論 II 2 2 2 2 2 
学 社会学、 社 会 学 各 論 E 2 2 2 2 社 � 学 演 習 4 4 4 * 2 2 
経 済 学 経済原論 I （国際経済を含む。） 2 2 2 2 経 経 済 原 圭員左同‘ II 2 2 2 2 2 2 
済 経 済 政 策 2 2 2 2 経 済 史 2 2 2 2 
学 国 民 所 得 二6号左岡与 2 2 2 2 
経 済 学 演 習 4 4 4 * 2 2 
哲 学 2 2 2 
哲 学、 ｛命 理 学 2 2 2 
倫理学、 刃�ミ 教 学 2 2 2 2 
宗教学、 iC;、 理 ：ι、子υ 概 号，｛＇＂問 2 2 2 2 
心理学 社 会 I心 理 学 2 2 2 2 
言＂及j乙，，、' 知 J心 理 学 2 2 2 2 
社 社会科教育 社会科教育演 習 （地 理 歴 史 ） 2 2 2 2 社 会 科 教 育 演 習 （ 公 民 ） 2 2 2 2 Zメ』三 社会科特別講義 （ 地 理 歴 史 ） 4 4 4 4 科 社 会 科 特 別 講 義 （ 公 民 ） 4 4 4 4 教 基本科目 基 本 社 会 2 育 特設科 目
128 12 22 12  2 4 12 3 3 12  2 4 1 8  6 
（巡検 1
を 含 む ）
（ ＋ 共通必修22) （ ＋ 共通必修22)
12 40 40 40 24 
特 別 研 究 必 修 1 0 単 位
備考 教科教育法は， 自lj表 II （ ロ ） ， 基本科 目 は， 日lj表皿 （ イ ） に一覧で示す。 ＊ いずれか l 科 目 を履修す る 。
円da品晶
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別表 政 別添 3
取 得 で き る 免 許 状 の 種 類
課 程 免 言午 状 の 種 類
小 学 校 教 員 養 成 課 程 小 学 校 教 諭 1 種 免 許 状
中 学 校 教 諭 1 種 免 許 状 高 等 学 校 教 諭 l 種 免 許 状
の 教 手ヰ の 教 科
国 宝関玄"' 国 宝ロ五"' 
社 コよZ』 地 理 歴 史
数 A子，.，与弘 公 民
理 科 数 一A子以．
中 学 校 教 員 養 成 課 程 2日C:: 楽 理 科
美 術 ＝回:C:: 楽
保 健 体 育 美 術
技 術 書 道
家 庭 保 健 体 育
英 宝ロ玉"' 家 庭
英 雪n五Cl 
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 養 護 学 校 教 諭 1 種 免 許 状
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 幼 稚 園 教 諭 1 種 免 許 状
備考 教育職員免許法施行規則 に 定 め る 所定 の 単 位 を 修得 し た と き は， 所 属 課 程 以 外 の 免 許 状 を あ わ せ て 取 得 す
る こ と が で き る 。
砂 富 山 大学教育学部規則 の 改正 理 由
教員免許状取得 の た め に 必要 な 授業科 目 及 び単位数 を整備 し ， 所要事項 を 改 め る 。
富山大学学則 の一部改正
富 山 大学学 則 の 一部 を改正す る 学 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山 大学学則 の 一部 を 改 正 す る 学員lj
富 山 大学学買lj （昭和59年 3 月 12 日 制定 ） の一部 を 次
の よ う に 改正す る 。
第 6 条第 2 項 中 「人文科学研究科」 を
「人文科学研究科
に 改 め る 。
経 済 学 研 究 科 」




こ の 学 則 は， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。
砂 富 山 大学学則 の 改正 理 由
平成 3 年 度 に 大学 院経済学研究科が設置 さ れ た た
め， 所要事項 を 改 め る 。
平成 3 年 5 月 発行 岸..... まーー 報 第324号
富 山 大学大学院学則 の一部改正
富 山大学大学院学則 の一部 を 改正 す る 学則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山 大 学大学院学則 の一部を 改正す る 学 則
富 山大学大学院学則 （昭和53年 4 月 1 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
人文科学 研 究 科第 3 条 中 「人文科学研究科」 を 「 経 済 学 研 究 科 」
改 め る 。
第 6 条 中 「 日 本 ・ 東洋文化専攻， 西洋文化専攻」 を
「 日 本 ・ 東洋文化専攻， 西洋文化専攻
経済学研究科 に 改 め る 。
地域 ・ 経済政策専攻， 企業経営専攻」
第 1 1 条 の 次 に 次の 1 条 を 加 え る 。
（教育方法 の 特例 ）
第 1 1 条 の 2 教育上特別の 必要 が あ る と 認 め ら れ る 場
合 に は ， 夜間 そ の他特定 の 時 間 又 は 時期 に お い て 研 究
指導 を 行 う 等 の 適 当 な 方 法 に よ り 教育 を 行 う こ と が で
き る 。
第22 条 中 「人文科学研究科 文学修士」 を
「人文科学研究科 文学修士 に 改 め る 。経 済学研究科 経済学修士」
別表第 l 中














人文科学 日 本 ・ 東洋文化専攻 5人 10人
研 究 科 西 洋 文 化 専 攻 5 10 計 10 20 
経 済 学 地域 ・ 経済政策専攻 4 8 
研 究 科 企 業 経 営 専 攻 4 8 計 8 16  
日lこ ，
メc:"ヨ 計 114 228 Lを
メc:"コ 計 122 244 
改め る 。
富 山 大学長 大井信一
附 fllj
1 こ の 学則 は， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 別表第 1 に 定 め る 総定 員 は ， 同 表 の 規定 に か か わ
ら ず， 平成 3 年度 は， 次 の と お り と す る 。
研 究 科 名 専 攻 名 総定員
人 文 科 学 日 本 ・ 東洋文化専攻 10人西 洋 文 化 専 攻 10 研 ηプ』L 科 計 20 
地域 ・ 経済政策専攻 4 経 済 $: 企 業 経 営 専 攻 4 研 弓7恒L 科 言十 8 
数 Aす主与::.. 専 攻 16 
物 理 学 専 攻 16 
イヒ ふ弓込且与， 専 攻 20 理 学 研 究 科 生 物 学 専 攻 16 
地 球 科 学 専 攻 16 
計 84 
電 気 工 学 専 攻 20 
工 業 化 学 専 攻 20 
金 属 工 学 専 攻 16 
機 械 工 学 専 攻 20 工 学 研 究 科 生 産 機 械 工 学 専 攻 16 
化 学 工 学 専 攻 16 
電 子 工 学 専 攻 16 
言十 124 
メ� 計 236 
砂 富 山 大学大学院学則 の 改正理 由
平成 3 年 度 に 大学院経済学研究科が設置 さ れ た た
め ， 所要事項 を 改 め る 。
戸同uan官
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富 山 大学学位規則 の一部改正
富 山大学学位規 則 の 一部 を 改正す る 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山 大学学位規則の一部 を 改正す る 規則
富 山大学学位規則 （昭和40年 1 月 22 日 制定 ） の 一 部
を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 2 条第 2 項 中 「文学修士」 を
「文 学 修 士 に 改 め る 。経済学修士」
第 4 条 中 「学位論文」 を 「学位論文 （本 学 大 学 院 学
則第21 条第 3 項 の 規定 に よ る 特定 の 課題 に つ い て の 研
究 の 成果 を 含 む 。 以下同 じ 。 ） 」 に 改 め る 。
第 13 条 中 「文学修士 （富山大学） 」 を
「文 学 修 士 （富 山大学） に 改 め る 。経 済学修士 （富山大学） 」
富 山大学長 大井信一
別 表 中 「文、 理又 は工」 を
「文 、 経、 理又 は工」 に 改 め る 。
附 則
こ の 規則 は， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。
砂 富 山 大学学位規則 の 改正理由
平成 3 年 度 に 大学 院経済学研究科が設置 さ れ た た
め ， 所要事項 を 改 め る 。
富山大学専攻科規則 の一部改正
富 山大学専攻科規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山 大学専攻科規則 の一部 を 改正す る 規則
富 山大学専攻科規則 （昭和59年 3 月 12 日 制 定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 2 条 中 「経済学専攻科 経理経営専攻 1 0名 」 を 削
る 。
第 6 条 中 「， 各 専攻科」 を 「， 専 攻科」 に 改 め る 。
第 9 条 削除
富 山大学長 大井信一
附 員lj
こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
砂 富 山 大学専攻科規則 の 改正理由
平成 2 年 度 に 経済学専攻科が廃止 さ れ る た め ， 所
要事項 を 改 め る 。
QU Aせ
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富 山大学経済学部規則 の一部改正
富 山大学経済学部規 則 の 一 部 を 改正す る 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山 大学経済学部規則 の一部を 改正す る 規則
富 山 大学経済学部規則J （昭和50年 6 月 27 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第20条 を 次 の よ う に 改 め る 。
第20条 削 除
別表第 3 を 削 る 。
富 山 大学長 大井信一
附 員lj
こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
砂 富 山 大学経済学部規則 の 改正理由
平成 2 年 度 に 経済学専攻科が廃止 さ れ る た め ， 所
要事項 を 改 め る 。
富 山 大学大学院経済学研究科規則 の制定
富 山大学大学院経済学研究科規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山 大学大学院経済学研究科規則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の 規則 は ， 富 山大学大学院学則 （ 以 下 「学
JliJ 」 と い う 。 ） 第50条 の規定 に 基 づ、 き ， 富 山 大 学 大
学院経済学研究科 （以下 「研究科」 と い う 。 ） に つ
い て 必要 な 事項 を 定 め る も の と す る 。
（授業科 目 及 び単位数）
第 2 条 研究科に お け る 授業科 目 及 び単位数 は， 別 表
の と お り と す る 。
2 授業科 目 の 配 当 及 び授業時 間 は ， 毎学年 の 始 め に
こ れ を 定 め る 。
（教育方 法 の 特 例 ）
第 3 条 経 済 学 研 究 科 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い
う 。 ） が教育上必要 と 認 め る と き は ， 夜 間 そ の 他 特
定 の 時間 文 は時期 に ， 授業及 び研究指導 を 行 う こ と
が で き る 。
（履修方 法 ）
第 4 条 学 生 は ， 学期 ご と に ， そ の 学期 に 履 修 し よ う
と す る 授業科 目 の 届 け 出 を し な け れ ば な ら な い 。
第 5 条 学 生 は ， 所 属 す る 専 攻 の 授業科 目 に つ い て ，
富 山 大学長 大井信一
必修科 目 8 単位 を 含 め て 30単位以上修得 し な け れ ば
な ら な い 。
2 学生 は， 指導教官 の 許可 を 得 て 所属 す る 専攻 以 外
の 専 攻 の 授業科 目 を 履修 す る こ と がで き る も の と す
る 。
3 前項 の 規 定 に よ り 履修 し た授業科 目 の修得単位 は，
委員会 の 議 に 基づ き ， 第 1 項 に 規定 す る 修了 に 必 要
な 単位 に 含 め る こ と が で き る 。
（単位の認定）
第 6 条 単位修得 の認定 は ， 筆記若 し く は 口 頭 の 試 験
文 は 研究報告等 に よ り ， 授業科 目 担 当 教官が行 う 。
2 前項の認定 を 行 う 時期 は， 学期末 と す る 。 た だ し，
特 別 の 理 由 が あ る と き は， こ の 限 り で な い 。
（成績評価 ）
第 7 条 試験等 に 合格 し た 授業科 目 の 成績評価 は， 優，
良及 び可で表示す る 。
（学位論 文 の 提 出 ）
第 8 条 学生 は， あ ら か じ め 指定 す る 期 日 ま で に 学 位
論文 （学則第21 条 第 3 項 に 規定す る 特定 の 課 題 に つ
い て の 研究 の 成果 を 含 む 。 以下同 じ 。 ） を 提 出 し な
け れ ば な ら な い 。
円iA性
平成 3 年 5 月 発行 品同千
（学位論 文 の 審 査 及 び最終試験 ）
第 9 条 学位論文 の 審査及 び最終試験 は ， 委員会 の 委
嘱 す る 3 名 の 審査委員が こ れ を 行 う 。
報 第324号
委 員 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。
附 則
（ そ の 他 ） こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
第 10条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か， 必要 な事項は，
別表 各 専 攻 授 業 科 目 及 び 単 位 数
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
現代経済の モ デル分析特殊研究 2 0 印 の授業科
O現代経済の モ テソレ分析演習 8 自 の う ち 1 科
地 理 論 経 済 学 経済変動 と 安定化特殊研究 2 目 を必修 と す
0経済変動 と 安定化演習 8 る 。
経済社会構造分析特殊研究 2 
0経済社会構造分析演習 8 
域 上七 較 経 済 論 経済計画理論特殊研究 2 
0経済計画理論演習 8 
． 西欧経済史特殊研究 2 
0西欧経済史演習 8 
経 政 策 科 A弓't 日 本経済史特殊研究 2 
0 日 本経済史演習 8 
経済政策 と 地域産業構造論特殊研究 2 
0経済政策 と 地域産業構造論演習 8 
済 応 用 経 済 弓A以ー． 資源計画特殊研究 2 
。資源計画演習 8 
農業構造 と 地域開発特殊研究 2 
0農業構造 と 地域開発演習 8 
政 東南 ア ジ ア の経済開発特殊研究 2 
0東南 ア ジ ア の経済開発演習 8 
金融 自 由化 と 金融政策特殊研究 2 
0金融 自 由化 と 金融政策演習 8 
策 財政の理論 と 政策特殊研究 2 
0財政の理論 と 政策演習 8 
応用計量経済分析特殊研究 2 
0応用計量経済分析演習 8 
専 労働の マ ク ロ 経済分析特殊研究 2 
O労働の マ ク ロ 経済分析演習 8 
労働政策特殊研究 2 
0労働政策演習 8 
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サ ー ビ ス 経営教育論特殊研究
0 サ ー ビ ス 経営教育論演習
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 特殊研究





マ ー ケ テ ィ ン グ特殊研究





オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ特殊研究























目 単位数 備 考
2 0印 の授業科
8 自 の う ち l 科








































平成 3 年 5 月 発行 ....... 弓ニ 報 第324号
0労使関係 の 変 化 と 法演習




砂 富 山 大学大学 院経済学研究科規則 の 制 定理 由
平成 3 年度 に大学院経済学研究科 が設 置 さ れ た た め ， 必要事項を定 め る 。
富 山 大学大学院経済学研究科委員会規則 の制定
富 山大学大学院経済学研究科委 員 会規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 3 月 30 日
富 山大 学 大学院経済学研究科委員会規則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の 規 則 は， 富山大学大学院学則第49条 第 2
項 の 規 定 に 基 づ き ， 富 山大学大学院経済学研 究 科 委
員 会 （以下 「委員会」 と い う 。 ） の 組 織 ， 審 議 事 項
及 ひ．運営等 に つ い て 定 め る も の と す る 。
（組 織 ）
第 2 条 委員会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 者 を も っ て 組 織
す る 。
(1)  研究科長
(2) 研究科担 当 の専任教員
（審議事項）
第 3 条 委 員 会 は ， 次 に 掲 げ る 事項 を 審議す る 。
(1) 研究科 の 担 当教 員 に 関す る 事項
(2) 教育課程 に 関す る 事項
(3) 試験 に 関す る 事項
(4) 課程修 了 の 認定 に 関 す る 事項
(5) 入学， 退学， 休 学， 転学及 び懲戒 そ の 他 学 生 の
身分 に 関 す る 事項
(6) そ の他研究科の教育， 研究及 び運営に関す る 事項
（議 事 ）
第 4 条 研究科長 は ， 必要 と 認 め た と き 又 は委員 の 3
分 の l 以上か ら 付議す べ き 事項 を 示 し て請求 が あ っ
た と き は， 委 員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。
2 研究科長 に 事故 あ る と き は ， 研究科長 が あ ら か じ
め 指 名 し た 委 員 が そ の 職務 を 行 う 。
第 5 条 委 員 会 は ， 委員 （長期 出 張 中 又 は休職 中 の 委
員 を 除 く 。 ） の 3 分 の 2 以上 が 出 席 し な け れ ば開会
富 山 大学長 大井信一
す る こ と が で き な い 。
2 議事 は， 前項の 出 席者 の 過半数 の 同意 を も っ て 決
す る 。 た だ し ， 富 山 大学学位規則 第10条 に 規 定 す る
事項 に 関 し て は ， 3 分 の 2 以上， 同 第 14条 に 規 定 す
る 事項 に 関 し て は， 4 分 の 3 以上 の 同 意 を も っ て 決
す る 。
（意見 の聴取）
第 6 条 研究科長 が必要 と 認 め た と き は ， 委員以 外 の
者の 出 席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。
（小委 員 会 ）
第 7 条 委員会 に 小委 員 会 を 置 く こ と が で き る 。
2 小委員会 は， 委 員 会 か ら 付託 さ れ た 研究科 の 運 営
そ の 他必要 な事項 に 係 る 原案 の 作 成 に 当 た る も の と
す る 。
（細 則 ）
第 8 条 委員会 は ， 必 要 が あ る と き は ， 細 則 を 定 め る
こ と が で き る 。
（庶 務 ）
第 9 条 委員会 の 庶務 は ， 研究科長 の 指示 に よ り 経 済
学 部事務長 が処理す る 。
附 則
こ の 規則 は， 平成 3 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。
砂 富 山 大学大学院経済学研究科委員会規則 の 制 定理 由
平成 3 年度 に 大学 院経済学研究科が設置 さ れ た た
め ， 同研究科委員会 に 関 し ， 必要事項 を 定 め る 。
nU Fhd 




関係規則 の 整理に関す る 規則 の制定
富山大学学生部入試課 の 設置 に 伴 う 関係規 則 の 整 理 に 関 す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 4 月 12 日
富 山 大学学生部入試課 の 設 置 に 伴 う
関 係 規則 の 整理 に 関 す る 規則
（富山大学入学試験管理委 員会規則 の一部 改 正 ）
第 1 条 富 山 大学入学試験管理委員会規則 （昭和36 年
9 月 8 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 10条 中 「入学主幹」 を 「入試課長」 に 改 め る 。
（富山大学入学者選抜方法研究委員会規則 の一部改正）
第 2 条 富 山大学入学者選抜方法研究委員会規則J （ 昭
和39年 1 2 月 18 日 制定 ） の 一 部 を 次 の よ う に改正す る 。
第 7 条 中 「， 入学主幹」 を 「， 入試課」 に 改 め る 。
（富山大学大学入試 セ ン タ ー 試験実施委員会
規 則 の 一部 改 正 ）
第 3 条 富 山 大学大学入試 セ ン タ ー 試験実施 委 員 会 規
則 （平成元年 5 月 26 日 制定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改
正す る 。
第 6 条 中 「， 入学主幹」 を 「， 入試課」 に 改 め る 。
（富山大学事務電算化委員 会規則 の 一部 改 正 ）
第 4 条 富 山 大学事務電算化委員会規則 （昭和54 年 12
月 21 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 3 条第 1 項第 4 号 中 「， 主幹及 び事務長」 を 「及
び事務長」 に 改 め る 。
（富山大学事務組織規則 の 一部改正）
第 5 条 富 山大学事務組織規則J （昭和39年 1 月 1 日 制
定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正す る 。
第 2 条第 3 項 中 「入学主幹 」 を 「入試課」 に改め る 。
第 4 条第 1 項 中 「， 主幹及 び事務部」 を 「 及 び 事 務
部 J に 改 め る 。
第 10条第 7 号中 「入学主幹」 を 「入試課」 に改め る 。
第 1 1 条 の 2 本文 中 「入学主幹」 を 「入試課 」 に 改 め
る 。
第 16条第 1 項 中 「， 主幹及 び 各事務部」 を 「 及 び 各
事務部」 に 改 め る 。
（富山大学 に お け る 旅行 命 令 権 の 復委任 に 関 す る
規 則 の 一部改正）
富 山 大学長 大井信一
第 6 条 富 山 大学 に お け る 旅行命令権の 復委任 に 関 す
る 規則 （昭和55年 3 月 31 日 制定 ） の 一 部 を 次 の よ う
に 改正す る 。
第 2 条 の 表 学 生 部 長 の 部 中 「， 課 長 及 び 主 幹 」 を
「及 び課長」 に 改 め る 。
（富 山大学文書処理規則の 一部改正 ）
第 7 条 富山 大学文書処理規則 （昭和63年 3 月 31 日 制
定 ） の 一部 を 次 の よ う に改正す る 。
第 17条第 2 項 中 「， 主幹又 は 事務長」 を 「又 は 事 務
長 」 に 改 め る 。
第25条 中 「， 主幹名 又 は 事務長名」 を 「 又 は 事 務 長
名 」 に 改 め る 。
第33条第 2 項 中 「， 主幹及 び事務長」 を 「及 び 事 務
長 」 に 改 め る 。
別表 1 中
「富大入 第 号 入学主幹所管 の も の 」 を
「富大入 第 号 入試課所管の も の 」 に 改 め る 。
様式第 6 号 の 2 （第28 条 関 係 ） 中 「課長 ・ 主 幹 」 を
「課長」 に 改 め る 。
（富山大学文書決裁規 則 の 一部改正 ）
第 8 条 富山 大学文書決裁規則 （昭和48年12月 21 日 制
定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 1 中
「l 課文 は主幹の所掌事務に属
す る 軽易 な も の 主管課長又 は主幹 」 を












平成 3 年 5 月 発行 井ー弘寸ー 報 第324号
「
7 超過勤務， 休 日 勤務， 夜間
｜ 学 長 ｜ 主管課長
勤務の命令
」に
改め， 「 （入学主幹関係） 」 を 「 （入試課 関 係 ） 」
に 改 め る 。
（富山大学公印管理規則の一部改正）
第 9 条 富山大学公印管理規則 （昭和48年 4 月 13 日 制
定） の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 2 学生部 の項中
「
ι 富山大学学生部入学主 l





20 I 入試課長 I II 
長の印
」に
改 め る 。
（富 山大学防火管理規則 の一部改正）
第 10条 富山大学防火管理規則 （昭和39年 9 月 18 日 制
定 ） の 一部 を 次の よ う に改正す る 。
別表第 3 第 3 項第 3 号中 「， 主幹， 事務長」 を 「，
事務長」 に 改 め る 。
附 則
こ の規 則 は ， 平成 3 年 4 月 12 日 か ら 施行 す る 。
砂 富 山 大学学生部 入試課 の 設 置 に 伴 う 関係規則 の 整 理
に 関 す る 規則 の 制 定 理 由
国立大学及 び国立短期大学 の事務局等の部及 び 課
に 関 す る 訓令 （昭和42年文部省訓令第20号） の 一 部
改正 に よ り ， 入学主幹 が廃止 さ れ， 入試課が設 置 さ
れた こ と に 伴 い ， 所要事項を 改 め る 。
富 山 大学学則の一部改正
富 山大学学則 の 一部 を改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 4 月 19日
富 山 大学学則 の一部 を 改正す る 学則
富山大学学員lj （昭和59年 3 月 12 日 制定） の 一 部 を 次
の よ う に 改正す る 。
第 63条 に次の 一号を加え る 。
(3) 前期分授業料徴 収 の 際， 後期 分授業料を 併 せ て
納付 し た者が， 後期分授業料 の徴収時期前 に 休学
又 は退学 し た 場合 後期分 の授業料相 当 額
別表第 1 教育学部の項中 「発達心理学」 を
「発達心理学 に 改 め る 。臨床心理学J

















こ の学 則 は ， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行 し ， 平 成 3
年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。 た だ し ， 別表第 1 の 改正 に
つ い て は， 平成 3 年 4 月 12 日 か ら 適 用 す る 。
惨 富 山 大学学則 の 改正 理 由
1 平成 3 年度か ら の 授業料の 徴収方法の改善に伴い，
「国立学校 の授業料等免除 及 び 徴 収 猶 予 取 扱 要 領 」
が一部改正 （平成 3 年 3 月 15 日 文高学第99号通 知 ）
さ れ た た め， 所要事項 を改 め る 。
2 国立大学 の学科及 び課程並 び に 講座 及 び学科 目 に
関す る 省令 の一部を改正す る 省令 （平成 3 年 4 月 1 2
日 文部省令第21号 ） の 施行 に 伴 い ， 所要事項 を 改 め
る 。
ワ』Fhu 
平成 3 年 5 月 発行 品u.十 報 第324号
富 山 大学大学院学則 の一部改正
富 山大学大学院学則 の 一 部 を 改正 す る 学則 を 次の と お り 制定 す る 。
平成 3 年 4 月 19 日
富 山大学長 大井信一
富 山 大学大学院学則の一部 を 改正す る 学則
富 山 大学大学院学則 （昭和53年 4 月 1 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 の と お り ）
別表第 2
間 則
こ の 学則 は ， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行 し ， 平成 3
年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。
別添
研究科名 専 攻 等 名 免 言午 状 の 種 類 免許教科
人文科学研究科 日 本 ． 東 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 会
日 本 ・ 東 洋 歴 史 文 化 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ネ土 止コz』
日 本 ． 東 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 量回五ロ
国 語 ． 国 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 きロ五口
日 本 ． 東 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 中 国 語
中 国 語 ・ 中 国 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 中 国 語
西 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 会
西 洋 思 想 ・ 歴 史 文 化 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 止＝』
西 洋 文 イヒ 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 きロ五"' 
英 語 ・ 英 米 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 雪回五口
西 洋 文 イヒ 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ド イ ツ 語
ド イ ツ 語 ・ ド イ ツ 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ド イ ツ 語
経 済 学 研 究 科 地 域 ． 経 済 政 策 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 よz』:;;; 
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ネ土 4三>.. 
.l� 工L 業 経 戸邑ム4与 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 商 業
理 学 研 究 科 数 A弓't 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 ム守主二ゐ
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 弓，.，.，.二
ヰ却 理 A号't 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
化 ザA主£ー． 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 手ヰ
生 物 ザム孟ιー 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 E里 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
地 球 科 守,>.U二． 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
工 学 研 究 科 ，岡吾静'1. 気 工 寸主以ニー． 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
工 業 イヒ A弓以与． 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
金 属 工 ！ふ寸Mー． 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
1幾 械 工 ム子主� 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
生 産 1幾 械 工 兵そふ子4ら 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
化 品二子-4 工 $ 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
電 子 工 ヲA込t 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
円。戸同υ
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富 山 大 学大学院学則 の 改正理 由
教育職員免許法 （昭和24年法律第 147号 ） に 基 づ き ，
教 員 の 免許状授与 の所要資格 を 得 さ せ る た め の 課程 と
し て 認定 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富山 大学専攻科規則 の一部改正
富 山大学専攻科規則 の一部を改正す る 学則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 3 年 4 月 19 日
富 山 大学長 大井信一
る 。
第 9 条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（教員免許状）
第 9 条 教育職員免許法 （ 昭 和 24 年 法 律 第 1 47号 ） 及
び教育職員免許法施行規 則 （昭和29年文部省令第26
号 ） に 定 め る 所要 の 単位 を 修 得 し た と き に 取得 で き
る 教員 免許状の種類 及 び免許教科 は， 次 表 の と お り
と す る 。
富 山 大学専攻科規則 の一部 を 改正す る 規則
富 山大学専攻科規則 （昭和59年 3 月 12 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 8 条 中 「， 30単 位以上」 を 「， 34単位 以 上 」 に 改 め
専 攻 科 専 攻 免 許 状 の 種 類 免許教科
教育専攻科 教 育 専 攻 A一子且， 校 教 言命 専 修 免 E午 状
中 一A子込£． 校 教 員命 専 ｛彦 免 許 状 国 きロ五口
中 学 校 教 5命 専 ｛彦 免 許 状 社 止τε量三、
中 ザillー"， 校 教 言命 専 11� 免 E午 状 数 丙ム以子， 
中 ザA以．ー 校 教 5命 専 ｛彦 免 許 状 理 科
中 A子斗＇： 校 教 E命 専 修 免 言午 状 音 楽
中 そ;u.t子． 校 教 �，，目リ' 専 修 免 長午 状 美 Wi 
中 A寸Uニー， 校 教 諭 専 修 免 許 状 保 健 体 育
中 すA以二， 校 教 ヨ面i目hIJ 専 修 免 言午 状 技 術
中 ，弓aι� 校 教 五命 専 ｛彦 免 許 状 家 庭
中 $ 校 教 壬回ム目日 専 修 免 言午 状 英 室ロ五口
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 宝日五"' 
高 等 学 校 教 �ifu 専 修 免 許 状 社 会
高 等 学 校 教 自命 専 修 免 許 状 数 AすUユ， 
高 等 学 校 教 －盲A目リ、 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 主回主 ι目 専 修 免 許 状 二日主乙 楽
高 等 学 校 教 5命 専 修 免 許 状 美 術
高 等 学 校 教 主面ゐ目リ、 専 修 免 許 状 書 道
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 保 健 体 育
高 等 学 校 教 �ifu 専 修 免 許 状 家 庭
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 n雪五口
幼 稚 園 教 5命 専 修 免 許 状
aA＆ Fhd 
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附 Jllj 件単位 を 引 き 上 げ る 。
こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行 し ， 平成 3 2 教育職員免許法 （昭和24 年 法 律 第 147号 ） に 基 づ
年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。 き ， 教 員 の 免許状授与 の所要資格 を 得 さ せ る た め の
課程 と し て 認定 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め
砂 富 山大学専攻科規則 の 改正 理 由 る 。
教育専攻科 の 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め ， 修了要
富 山 大学教育学部規則 の一部改正
富 山大学教育学部規 則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次の と お り 制定 す る 。
平成 3 年 4 月 19 日
富 山大学長 大井信一
富 山 大学教育学部規則 の 一部 を 改正す る 規則 「｜
富 山大学教育学部規則 （昭和27年 4 月 18 日 制定 ） の
一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 15 条 中 「合計30単位以上」 を 「合計34単 位 以 上 」 に
改 め る 。
別表VI の 学科 目 の 欄 中 「物質科学」 を 「物 質 科 学 臨
教 育 P弓M一． 6 
教 育 心 理 学 4 14 
教 科 教 育
計 10 10  14 




別表団 を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 の と お り ）
教 育 弓A主ユ" 6 
教 育 心 理 学 4 10 
教 科 教 育
計 10 10 10 
附 日lj
こ の規則 は， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行 し ， 平 成 3
年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。 た だ し ， 別表VI の 学 科 目 の
欄 「臨床心理学」 の 改 正 に つ い て は ， 平成 3 年 4 月 12
日 か ら 適用 す る 。
J を
Fhd F円u
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別 表 VIlI 別添
教育専攻科開設授業科 目 及 び単位
科 目 ｜ 授 業 キヰ 目 開設単位 必 選 必 選
個 人 研 qプ恒L 10 10 
教 育 哲 ぶ寸U与， 特 員命 2 2 
教 育 史 特 自命 2 2 
教 教 育 課 程 特
壬�l岡� 2 2 6 教 育 方 法 ふ寸U一． 特 舌ロム”旬 2 2 
教 育 ネ土 会 ぶ4= 特 自ーム問 2 2 
育 教 育 告。 度 特
ユ白ム岡 2 2 
教 育 A弓;uみ 特 �lj 講 義 4 4 
教 育 一A子4 演 習 2 2 
Aヲ以L． 幼 児 教 育
ヲAムa与． 特 ユ品ι開 2 2 
幼 児 教 育 A弓� 演 習 2 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 学 特 論 2 2 
精 神 遅 滞 児 教 育 学 演 習 2 2 
発 達 心 理 学 特 論 I 2 
発 達 心 理 学 特 論 E 2 
教 教 育 心 理 学 特 論 2 
教 育 心 理 学 特 論 E 2 
育 発 達 心 理 学 特 別 講 義 2 2 
教 育 心 理 学 特 別 講 義 2 2 
Jし、 発 達 1L.;、 理 A弓ムゐ'- 演 習 1 
教 育 IL;、 理 ザ＂ー＂＇， 演 習 1 1 
理 1C.、 理 チA主£． 研 qブbL 法 2 2 
幼 児 IL二、 理 + 以． 特 品a＂岡' 2 2 
｝ーテ込ん 幼 児 Jし、 理 子A以． 演 習 2 2 
精 神 遅 滞 児 心 理 学 特 論 2 2 
精 神 遅 滞 児 心 理 学 演 習 2 2 
国 宝関玉口 科 教 育 特 壬日A開 4 4 
国 雪日五"' 科 教 育 演 習 2 2 
社 � 科 教 育 特 三品子A開 4 4 
宇土 止Z三』 科 教 育 演 習 2 2 
教 数
AうM二． 科 教 育 特 号己ム岡 4 4 
数 ふ寸孟ιー キヰ 教 育 演 習 2 2 
理 科 教 育 特 ユ訪ム問 4 4 
理 科 教 育 演 習 2 2 
科 生 活 科 教 育 特
ユ旬ι開 4 4 
生 活 手ヰ 教 育 演 習 2 2 
コ日包 楽 科 教 育 特 エ自ム問 4 4 
コ日乞 楽 科 教 育 演 習 2 2 
教 美 術 科 教 育 特
壬／＇＂冊 4 4 
美 術 科 教 育 演 習 2 2 
保 健 体 育 科 教 育 特 論 4 4 
保 健 体 育 科 教 育 演 習 2 2 
育 家 庭 科 教 育 特
ユ白左岡為 4 4 
家 庭 科 教 育 演 習 2 2 
技 術 科 教 育 特 幸U会冊' 4 4 
技 術 科 教 育 演 習 2 2 
英 宝ロ玉Cl 科 教 育 特 壬a"'岡 4 4 
英 きロ五Cl 科 教 育 演 習 2 2 
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富 山 大学教育学部規 則 の 改正理由
1 教育専攻科の 教育内容 の充実を 図 る た め ， 授業科
目 及 び単位数を整備 し ， 所要事項を 改 め る 。
2 国立大学 の学科及 び課程並 び に 講座及 び学科 目 に
関 す る 省令の一部改正 （平成 3 年文部省令第21号）
に 伴 い ， 所要事項 を改 め る 。
富 山 大学廃液処理施設放射線障害予防規則 の制定
富 山大学廃液処理施設放射線障害予防規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 4 月 19 日
富 山 大学廃液処理施設放射線 障害予防規則
（ 目 的 ）
第 1 条 こ の規則 は， 放射性同位元素等 に よ る 放 射線
障害の防止 に 関す る 法律 （昭 和 32年法律第 167号 。
以下 「防止法」 と い う 。 ） 第21条第 1 項 及 び 人 事 院
規則10 ・ 5 （職員の放射線障害の防止） 第 27 条 第 1
項 の 規定 に 基 づ き ， 富 山 大 学 廃 液 処理施設 （ 以 下
「廃液処理施設」 と い う 。 ） に お け る ＆ 3 N l を 装 備
し た ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 用 エ レ ク ト ロ ン ・ キ ャ プチ ャ
・ デ ィ テ ク タ （以下 「 E c D 」 と い う 。 ） の 使 用 管
理 に 関す る 事項を定め， 放射線障害 の 発 生 の 防止 と
安全を確保す る こ と を 目 的 と す る 。
（機 器 ）
第 2 条 こ の規則 で い う E c D は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ
に 装備 さ れ た も の で， そ の 管理区域 の 境界 は ， 機器
の表面 と す る 。
（取扱者の義務）
第 3 条 放射性同位元素の取扱業務 に従事す る 者 は，
こ の規則 の 定 め る と こ ろ に 従 い， 放射線障害 の 発 生
の防止 に 務 め な け れ ば な ら な い 。
（総括及 び組織）
第 4 条 富 山 大学廃液処理施設長 （以下 「施設 長 」 と
い う 。 ） は， 廃液処理施設 の 放射線障害予 防業務並
び に E c D の維持及 び管理の 業務 を総括す る 。
2 廃液処理施設 に お け る 放射線障害防止 に 関す る 組
織 は次 の と お り と す る 。
「 廃液処理施設放射線安全委員会
｜ 放射線取扱 「 E C D 取扱担当者
学長 一 施設長 一」 主 任 者 斗
（代理者） ｜ 」 放射線管理担当者
（放射線取扱主任者等の選任）
第 5 条 廃液処理施設に， 放射線障害の発生 の 防止 に
つ い て， 総括的 な 監督を行わ せ る た め ， 放射線取扱
主任者 （以下 「主任者」 と い う 。 ） を置 く 。
2 廃液処理施設 に ， 主任者が旅行， 疾病等 の理 由 に
よ り 職務を行 う こ と がで き な い期間中， そ の職務 を
代行 さ せ る た め ， 主任者 の代理者 （以下 「代理者」
と い う 。 ） を 置 く 。
3 主任者及 び代理者は， 法 に 規定す る 放射線取扱主
任者免状 の所有者 の 中 か ら ， 施設長 の 推薦 に よ り ，
学長が命ず る 。
（放射線取扱主任者の 職務）
第 6 条 主任者 は， 廃液処理施設 に お け る 放射線障害
の発生の防止 に 係 る 監督 に 関 し ， 次 の 各号 に 掲 げ る
業務を行 う 。
(1) 予防規則 の 制定及 び改廃への参画
(2) 放射線障害防止上重要 な 計画作成への参画
(3) 法令 に 基づ く 申 請， 届 出 ， 報告の審査
(4) 立入 り 検査時の立会 い
(5) 異常及 び事故 の原因調査への参画
(6) 施設長 に 対す る 意見 の 具 申
(7) 使用状況及 び施設， 帳簿， 書類等 の監査
(8) 関係者へ の 助言， 勧告及 び指示
(9) 放射線安全委員会の開催の要求
。。 そ の他障害防止 に 関 す る 必要事項
（放射線取扱主任者の代理者の職務〉
第 7 条 代理者 は， 主任者が旅行， 疾病等 の理 由 に よ
り 職務を 行 う こ と がで き な い と き は， 主任者の職務
を代行 し な け れ ば な ら な い 。
（放射線安全委員会）
第 8 条 放射線障害 の 防止に つ い て必要な事項を企画
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審議す る た め に ， 廃液処理施設 に 廃 液処理施設 放 射
線安全委員会 （以下 「安全委員 会 」 と い う 。 ） を 置
く 。
2 安全委員 会 は ， 次 に 掲 げ る 委 員 を も っ て組織す る 。
( 1 )  施設長
(2) 主任者及 び代理者
(3) 廃液処理施設運営委員会委員長
(4) 放射線管理担 当 者
(5) E C  D 取扱 担 当 者
(6) そ の 他施設長が必要 と 認 め た 者
3 安全委員 会 に 委員 長 を 置 き ， 委員の互選 に よ る 。
4 委員長 は安全委員 会 を 召 集 し ， そ の 議長 と な る 。
5 委員長 は ， 必要が あ る と 認 め た と き は ， 安 全 委 員
会 に 委員以外 の 者 の 出 席 を 求 め て意見を聴 く こ と が
で き る 。
（放射線管理 担 当 者 ）
第 9 条 放射線障害 の 発生 を 防止 す る た め ， 廃 液 処 理
施設 に 放射線管理担 当 者 を 置 く 。
2 放射線管理担 当 者 は， 次 の 各 号 に 掲 げ る 業務 を 行
つ 。
( 1 )  放射線施設 の 管理 に 係 る 放射線測定
(2) 放射線測定機器 の 保守及 び管理
(3)  E C  D 取扱担当者等 に 対 す る 教育， 訓練計 画 の
立案及 び そ の 実施
(4) 前記第 1 号 か ら 第 3 号 に 関す る 記録 の 作成及 び
保守
(5) 関係法令 に 基づ く 届 出等 の 事務手続 き ， そ の 他
関係官庁 と の 連絡等事務的事項 に 関 す る 業務
（使用施設の 責任者）
第 10条 E C  D を 使 用 す る 廃液処理施設 の責任者 は，
施設長 と す る 。
2 施設長 は ， E c D の 安全 な 取扱 い を 図 る た め ， 使
用 前 に E c D 取扱 担 当 者 を 指 名 す る 。
3 施設長 は ， 廃液処理施設 に お い て 放射線障害 防 止
の た め の 必 要 な 措置 を 行 う と と も に ， E c D 取 扱担
当 者 に 対 し ， 主任者及 び施設長が放射線障害防 止 の
た め に す る 指示 を遵守す る よ う 徹底 さ せ な け れ ば な
ら な い 。
C E  C D 取扱 担 当 者 ）
第 1 1 条 E C  D 取扱担 当 者 で な け れ ば E c D を 使 用 し
て は な ら な い 。
2 E C  D 取扱 担 当 者 は ， E c D の 使 用 ， 保管， 運搬
及 び廃棄 に 関す る 記帳 を 行 い ， 施設長 に 報告す る 。
（検 査 ）
第 12条 E C  D 取扱担 当 者 は ， 主任者 の 指示 に 従 い ，
年 1 回 以上定期 的 に E c D の 検査 を 行 わ な け れ ば な
ら な い 。
2 主任者 は ， 前項 の 検 査 の 結果異常 を認め た と き は，
そ の 旨 を施設長 に 報 告 す る と と も に ， 修 理等， 必要
な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。
3 主任者 は ， 第 1 項 の 検査 を 終 え た と き は， そ の 結
果 を 取 り ま と め て ， 施設長 に 報告 し な け れ ば な ら な
し 、 。
（修理等 の 報 告 ）
第 1 3 条 主任者 は ， 設備 ・ 機器等 に つ い て 修理等 の 措
置 を 終 え た と き は， そ の 結果 に つ い て 施設長 に 報 告
し な け れ ば な ら な い 。
（使 用 ）
第14条 E C  D 取扱担 当 者 は， 主任者文 は施設長 の 監
督 の も と で E c D を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。
2 E C  D 取扱担 当 者 は ， E c D の 使 用 前 に 予 め 備 え
付 け ら れ た 使用 に 係 る 帳簿 に 所要の事項を記入 し な
け れ ば な ら な い 。
3 E C  D 取扱担 当 者 は， 使 用 中 に機器 に 故障 そ の 他
の 異 常 が発生 し ， 又 は 発生の お そ れ が あ る 場合 は ，
直 ち に 機器 の 使用 を 中止 し ， そ の 旨 を 主任者及 び施
設長 に 連絡 し な け れ ば な ら な い 。
4 施設長 は ， 装備 し た E c D を 線源洗浄等の 目 的 で
業者 に 引 き 渡す た め 機器 か ら 取 り 外 す 必要 が生 じ た
と き は ， 主任者の 同 意 を 得 な け れ ば な ら な い 。
（注意事項 の 掲 示 ）
第15条 施設長 は ， E c D の 取扱 い に 関 す る 注意 事 項
を 機器設置場所近 く の 目 に つ き や す い 場所 に 掲 示 し
な け れ ば な ら な い 。
（保 管 ）
第 16 条 施設長 は 廃液処理施設測定室 に 設 置 さ れ た ガ
ス ク ロ マ ト グ ラ フ 内 に ， E c D を 保管 し な け れ ば な
ら な い 。
2 施設長 は， 廃液処理施設測定 室 を 使 用 し て い な い
聞 は そ の 出 入 口 扉 に 施錠 し な け れ ば な ら な い 。
（運 搬 ）
第 1 7 条 E C  D 取扱担 当 者 は ， E c D を 修理， 洗 浄 等
の た め 運搬す る 必要 が生 じ た と き は， 主任者立 会 い
の も と に ， 次 の 基準 に 従 っ て 行 わ な け ればな ら な い 。
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( 1 )  E C  D を容器 に封入 し ， 輸送基準 に 適 合 し た 包
装 と す る こ と 。
(2) E C  D を廃液処理施設外 に お い て 運搬す る 場 合
は， 前 記 の ほ か， 総理府令， 運輸省令及 び 郵 政 省
令 で 定 め る 技術上 の 基準 に 従 っ て 必要 な 措置 を 講
ず る こ と 。
（廃 棄 〉
第 18条 E C  D を 廃棄す る 必 要 が生 じ た 場合， 施 設 長
は主任者 の 同 意 を得 た う え で 廃棄業者等 に 引 き 渡 さ
な け れ ば な ら な い 。
（ 測 定 ）
第 四 条 放射線管理担 当 者 は ， 次 の 基準 に 従 い ， 放 射
線測定器 を 用 い て放射線 の 量 及 び放射性同 位元素 に
よ る 汚染 の 状況 を 測定 し ， 記録 し な け れ ば な ら な い。
(1)  測定場所 は ， E c D を 装備 し た ガ ス ク ロ マ ト グ
ラ フ の 表 面 と す る 。
(2) 測定時期 は ， E c D の 使用 開始前 1 回以上， 使
用 開始後 に あ っ て は 6 か 月 を 超 え な い 期 間 に l 回
以上 と す る 。
(3) 前 号 の 規定 に か か わ ら ず E c D を 交換 し た 場 合
は ， そ の 都度測定す る 。
(4) 測定結 果 を 記録 し ， 主任者 に 報告す る 。
（教育及 び訓練）
第20条 施設長 は ， E c D 取扱者等 に 対 し ， 本 予 防 規
則 の 周 知等 を 図 る ほ か， 放射線障害 を 防止 す る た め
に 必要 な 教育及 び訓練 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。
2 前項 の 規定 に よ る 教育 及 び訓練 は， 次 の 各号 に 定
め る と こ ろ に よ る 。
(1 )  実施時期 は ， E c D を 初 め て 使用 す る 前 及 び 使
用 開始後 に あ っ て は 1 年 を 超 え な い 期 間 ご と と す
る 。
(2) 実施項 目 は 次 の と お り と す る 。
イ 放射線 の 人体 に 与 え る 影響
ロ E C  D の 安全取扱
ハ 放射線障害防止 に 関 す る 法令
ニ 予 防規定
ホ そ の 他放射線障害防止 に 関 し て 必要 な 事項
3 前項 の 規定 に か か わ ら ず， 前項第 2 号 に 掲 げ る 実
施項 目 に 関 し 十分 な 知識及 び技能 を有 し て い る と 認
め ら れ る 者 に 対 し て は， 教育及 び訓練の一部 を 省 略
す る こ と が で き る 。
（危険時 の 措 置 ）
第21条 主任者 は ， E c D に 関 し ， 地震， 火 災 ， 運 搬
中 の 事故等 の災害が起 こ っ た こ と に よ り 放射線障害
の お そ れ が あ る 場合又 は放射線障害が発生 し た 場 合
に は， 直 ち に 延焼防止， 通報， 避難警告等 応 急 の 措
置 を 講 じ ， 直 ち に 施設長 に そ の 旨 を 報告 し な け れ ば
な ら な い 。
2 施設長 は ， 前項 の事態が生 じ た 場 合 は ， 学 長 に 報
告 し ， 必要 に 応 じ て 警察署又 は 消 防署 に 通報 し な け
れ ば な ら な い 。
3 学長 は， 前項の報告を受 け た と き に は ， 遅 滞 な く
科学技術庁長官及 び関係各機関 に 届 け 出 な け れ ば な
ら な い 。
（報 告 ）
第22条 学長 は， 前条 に 規定す る ほ か ， E c D の 盗 取
等放射線障害が発生 し 文 は 発 生す る お そ れ が あ る 場
合 は ， そ の 旨 を 直 ち に ， そ の 状況及 び そ れ に 対 す る
処 置 を 10 日 以 内 に 科学技術庁長官及 び関係各機関 に
報告 し な け れ ば な ら な い 。
（記 録 ）
第23 条 放射線管理担当者及 び E c D 取扱担 当者は，
第 四条 に 定 め る 放射線の量等の 測定結果， E c D の
使用， 保管， 運搬， 廃 棄並 び に 第20条 の 教 育 及 び 訓
練 に 関す る 記録 を し な け れ ば な ら な い 。
2 放射線管理担 当者及 び E c D 取扱担当者は， 1 年
ご と に 前項 の記録帳簿 を 閉鎖 し な け れ ば な ら な い 。
3 前項 の 規 定 に よ り 閉鎖 し た 記録 帳簿 は， 主任 者 の
監査を 受 け な け れ ば な ら な い 。
（保 存 ）
第24条 前条 の記録 帳 簿 の 保存期 間 は 5 年間 と し ， 廃
液処理施設 で保存す る 。
附 則
こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行す る 。
砂 富 山大学廃液処理施設放射線障害予防規則の制定理由
廃液処理施設 に ニ ッ ケ jレ63を装備 す る ガ ス ク ロ マ
ト グ ラ フ 用 エ レ ク ト ロ ン ・ キ ャ プ チ ャ ・ デ ィ テ ク タ
を購入 す る こ と に 伴 い ， 放射性 同位元素等 に よ る 放
射線障害 の 防止 に 関す る 法律 （ 昭 和 32 年 法 律 第 1 6 7
号 ） 及 び人事院規 則 10 ー 5 （職員 の 放射線 障 害 の 防
止 ） に基づ き 廃液処理施設 に お け る 放射線障害 を 防
止す る た め ， 所要事項 を定 め る 。
Qu phu 




富 山大学放射性同位元素委員会規 則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 4 月 19 日
富 山 大 学放射性 同 位元素委員会
規則 の一部を 改正す る 規則
富 山大学放射性同 位元素委員会規則 （昭和40年 1 月
1 日 制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 3 条第 1 項第 2 号 中 「放射線取扱主任者及 び そ の
代理者」 を 「放射線取扱主任者」 に 改 め ， 同 条 同 項 中




こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行す る 。
砂 富 山 大学放射性 同位元 素 委員会規則 の 改正理由
廃 液処理施設 に放射性物質 （ ニ ッ ケ ル63） を 装 備
す る 機器 を 購入す る こ と に 伴 い ， 放射性同位元素委
員 会 に 新 た に 廃液処理施設長 を 加 え ， さ ら に 同 委 員
会 の 組 織 の 整備 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学水素 同位体機能研究 セ ン タ 一 規則 の一部改正
富 山 大学水素同 位体機能研究 セ ン タ 一 規 則 の一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 3 年 4 月 19 日
富 山 大学水素 同 位体機能研究 セ ン タ 一
規則 の一部を 改正す る 規則
富 山大学水素同 位体機能研究 セ ン タ 一 規則J （平成 2
年 6 月 8 日 制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 6 条第 1 項中 第 3 号 を 削 り ， 第 4 号を第 3 号 と し，
第 5 号か ら 第 7 号 ま で を一号 ず つ 繰 り 上 げ る 。
同条第 2 項 中 「前項第 4 号 か ら 第 7 号 ま で 」 を 「前
項第 3 号 か ら 第 6 号 ま で 」 に 改 め る 。
第 7 条 中 「 前 条 第 1 項 第 4 号 か ら 第 7 号 ま で 」 を
富 山大学長 大井信一
「前条第 1 項第 3 号 か ら 第 6 号 ま で 」 に 改 め る 。
附 則
こ の 規 則 は ， 平成 3 年 4 月 19 日 か ら 施行す る 。
砂 富山大学水素同位体機能研究セ ン タ 一規則の改正理由
水 素 同 位体機能研 究 セ ン タ ー 運営委 員会 の組織 の
整備 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
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平成 3 年 3 月 25 日
Theory of Operator Means （作用 素平均 の理論 ）
教養部 教授 中越矩方
理学博士 （名古屋大学 ）
平成 3 年 3 月 9 日
素 円 分体 と そ の 二 次拡大体の 不分岐拡大
人文学部 助教授 磯部 車，p早／
文学博士 （ 東北大学 ）
平成 3 年 3 月 7 日
西遊記形成史 の 研 究
工学部 助手 平津良男
工学博士 （東京工業大学 ）
平成 3 年 3 月 31 日
混合材料 の 固液相変化 に 関 す る 研究
’EA PO 
平成 3 年 5 月 発行 会孟a、守ι 幸良 第324号
－崎町＂＂＇·
海 外 渡 航 者
＠唱団泡揮官泡＂＂＂＂· 岨市＠唱団－百x;?JX)@
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
生物
本
資 源 の 利 用 と 管理 に 関す 3 .  3 .  2 
外 国 出 張 教育学部 助 教 授 高橋 春成 オ ー ス ト ラ リ ア る 日 と オ ー ス ト ラ リ ア の上ヒ
較研究及 び資料収集 3 .  4 .  25 
ア メ リ カ 合 衆 国 ， 「欧米 に お け る イ ン フ レ ー シ 3 .  3 .  16 
経済学部 教 授 榊 原 英夫 連合王国， フ ラ ン ョ ン 会計」 に つ い て の研究ス 4 .  1 . 15  









































3 .  3 .  16 
工 学 部
助 手 平津 良 男
ア メ リ カ 合 衆 国
3 .  3 .  24 




国 の サ ー ビ 3 .  3 .  18 
経済学部 教 授 藤森 英男 フ イ ピ ン ス 貿 易及 び海 直 投」
資 の 統
計 デ ー タ レ ビ ュ ー 調査 に 関
す る 現地調査 3 .  3 .  22 
イ ン ド ， ネ ノ｛ － ）レ 南 ア ジ ア ， カ ー ス ト 社会 に お 3 .  3 .  27 
教 養 部 助 教 授 溝 口 常俊 王国，人
パ
民
ン グ ラ デ




































3 .  3 .  29 
理 学 部 助 手 笠原 一世 カ ナ ダ
4 .  1 .  28 
不均一触媒 に よ る 選 択酸 化反 3 .  4 .  




























に よ 3 .  5 .  1 1  
第 4 回 パ レ ン シ ア ベ イ ズ統計 3 .  4 .  13 
経済学部 教 授 和 合 肇 ス � イ ン 学国際研究学
集 会 に 出 席
討
及 び べ
イ ズ統計 に 関 す る 論 の た
め 3 .  4 .  22 
イ ン ド 東 ガ ー ツ の 先 カ ン ブ リ 3 .  3 .  2 海外研 修 旅 行 教育学 部 教 授 相馬 恒雄 イ ン ド ア 代地域の共同研究の た め 3 .  3 .  16  
「 ア メ リ カ に お け る コ メ デ ィ 3 .  3 .  7 
経済学部 助 教 授 相 川 洋一 ア メ リ カ 合 衆 国 カ ル の 専門職化への 病院組織の対応 に 関 す る 研究」 に つ い
て の 資料収集 3 .  3 .  14  
3 .  3 .  21  
理 学 部 助 教 授 圧子 ア メ リ カ 合 衆 国 氷 コ ア 解析の共同研究
3 .  3 .  30 
3 .  3 .  3 1  
II 助 手 阿部 幸隆 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 多変数の周期関数の研究
4 .  6 .  1 
ユ ダ ヤ 文学及 び思想 に つ い て 3 .  4 .  5 人文学部 助 教 授 大工原 ち な み 連 ぷにコ〉、 王 国
の 資料収集 3 .  4 .  1 9  
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト の 調査 3 .  4 .  20 
経済学部 教 授 武井 要主 ア メ リ カ 合 衆 国 と第29回 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ント 及 び保険管理協会年次総会
に 出席 の た め 3 .  5 .  4 
韓 国 に お け る 儒教的親族組織 3 .  4 .  25 ，， 助 教 授 飯 田 剛 史 大 韓 民 国
の研究 3 .  5 .  5 
円ノ一－no 
平成 3 年 5 月 発行
尚子
報 第324号
職 員 j南 息
《新任者住所》 学生部学生課
庶務部庶務課 学 生 係 長 泉 田 享
文部事務 官 鍋 嶋 美 希
（学事調査 係）
学 生部入試課
庶務部人事課 入学試験係長 杉 森 伸 平
給 与 係 長 堀 口 勲
経理部経理課
給 与 係 長 河 上
孝
人文学部 ・ 理学部
文部事務 官 川 成 淳 也
（ 用 度係 ）
文部事 務 官 庄 司 正 文 事務補 佐 員 上 野 美 幸
（ 管 理 係 ） （数 学 ）
事務補 佐 員 山 本 弘 美
（物理学 ）
施 設 課
課 長 井 原 紀 男 人 文 学 部
講 師 団 村 俊 介
（国文学 ）
企 画 係 長 江 藤 憲 和
教 育 学 部
助 教 授 大 森 克 史
（物質科学 ）
学 生 部
次 長 庚 瀬 義 弘
議 師 内 藤 売
（英米文学 ）
qu nhu 
平成 3 年 5 月 発行
文部事務 官 市 橋 希代子
（会計係 ）
臨時用務 員 竹 井 公 子
（作業員 ・ 農場）
臨時用務 員 福 島 春 代
（作業員 ・ 農場）
教育学部 附属学校
附 属 学 校
牧 野 秀 臆
第 一 係 長




副 校 長 平 井 宗 書
（音 楽 ）
教 諭 田 中 一 昭
（体 育 ）
附属 中学校
教 諭 鎌 仲 徹 也
（数 学 ）
教 諭 田 中 広 光
（社 会 ）
附属養護学校
副 校 長 小 柴 徹 彦
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教 諭 七 津 邦 彦
（小学部 ）
教 諭 泉 渓 正 十
（高等部 ）
教 諭 山 本 富士子
（高等部 ）
経 済 学 部








教 授 樫 井 醇 児
（固体物理学）
助 教 授 平 井 美 朗
（天然物化学）
助 教 授 黒 田 英 世
（環境生物学）
助 手 小 田 島 仁 司
（電波物理学）
第324号
平成 3 年 5 月 発行 昌也→一 報 第324号
工 学 部
助 教 授 北 野 博 巳
（生体分子化学）
助 教 授 藤 田 正 春
（ 日 本語 ・
日 本事情）
助 教 授 小 平 憲 一
〔細胞工学 ）
講 師 宮 内 伸 子
（ ド イ ツ 語 ）
会 計 係 長 地 崎 昇
講 師 小 出 員 路
（計算機 工 学）
教務補 佐 員 金 津 智 子
（化 学 ）
助 手 塚 田 章
（電気シ ス テ ム工学）
保健管理 セ ン タ 一
文 部 技 官 山 端 憲 子
（看護婦 ）
助 手 星 野 一 宏
（生物プ ロ セ ス工学）
学 校 医 清 水 幸 裕
（ 内 科 ）
助 手 佐 山 二 千雄
（生体分子化学） 学 校 医 武 田 憲 夫
（眼 科 ）
文部事務 官 杉 本 祐 文
（庶務 係 ）




総 務 係 長 新 田 昌 六
事務補佐員 柴 田 千賀子
（学務係 ） 教 育 学 部
教 授 丹 羽 洋 介
（絵 画 ）
教 養 部
助 教 授 二 村 文 人
（文 学 ） 教育学部附属教育実践研究指導 セ ン タ ー

























































































































































平成 3 'of 5 月 発行
せ勺実日お
0 平成 3 年度 に お け る 「 さ わ やか行政サー ビ ス運動」 の推進 に つ いて
「真政府 「 さ わ や か行政サ ー ビ ス 推進協議会」 で は， 昭和63年度以来 「国民の立場に立 っ た 親切 な 行政」 ，
心の こ も っ た 行政」 の実現 に 向 け ， 次の観点に 立 っ て 「 さ わ や か行政サ ー ビ ス 運動」 を推進 し て お り ま す 。
さ わ や か 行政サ ー ビ ス の 観点
「わ か り や す い 行政 サ ー ビ ス 」
「迅速 な 行政サ ー ビ ス 」
「便利 な 行政サ ー ビ ス 」
「清潔 な行政サ ー ビ ス J
「丁寧 な行政サ ー ビ ス 」
「安全 に配慮 し た行政サ ー ビ ス 」
「人間 性 に 配慮 し た 行政 サ ー ビ ス 」
「国民 と 接触す る 公務 サ ー ビ ス 」 に つ本学 に お い て も ， 標記運動の趣 旨 を 踏 ま え， 特 に 「窓 口 サ ー ビ ス 」 ，
い て 一層 の 改善 に 努 め る こ と と し て い ま す の で， 御協力 く だ さ い 。
？月1日～？目
0 平成 3 年度国家公務員安全週間
, ， ・ h乍， 
約 円 安 全週間・・・ ［�1長 ？
王通 人 ・J�院 ・ 総 務 ！ ｝ 主催
円tnhU 






3 ～ 4 日 平成 3 年度富山大学入学者選抜試験
4 日 第 3 回 学長候補者選挙管理委員会






13 日 退職予定者 と の 懇談会
東海北陸地区研修担 当 官会議
（於 ： 人事院中部事務局 ）







20 日 入学者選抜試験合格者発表 (13 : 00) 
23～27 日 理学部第 2 次募集入学願書受付
25 日 卒業式
25～27 日 入学手続
26 日 第 4 回情報処理セ ン タ ー 運営委員会
29 日 第 5 回学長候補者選挙管理委員会
30 日 金庫検査
理学部第 2 次募集合格者発表 ( 13 : 00) 
30～31 日 追加合格者入学手続
4 月
1 ～ 8 日 学長候補者選挙 （本選挙） 資格者名簿縦覧
2 ～ 9 日 大学院経済学研究科入学願書受付
3 ～ 4 日 第 2 次募集 （理学部 ） 入学手続
4 日 部課長会議
10日 入学式 （於 ： 富山市公会堂）
学生部， 保健管理セ ン タ 一新入生 オ リ エ ン





1 1～15 日 学長候補者選挙 （本選挙 ） 不在者投票
12 日 第 1 回事務協議会
新入生健康診断





17 日 在学生健康診断 （工学部）






23 日 第 1 回放射性 同 位元素総合実験室運営委員
� 
平成 3 年度東海 ・ 北陸地区 日 本育英会事務
協議会 （於 ： 愛知県産業貿易館）






会議 （於 ： 名古屋大学）
25 日 第 1 回授業料等減免選考委員会
第 1 回補導協議会
25～26 日 第77回東海 ・ 北陸地区国立学校等 会 計 系 部
課長会議 （於 ： ト ヤ マ ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル）
26 日 第 1 回低温液化室運営委員会
第 1 回富山県留学生等交流推進会議運営委
員会
｜ 人 文 学 部
3 月 5 日 係長会議
13 日 学部教務委員会
教授会
平成 3 年 5 月 発行 A手H・ 報 第324号
学部長候補者選挙 附属 幼稚園修業式
教授会 （人事） 19日 教授会
人文科学研究科委員会 20 日 附属中 学校修業式
真率会送別会 （於 ： 高志会館） 附属養護学校修業式
14 日 係長会議 22 日 大学院設置準備委員会
19 日 教授会 附属小学校修業式
教授会 （人事） 4 月 5 日 大学院設置準備委員会
人文科学研究科委員会 学部教務委員会
次期図書委員会 学部補導委員会
25 日 学部卒業証書， 大学院学位授与式及 び卒業 学部教務補導合同委員会
祝賀会 （於 ： 県民会館） 人事教授会
26 日 係 長会議 教授会
29 日 事務連絡会 附属小学校始業式
4 月 1 日 人文学部 ・ 理学部 ・ 教養部 ・ 水素同 位体機 6 日 附属小学校入学式
能研究 セ ン タ ー 防火対策委員会 （持ち回 り ） 附属 中学校始業式
2 日 係長会議 8 日 授業開始
9 日 学部教務委員会 附属 中学校入学式
教授会 附属養護学校始業式
教授会 （人事） 間属 幼稚園始業式
10日 大学院人文科学研究科新入学生オ リ エ ン テ ー 9 日 附属養護学校入学式
シ ョ ン 11 日 附属 幼椎園入国式
12 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 健康診断 12 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診 断
15 日 係長会議 17 日 大学院設置準備委員会
17 日 入学者選抜方法検討委員会 人事教授会
22 日 教育実習委員会 22 日 附属学校運営委員会
23 日 職業補導委員会 23 日 紀要編集委員会
24 日 教授会 24 日 学部補導委員会
25 日 係長会議 入学者選抜方法検討委員会
26 日 学部補導委員会 人事教授会
25 日 学部教務委員会
経 済 学 部 ｜
3 月 12 日 学部予算委員会
13 日 学部教務委員会 3 月 5 日 係長会議
学部教務補導合同委員会 7 日 学部教務委員会 （持 ち 回 り ）
教授会 8 日 学部施設整備委員会
人事教授会 平成 3 年度私費外国人留学生入学試験選 考
14日 附属養護学校卒業式 委員会
15 日 間属幼稚園卒業式 13 日 学部教務委員会
15～21 日 ス キ ー JI （於 ： 志賀高原 ス キ ー 場 ） 教授会
16日 附属小学校卒業式 15 日 学部施設整備委員会 （持 ち 回 り ）
18日 学部教務補導合同委員会 18日 学部入学方法検討委員会
附属中学校卒業式 19日 教授会
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学
4 月 1 日 係長会議
3 日 学部将来構想検討委員会
教授会
5 日 夜間主 コ ー ス専門教育課程オ リ エ ン テ ー シ ョ
ン
8 日 授業開始
10日 夜間主 コ ー ス 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン









24日 夜間主 コ ー ス 運営委員会
26日 学部補導委員会
3 月 5 日 係長会議

















4 月 1 日 人文学部 ・ 理学部 ・ 教養部 ・ 水素同位体機














25 日 学部補導委員会 （持 ち 回 り ）
大学院構想懇談会
係長会議
工 学 部 ｜





18 日 当 初合格者数検討会
19 日 教授会
退職者送別会





9 目 安全 マ ニ ュ ア ル編集作業部会
1 1 日 学部補導委員会







3 月 1 日 委員会委員見直 し 検討委員会
4 日 予算委員会
AHU 円I






1 1～16日 ス キ ー実習 （於 ： 志賀高原 ス キ ー 場 ）






10日 大学教育 （特 に一般教育） 改革 に 関 す る 懇
き”先生 l立三>.. 
教養部オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 前学期授業開始




3 月 4 日 係長事務打合せ会
25 日 係長事務打合せ 会
4 月 2 日 係長事務打合せ 会




25 日 平成 3 年度第 1 回附属図書館商議会
富 山 県図書館協会代議員会
（於 ： 富 山県民会館）
係長事務打合 せ会
水素同位体機能研究 セ ン タ ー
3 月 4 日 R • I 特別健康診断
20 日 第 3 回水素同 位体機能研究 セ ン タ ー 運営委
員会
地域共同研究セ ン タ ー
3 月 14日 岐阜大学関係者視察
19 日 北海道大学関係者視察
4 月 8 日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会
12 日 大阪府立大学関係者視察
保健管理 セ ン タ ー ｜
4 月 10日 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
12 日 新入生健康診断
17日 定期健康診断 （工学部 3 , 4 年生， 大 学 院
生 ）
24 日 定期健康診断 （教養部 2 年生）
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